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2. 教育方法

(1) 生涯を通じて主体的に学び続ける能力としての，多様で学際的な知識と技能が身につ

く教育を展開する。必要に応じて，基礎学力の定着を目的とした授業時間外学習を促す。

(2) 間題や課題に対して，グループで計画的に解決に導き，まとめる能力を身につけるた

め，協働による実験，演習及び実践的授業を行う。

(3) 社会的・職業的に自立する意識と職業選択を自主的に行える能力を育むため， [学と

社会のつながりを則解させる教育を行う。

(4) 社会の状況と将来社会の要請を的確に捉え，これに応えて社会の店幅に貞献できる素

義を身につけるため，優れた知識・技能・倫則観・価値観・息考力を融合させる教育を

1Y-う。

(5) 卒業時に到達すべき学晋 IJ標を学ljこが的確に設定し，達成できるように，各科日で習

得される知識・能力を明示したシラバスと各科日の関係I、生を可視化したカリキュラムマ

ップを策定する。

3. 教育評価

(1) 到逹度を確認できる明確な成績評価悲準を策定し，これに）店づいて厳格に成績を評価

する。

(2) 教育課程を糾織的に;i平価し，‘常に改善を続ける。

(3) 学生及び外部からの評価を真摯に受け止め，改怖の）Ji(動力とする。
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明治113年 3月26日

H召禾iJ19什'-4 Jl 1日

H召禾日24fj='.5 J=J 31「l

山形大学I学部の沿革

米沢高等工業学校設置

米沢―・［業専門学校に改称 （昭26.3.31廃止）

山形大学設置

本学は，工学部，文雌学乳Iぶ教育学部及び農学部の 4学部をもつ新制

大学として発足

[学部に，繊維[学科，応用化学科，機械］こ学科，屯気工学科の 4学

科設附

昭和29年 4月 1日 工業短期大学部併設 （昭60.10. 1廃止）

L学専攻科設附 （昭39.4. 1廃!L)

昭和33年,4 J l 1 l=l 化学［学科増設

昭和311什'-4月 1日 附）属繊維製辿研究施成設[iti: (昭51.4. 1附）属高分f材料研究）他没に

名称変更）

昭和36年ふ4Jl 1 IJ 精密 I~学科増設

昭和38年 4月 1日 軍（・ r.学科増設

昭和39年 4月 111 大学院l・一学研究科（修 I:課程）設附

ll{d和110イド4JJ 1 「l

IIH利111イl'-4月 11-l 

ll{J禾1112イード4 Jl I l l 

11{1和]111イド4JJ 1 11 

11{1禾[l,18り:, 6 Jl 2 ll 

flN利158什―~4 J l 1 ll 

昭和62年 4月 111 

II召利162イド4月 1 ll 

平成 2年 4Jl 1 11 

本研究科は，繊維L'学専攻，応）廿化学専攻，機械「．学専攻，屯気[学

専攻及び化学l二＇］を且｝攻として発足

翡分（化学科増設

大学院l・→学研究科•に精密lー→一学専攻増設

共通溝f"i~設11忙

山形大‘予囁噂センター設附 （昭62.1 . 16廃 11:)

大学院r.学研究科に',且—fL学専攻増成

大学院,~学研究科に贔分［化学専攻増設

［業短期大学r'fll1H攻科設ii"i: (ll{i62. 4 . 1廃 11:)

旧高等[業学校本館が直梃文化財に指定

梢報l―・.学科増設 L学部に昼仮11廿講課程（高分f材料L学科，｝ぷ）ll化学

科，機械r学科，＇鵡気 r学科，情報r学科）成附

山形大学情報処郎センター米沢分室設附

大学院l万万学研究科に情報L学専攻増設

物質r.学科，機械システム［．学科，屯f情報［．学科の 3大学科及び共

通講座に学科 Ui'1i分f材料[学科，高分［化学科，応川化学科，化学

l・→学科，機械［学科，精密lん~学科，電気L学科，＇屯{-]~学科，＇情報 L

学科の 9学科及び共通溝）喉）を改糾

平成 5年,4月 1日 修l:諜程 (9r,t;i: 攻 l 共通講J巫）を 1専 1—:1前期課程 C3 専攻 }11人講J喉）に

改糾，併せて1・（りI:後期課程 (2専攻 9溝）喉）設附

平成 8年 4月 1日 大学院「学研究科 (I専l:1前期・後期諜程）に!J:{本センシング機能r学
内攻（独立1:,り攻）増設

平成11イド4月 1日 大学院L学研究科を大学院則r学研究科に名称変更
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平成12年 4月 1日 物質工学科を機能高分子工学科，物質化学L学科の 2学科，＇屯 f情報

L学科を電気電子＿［学科，情報科学科，応）廿生命システムL学科の 3

学科に学科を改組

平成16年 4月 1日 大学院理丁．学研究科博J::前期課程物質―［学専攻を機能高分[-[学専攻，

物質化学―［学専攻の 2専攻，電 f情報工学専攻を電気電(-]: 学専攻，

情報科学専攻，応用生命システム＿ー［学専攻の 3専攻に内攻を改組

平成17年 4月 1日 大学院且l![学研究科博j:前期課程にものづくり技術経賞学専攻増設

平成19年 4月 l11 機能高分［→ =r□学科の夜間 j:~ コース (Bコース）を廃It

大学院岬[学研究科博1~前期課程に行機デバイス「．学専攻，博I~後期

課程にイ］機デバイス［学リ｛攻，ものづくり技術経党学専攻増設，教員

の所属を＿［学部から大学院雌 L学研究科の所属に変更

平成22年:4月 11-1 バイオ化学 L学科，システム創成 L学科（フレックスコース）を設w忙

（ィ友rm―l-:コースの改糾）

大学院則r学研究科l¥l/:L1前期課程11::{本センシング機能 l汀を1;り攻を改糾

しバイオ化学 1·_,•;:1り攻を設附，博 l:後期課程のイ［機デバイス］．＾学専攻，

物質生廂r学専攻， システム情報 r令』］を1くり攻，！じ休センシング機能T.学

専攻を改糾し，イi機材料l―汀．学専攻，バイオ「一学専攻，屯(・情報lー・学専攻，

機械システムL学専攻を設i悦

平成28年,4月 lll 人．、学院則 l・ぶ学研究科博I:前期諜肛機能，h'i分[-I~ 学専攻，介機デバイス

L''; を_I杯攻を改糾．し大学院イ［機材料システム研究科博l:前期課『1'.イ［機材

料システム！、り攻を設11... t 

大学院則r.学研究科博 l:後期諜程イ［機材料L"y:1ヽ リ攻を改糾し大学院則

[学研究科博 l:後期課程物質化学L"1白り攻，大学院イ［機材料システム

研究科j¥りI:後期課程イi機材料システム I,り攻を設附

平成29年 4Jj 1日 機能翡分(-L学科，物質化学［学科，バイオ化学 L'予科，応）廿牛命シ

ステム I".学科， J情報科学科，屯気屯 f-L学科を改糾し翡分 f-. イi機材

料 L学科，化学・バイオ l・学科，、情報・エレクトロニクス学科，建築・

デザイン学科を設附
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山形大学I学部履修要項

この要項は，山形大学学部規則及び山形大学科日履修規程に見づき，本学部における基盤

共通教育科目及び専門教育科日の履修方法，牝びにその他の必要な事項を定めたものです。

1 . 学年と学期

本学の 1年間は， 4月 1日から翌年の 3月31日までです。この 1年IHJを，前期 (4月 1

日から 9月30日主で）と，後期 (l0月 II―Iから翌年,o):-3月31日まで）に分けます。

2 授業時間

小白川キャンパス

l・2校時 8 : 50,,----., 10 : 20 

~-3 • 4校II、1]'10: 30,,----., 12 : 00 

5・6校II一、1]'13:00,,----.,14 : 30 

米沢キャンパス

1・2校II、!f 8 : 50,,----., 10 : 20 

3 鬱 4{交時 IO : 30,,____, 12 : 00 

5・61交II;、1]'12: 115,,----.,J;I : 15 

7・8 {交時 14 : 25~15 : 55 

7・8校時 14 : ~0"--'16 : 10 

9・lOt交ll寺 16: 20"--'1 7 : 50 

9·101交ll 、!]'16:05~17:351iill

11 • 121交II、'f: 1 s : oo~1 g : 30 

13 • l1H交ll!f: 19 : 110へ"21: 00 

[ill] フレックスコースはじに 9・10校II、『以降のII;、『限に授業を行し直す。

3 単位の基準

授業科 11O)l閻1:数は， 1 lji位:o)授業科日を1J51I、『間の学修を必要とする内容をもって構成

することを椋準とし，授業の）j法に応じ，教行効果，授業II、『IIIJ外に必＇梃な学習等を考應し

て，次の）店準により単位数を叶りするものとします。

(1)講義及び屈習については， 1511、『1/IJから30時間の授業をもって 1単位とします。

(2) 実験，実習，製図及び実技節の授業については， 3011、『間の授業をもって IJjt位とし

ます。 L記の）［準によって科日を）役修し，成禎審森に合格した科日に対して巾位をり

え主す。

4. 成績審査

(1)成績審査は，試験，報告古，論文， 'l乙＇常の成績憚により行い，定期試験は各学期の

終わりに行います。その期日は実施の 2週1―I¥JrfJに，科日及びII',判りは実施の l週1廿l前

にそれぞれ公示します。

定期試験の追試験は｝爪則としていいませんが，急1酋ぐ窄ll:むを得ない事情のある場合

は，認めることがあります。追試験の願しヽ出は，所定の用紙を川いてー［学部学~Lサポ

ートセンター教介支拉担‘りで行ってください。

定期試験のはか，必要に応じて随時試験を行うことがあります。

(2)成績審査は各科日について， 100点満点とし， 60,点以上が合格です。
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なお，詳細は 5. 成績評価制度を参照してください。

5 成績評価制度

合格した成績の評定を S, A, B, Cの4段階で行い， GPA (Grade Point Average) 

を付加します。

(1)成績評価区分と付加される GP (Grade Point) について

成績評価は，以ドの表に定める区分により行われ，それぞれのGPが付加されます。

評価区分 評定記号と評価記号
----- - ---- - -- - - -- - - -- --- --- ---

100,---.,goli( s : 特に優れた成績である
．．．．．．．．  

89,---.,80点 A: 優れた成禎である
ー-----

---- -- - -

79,---.,70点 B: 概ね妥‘りな成績である

付加される GP

69-60点 IC 合格に必要な最低限度を満たした成績である
―-- - - - - -

59,--.____, 0点 F: 合格には全らない成績である
- - ---- - - - -- - - - - - - -

N : lii位認定科廿であり， GPAの対象としない

4

3

2

1

0

 

なし

(2) G PA (Grado Point Average) とは

GPAは，高等学校の評価平均値のように，学修の成績を総合的に判断するための

指椋です。 GPAは，各i'Iが修得したり叶立にそれぞれGPをかけて合計にしたイ直 (G

P S : Grade Point Sum) を）復修登録した科II (適rn除外科Elを除く）の総単位数で

虚ljって鈴：出します。

（例） GPA算出力法

科 II 名

000000カ騒礎

△△△△△△実験 l

◇◇◇◇◇◇実験 2

評定 l札位数 GP  獲得したGP

s 2単イ立 4 2X4 8 

F 2単位

゜
2 XO =O 

A 2単位 3 2X3=6 

合計 6単位今 H点(GPS)

GPA=M点+6単位＝
~ ~~．~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~~ ~ ~ ~ ~~ ~ 

（↑ この単位数にはF:不合格科日の単位数も含みます。）

(3) GPAの適用除外科日について

GPAは，すべての授業科日を対象とします。

ただし，単位二の取得のみで評価を付さない次の科 I—I については除外されます。

① 介格か不合格かだけを判定する授業科I]

② 編人学または転人学した際の単位認定科日

- 4 -



③ 本学入学前に修得した単位認定科目（学部規則第36条）

④ 他大学との単位互換等で修得した科目（学部規則第35条）

(4)履修取消し

一度履修登録した科目の取消し手続きを行う期間を設定します。定められた期間内

に履修科日取泊しの手続き (P8 ,.____, 9参照）をせずに履修を放菓した場合は，その科

目の成績評価は不合格 (F) となります。

(5) 再屈修した科日の学習成績

不合格となった科目を再履修した場合は，不合格となった学習成績と新たな学習成

績の両方が成績として記録されます。

（例）？再履修した科日の記録

科日名 評価

000000方騒礎

000000)店礎
F

S

 

(2年前期に不合格）

(3年前期に合格）

△△△△△△実験 1 A 

6 履修登録科目の上限 (CAP制）

本学部では，十分な学習lh、『|ごIll(予習・復習）を確保し，授業内容を深く真に身につけ

ることを l=J的として，学期ごとに1復修登録できる科日のlこ限を定める CAP制を導人し

ています。

1学期に1役修登録できる科日の,-_限り1-{立数は， :30叩立です。この30単イ立には，）店盤共

通教育科「l, T. 学部専門教育科I],他大学lj糾J・・7i換科日を含みます。

ただし，以ドの (1) ..---..,(3)に該刈する場介は， 卜限を超えた）役修登録が認められま

す。

(1) 前学期までの通算GPAが3.0以1-.の者

(2) 教員免許•の科 1:1 (「教職に関する科ll」のみ），集中講義の1復修により上限を超える

者

(3) 特段の事情がある者

アドバイザーと卜分に相談した卜叉で，所定の期 l"lまでに申し出てください。

CAP制は，単位の実質化を図り，大学として責任ある授業を展間していくために

必要な制度です。制度の趣旨をよく狸解し，授業外の予習・復習を含めた1役修計圃を

立ててください。

- 5 



7. 授業科目

授業科日は，屈盤共通教育科日と専門教育科目に分けられます。

ー工学部履修スケジュールー

1 年次学~,,_ I 2年次学生
..... L 31HJz7'r I 4年次学生

,-------------------------

： 
屈盤共通教育科日 専門教育科日 卒業研究 [ill]

[; 注1] フレックスコースの場合は，！、作業研究またはエンジニアリング創成を選択

8 基盤共通教育科目

駈盤共通教育科11は，導人科目，）店幹科II,教捉科II及び共通科llからなり，卒業には，

"t科が定めた所定の要件を満たす必要があります。

）店盤共通教育科IIのIJ廿講期，間講科Il, 授業内容憚は，「山形大学シラバス」（山形大学

シラバスホームページ https: / /www.yamagaLa-u.ac. jp/jp/1 i「c/lcsson/syllabus/) を

参照してください。

）よ盤共通教育科IIo)各区分の概略は以 lヽ^ のとおりで，｝役修）j法は学科が別に定めたとお

りです。

(1) [導人科II】

導人科11は， ［スタートアップセミナー (2単位）（必修）］です。

ただし，学科によっては学部導人セミナーをIJ廿講する場介がありますので，学科0)

履修心得を参照してくださし＼

(2) 【)店収令｛斗11】

尉玲科IIは， ［人間を考える・共生を考える〕［山形から考える〕の 2領域から成

り，それぞれ l科IJ2単｛立の計4単イ立を修得することが必要です。

(3) [孝文i危禾斗IJ】

教義科IIは， ［文化と社会〕［白然と科学〕［応川と学際］の 3領域から成ります。

(4) 【共通科I―1】

共通科日は， ［コミュニケーション・スキル 1〕〔コミュニケーション・スキル 2]

[・I青報科学〕〔健康・スポーツ〕［サイエンス・スキル〕〔キャリアデザインJ0) 6領

域から成り主す。

- (-3 -



9. 専門教育科目

専門教育科日は，各学科のカリキュラムのとおりです。

専門教育科日の間講科目，間講期，授業内容は「山形大学シラバス工学部編」を参照し

てくださし＼

(ill形大学シラバスホームヘージ htt s: //w1V1v. yrn1mgata-u. ac. j)/ j豆li fo/l cs son/syllabus/) 

10. 履修地

昼IIこfl コース（建策・デザイン学科を除く）の教育諜程では，小 1—'1川キャンパスで，晶盤

共通教育科日のほか， 1.tJ:111]教育科1,10)・{fllも13廿講されます。所定の要件を満たした後に米

沢キャンパスに履修地を変更します。

昼I―Illコース（建築・デザイン学科）の教育課程では， ,'}':lj':は，人学時から小白川キャン

パスに在学し，）よ盤共通教育科日と専jllj教育科llを受講して学習し主す。なお，今後の米

沢キャンパスの施設設備の幣備状況により，在学中に米沢キャンパスに）復修地が変更にな

る場合があります。

フレックスコースの教育課程では，＇］と lj:_は，人学llかから米沢キャンパスに在学し，）店盤

共迎教介科Flと専門教有科Flを受講して学習し主す。

11 . 履修地以外で開講される科目の履修

1'1らの履修地と異なるキャンパスで間講される科llの履修を行う場合についズは，アト‘

バイザー教員及び教行プログラム長が特に必要と認めた場合にのみ，授業担胄教員の許11J

を得た Lで履修を認められることがあり主す。

認められた場合のキャンパス間の移動は，必ず公共交通機1リ」を使川してください。

12. 小白川キャンパス最大在学期間

1・.,y増II昼I札lコース（建築・デザイン学科を除く）の場介，進級（米沢移行）条件が‘満た

せず，小白川キャンパスの在学期1―II]が3年を超える学牛．は，成業の見込みがなしヽ者として

除籍されます。

13. 卒業要件

卒業要件は，本学胄IIに 4 年以 L在学(~『別な且l!il1がなしヽ限り休学期間を除く） し，卒業

に必要な最低修得巾位数の条件を満たすことです。 iJj(lllj教百科 HO)必修科日，選択必修科

日及び選択科日の車忙数については，学科ごとに異なるので，所属する学科の履修心得に

訊紅してください。

14. 飛び級

6学期終「主での成禎がかかに1翡秀と認められる者（建築・デザイン学科を除く）を対象

に学i~:1) :3年次から大学院博 l:前期諜佐に人学できる“飛び級”の制度があり主す。詳細に

っしヽては，学科ごとにガイダンスがあります。

出願賓格については，條集要瑣により 1¥}iード12月川に公表されますが，概9貶は次のとおり
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です。

① 本学における在学期間が 3年に達すること。

② 3年次終了までに，大学の指定した卒業に必要な専門教育科日の単位数から 4年次に

開講している必修科日と卒業研究の単位を除いた単位数を修得し，それらの科日の成績

が上位の評価（評定記号が「 S」又は「A」)を得る見込みであること。

③ 専門教育科日を除く科目は，卒業に必要な単位数を修得済みであること。

15. 学部・大学院一貫教育制度

卒業後に， ,JIき続き本学大学院理r冴＾学研究科又はイ［機材料システム研究科に人学を希哨

する者で，成禎が特に優秀と認められる 4年次生を対象に，学部在学中に博I:前期課程の

溝義科日を受講することができる「学部・大学院ー一貰教育制度」があります。

受講した科日の成績は，大学院人学後に判定が行われ，博l:前期諜程の単．位として認定

されます。

16. 履修手続き等

昼IこMJコースは小白川キャンパスにて，フレックスコースは米沢キャンパスにて人学時に

晶盤共通教育科目の履修に1見lするガイダンスを行います。

また，受講指定科日及び1む叶＂］教育科 I―lの説I―ーリl並びに屈修指導罫が行われます。

(1)履修登録）汀）；

履修登録は，履修登録期1―IIJにWeb入力によって行います。

Webによる）復修競録）f法については，別途褐ぷ節で）古］知します。

(2) 登録科11の確認・変更

屈修科II登録後の変更は， I履修登録確認期1―l―llにのみ認めます。褐ぷの指ぷに硲っ

て修 IIー：又は）役修取泊しの f•続きを行ってください。

(~3) 集中溝義科日の履修登録

各学科で1翡l溝する集中講義についても， (l)及び (2)のT続きによります。 il/11

日程ぐ硲については，決定次第掲ポにより）古l知されます。

また，教職関連科目 (11本国憲法，職業指導及び教職に関する科ll)についても，

(1) 及び (2) のT続きによります。集中溝義で実施する場介の講義日程憚につ

いては，決定次第掲ぷにより）古］知されます。

(4) 注，意、:rjJ瑣

① I復修登録した科Hを受講しない場合は，その科日はF:不介格 (0,点）と評価

されます。履修登録科1」の確認と変更にはI・分に汁慮、ふしてください。

② 履修登録に1梵lする指示は，すべて掲示で行うので，掲ボには'r'l『に］主，籾してくだ

さい。掲示を見落としても，特例は認められません。

③ 他学科間溝科日の履修に‘りたっては，アドバイザー教員及び各授業}11胄教員の

許I―りを得る必要があり主す。

① 1aJ . 時限に 2科日の授業を履修すること（．．屯履修）は認められません。

⑤ 各目の学年より上級学年の授業科日は，履修できません。
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⑥ 単位を修得した授業科目は再履修できません。

⑦ 履修登録に関する書類は，小白川キャンパスでは学牛センター基盤教育担当で，

米沢キャンパスでは工学部学生サポートセンター教育支援担当で配布します。

17. 工学部の定期試験における注意事項

(1)受験の際，学生証を必ず机上の見やすいところに附くこと。万一学生証を忘れた

場合は，当該試験の監督教員に申し出てください。

(2)試験中，不正行為があったと認められる者，または監督教員の指示に従わない者

は，退場が命ぜられます。

(3) 不正行為があったと認められたときは停学とし，不正行為を行った科目は不合格

(0点），それ以外の当該学期の履修登録科日はすべて履修取泊しとなります。

18. 休学

休学に関する学部規則を抜粋します。

（学部規則）

第20条 病気その他の理由で 2ヵ月以j・修修学できない場合は，願い廿＼により休学すること

ができる。

第21条 胴気のため，修学が不適喝と認められる者に対しては，学長が休学を命ずること

ができる。

第22条 休学期Ill]は， 1か年以内とする。ただし，特別の:ff!¥山により，引き続き休学する

場合は，改めて願い出なければならない。

2 休学期間は，通笥して 3イドを超えることはできない。

3 前項の規定にかかわらず，風水古憚の災害によって修学が困難と認めた者に対しては，

1年を超えない範I井］で学長が休学を許可することができる。ただし，この休学期間につ

いては，前瑣の休学期間に符人しないものとする。

4 休学期間は，在学期廿りに窮人しない。

19. サポートファイル

学4このみなさんに対して責任を持ってサポートするため， M人の学習／復限， GPA, 各

種の相談履歴勺信を「サポートファイル」として記録します。次項のアドバイザーは， この

サポートファイルにより，学生1Wl人の状況を把握し，適切な助言を行います。

このサポートファイルは，アドバイザーによる助言等のためのものですので，内容が外

に訓れたり，他の目的のために利川されることは ・r;JJありません。

20. アドバイザー制

本学では，きめ細かな学習指導を行うため，学l¥-:l人 1人に対して責任を持って指蒋す

るアドバイザーの教員が決められています。各アドバイザーについては，学年（学期）の

当初に行われるガイダンスの際に紹介されます。

アドバイザーは，学牛の特さんが，有慈義な大学牛活を行うための様々な指導を行うとと

もに，良き相談相手でもあります。学習面， I七活面に関わらず，心配なことがある時は，ま
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ず，各自のアドバイザーを訪ねてみましょう。もし，アドバイザーで解決できない間題があ

る場合には，そのアドバイザーが責任を持って，適切な相談窓口への橋渡しを行います。

また，学年の進行に伴い，担当アドバイザーが交替する場合があります。その場合には，

各自のサポートファイルとともに新しいアドバイザーに引き継がれ，卒業まで一貰して責

任を持った指導体制が取られています。

21. 学習サポートルーム等

小白川キャンパスでは，学牛センターに「学習サポートルーム」が設置されています。

ここでは，学生AA (アドミニストレイティブ・アシスタント）や職員が待機し， じとし

て学習についての相談に対Iぷしています。必要に応じて，各学部学習サポート教員への相

談窓Ilにもなり主す。

間設 I上場所罫詳細はホームページを参照ください。

htt)://www. amagata-u. ac. j /gakumu/ uss/inclex. html 

米沢キャンパスでは，「質間受付コーナー」が設岡されています。ここでは，学生TA(テ

ィーチング・アシスタント）が， tとして学習についての相談に対応しています。

間設IJ, 場所笠詳細は掲示を参照してください。
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枯盤共通教育科H単位数表(2年次以降）

開溝時期及ひ週時間数 必 教

区 単
修

授業科目名 位
1 2 3 4 5 6 7 8 職

選 担‘り教員
／JJ ＼ 

数
,,,,, 
[- た立r-， 

,,,,, 
f← 

9さ"f・→ ; -"_-_ fI : '-ヽ--'-f-I . • 択 科
0) 

期 期 期 期 期 期 期 期 月lj ll 

【教捉科日】［文化と社会〕（社会と倫理）

技術者倫理
2 2 ◎ )f' ,,;; 『グリ1,¥/¢ j}fi 

（高分「・有機材料l、学科）

技術者倫則
2 2 ◎ 

"-A ' 
秤田 ・立 花

（化学・/~ィオ［学科）

技術者倫則n,り報・知能）
1 1 ◎ 齋 祁 （ 歩 ）

けt'/ヤ及・エレクトロニクス学科）

技術者倫雌（＇直気・屯{-辿イ合）
1 1 ◎ JIこ＇常勤溝師

('IN報・エレクトロニクス学科・)

、h'r報倫理*I
1 I ◎ Ill I fi 

01『ヤR・こEレクトロニクス学科）

）よ 環境論*2
1 I ◎ !I nt J 野

盤 Cl, 『ヤ札•こLレハクトロニクス学科）

共 機械技術者倫則
2 2 ◎ H A 安 厭

通 （機械システム L学科）

教 建築職能論
2 2 ◎ JI)ji; 11リI,lilt (:rfi 

..1IゞJ （建築・デザイン学科）

｛斗 シスTム創成技術行倫Jfj!
2 2 ◎ 飯 塚

H （システム創成 r学科）

【共通科 II】C.iミュ ケ ション・スキル1)

英語2
2 2 

゜
JI''i1~1'リ1 ,¥Nt n,n 

Hasic English Skills J¥ 

英語・2
2 2 

゜
!'.isk・.liptner 

F11ghsh Communication Skills A 

英語2

English for SciPllC('and r :ngllH'('J lllg J¥ 
2 2 

゜
Jiptncr 

央H·語•2 

2 2 

゜
JI ; 常勤，，岡 111!1

Basi<、FnglishSkills B 

英語2
2 2 

゜
1/,isk・J ipt ll(、r

English Communication Skills B 
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開講時期及び週時間数 必 教

区 単
修

授業科目名 位
1 2 3 4 0 r 6 7 8 職

選 担当教員
ノJJ＼ 

数 ヽ子竺ら 湿寸： 疋-f．• 星f・ 学 -ヽ竺r,. た-fァ• 疋-fァ• 択 科
の

期 期 期 期 期 期 期 期 別 目

英語:2
2 2 

゜
Jiplncr 

E叫 1shfo1 SciPncP and Engn¥PPI mg ll 

英語2
2 2 

゜
z i s k 

晶 English through Multimedia 

舟Jm斐. 英語3
2 2 ． L: 科（浩）

ノ1:1:‘ 異文化コミュニケーション実習A

通 英語3
2 2 ． 仁科 （浩）

教 異文化コミュニケーション実習B

4ぷ日 英,1/t:3
2 2 科（梢）

科 洵外研修実習

日 英語3
1 1 Zisk・Jiptner 

Daily English Conversation /¥ 

英語・3
1 l Zisk・Jiplner 

Daily English Conversation B 

［注］◎ : 必修科日（修得が義務付けられている科日）

〇：選択必修科日（設定された科目枠から，各自選択の上，一定単位数の修得

が義務付けられてしヽる科日）

● ：選択科日で隔年開講科日

空欄：選択科日（修得が各 ,~1 の選訳に任されている科「l)

貨：免許科目「工業」の教科に関する科目

*l : 情報・エレクトロニクス学科 情報・知能コースのみ開講

*2 : 情報・エレクトロニクス学科 電気・電子通信コースのみ間講
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高分子・有機材料工学科教育目標とカリキュラム





蒻分子・有機材料工学科の教育H椋

【教育目標】

山形大学及び丁合学部の教育日標を踏まえ，教育プログラム（高分-=-f・ 有機材料l汀^学）では，

かな人間性と社会性，幅広い教養と汎用的技能に加えて，高分［及び有機材料l二学に関す

る分子レベルから材料レベルにわたる体系的知識と技能を坑につけ， 自然との調和を紅識し

つつ，自ら新分野を開拓しながら，人類の幸福に貢献する技伸iと新たな産業を創成する人材

を育てることを日標としています。

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】

山形大学及びL'芹部の卒業認定・学位授りの力釘^（デイプロマ・ポリシー）のもと，教育

プログラム（高分—f· 有機材料―r学）では，韮盤共迎教育及び刈叶llj教育を通じて，以ドのよ

うな知識・態度・能力を獲得した学生に「学ト (I汀．学）」の学位を授りします。

1 . 慨かな人rm性と社会↑生

(l) 人類の叡智と多様l・'l:に1見l心を持ち，洞察力をもってじ休1'1り， 「1・律hりに学び続けること

ができる。

(2) 徳を重んじ，良識ある市民としての倫則観と貨任感及び技術者倫則観を身につけてい

る。

(3) 自立した社会人・研究者として，専門知識を牛かして社会や/7信業における課題の解決

に取り組む慇欲を身につけている。

2 . ,1111¥J去しヽ教性と汎用的技能

(1) 確かな論則的息考力に悲づきながら，自由な発想力と確かな実行力により，課題を解

決に導くことが1廿来る。

(2) 複数のメンバーと協働Iりりに什事を淮めるための，貨任感，協調I生，計jf!Ij,性及びコミュ

ニケーションカを身につけている。

(3) 「rn1ザの文化・価値観の多様、1生をJIJ!解し，将来的に [~Ii.] 際的な課題の解決においてリーダ

ーシップを発揮出来る素義を身につけている。

3. 専門分野の知識と技能

(1) 高分子科学，有機材料科学において中核となる学術 1—~の見本的な概念や｝爪則を体系的

にJ里解している。

(2) その知識を多角的・多IIli的に応川できる技能を身につけている。

(3) 既に学んだ高分f・ 有機材料科学の範圃にとらわれることなく，周辺の新分野に関し

ても， 自発的かつ継続的に学習できる能力を身につけている。
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【教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）】

山形大学及び工学部の教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）に沿って，

教育プログラム （高分子・有機材料工学） では，

つ主体的に学習できるように教育課程を編成し，

1 . 教育課程の編成・実施等

高分子・有機材料工学科の学生が体系的か

これに従って教育を行います。

(1) 3年間の韮盤共通教育においては， 鷹かな人間力と社会力を養成する基盤共通教育科

日と，専門分野の中核となる概念や原則を刑解する専門教育科日とが有機的に構造化さ

れたカリキュラムを編成する。

(2) 専門教育においては， 悲盤共通教育で得た知識を多角的に応川できる実践的能力と課

題解決力等を育成するため，国際標準に準拠した体系1-11:.順次性のある授業科日を配附

する。

(3) 数学，物rm学及び情報処岬分野に1見lし，

演習科日を配償する。

）よ礎的科 Hに加え， J応用的な講義， 実験及び

(4) 出111[• 実行・まとめ• 発表を通して実行））・論則））・コミュニケーションカを身につ

けるための卒業研究， 実験及び演習を配i悦する。 主た， IX罪'JI緊的なコミュニケーション）店

礎能力を身につけるための外国語科 I―Iを配附する。

(5) 社会人・技術者としての健全な価イ直観・倫暉観を身にバけるための科llを配廿りする。

(6) l~l のキャリア形成能力と，卒業後の 1—'1 己学習能力を義うための科 H を配岡する。

(7) 翡分（＾・有機材料及び閃連分野で新廂業・新技術を創成する能力を身につけるための，

最先端の科学技術が習得できる科日を配附する。

(8) 学部・学科を越えた授業科日を展開する ・)J, 卒業II、『の学習到逹II椋の達成に必1艇な

科日を確実に選択出来るようにするため，各授業科 IIで修得される知識・能力悴をIYJ確

化したシラバスを作成する。

2. 教育）j法

(1) 闘分f・打機材料分野の）店礎知識・技能の習熟に加え，多様な学際的知識を間連させ

てぷすことで， 11灌lー：を通じて H本的に学び続ける意欲と能力を身につけるための科日を

配,i忙する。
(2) 課題解決のためにグループで計[ih/• 実践し，

菰習等を配岡する。

主とめる能力を身にづけるための実験・

(:3) 社公人として l~l 立する肛識を育み，職業選択を自じ1'1りに行う能力を身につけるための

科日を配附する。

(4) 高分r・イ［機材料分野の技附者・研究者として，

慇欲と素義を身につけるための科日を配titi:する。

廂業の発展と社公の点；福に頁献する

(5) 学I卜が叶両的に履修できるように，各科 LIで習得される知識・能力を明示したシラバ

J1J 



スと各科目の関係性を可視化したカリキュラムマップを策定する。

3. 教育評価

(1) 到達度を確認できる明確な成績評価基準を策定し，これに見づいて厳格に成績を評価

する。

(2) 教育課程の，点検・学Iート及び外部からの評価を継続して行い，教育課程の組織的な評価

と改善：を続ける。

(3) 良識ある市民に求められる知識と技能， さらには主体的・自律的に学習に取り組む妻

勢を評価する。
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高分子。有機材料工学科履修心得

授業科日は見盤共通教育科日と専門教育科日とからなります。履修にあたっては，この履

修心得に留意しで学習の計画を立て，修得堀れがないようにして下さい。履修計画に自信が

ない場合はアドバイザーとよく相談し，計画的な履修を心がけてドさい。カリキュラム表（高

分r. 有機材料工学科専門教育科日及び単位数表）に示されている授業科日及び開講期は，

事情により変更することがあります。この場合には，掲示等で周知します。

1 . 2年次進級（米沢移行）条件・卒研箔手条件・卒業要件

(1) 2年次進級（米沢移行）条件

翡分F-・ 行機材料＿［学科の履修地は， 1年次は小白川キャンパスですが， 2年次以降

は米沢キャンパスに移行します。米沢キャンパスで集中して専門的な教育を受けるため

に必要な学修条1牛が定められています。なお， 2年次進級（米沢移行）条件が満たせず

に小白川キャンパスの在学期間が 3年を超える（休学期IIりを除く）学生は，成業の見込

みがない者として除籍されます。

(2) 卒研着T条件

4年次に行われる卒業研究に集中して哨むために必要な学修条件で，この条件を満た

さないと卒業研究を始められません。

(3) 卒業嬰件

I作業のためには， 4年以上在学（特＾：別な理由がなしヽ限り休学期間を除く）し，卒業に

必要な最低修得単位数を満たすことが必要です。

い記 (1)~(~3) の条件・要件の具体的内容については，以ドの 2 基盤共通教育科目

および3.専門教育科目の項で説明されており， 2 (;3)節， 3 (7)節において一覧表に

主とめられています。

2 基盤共通教育科目

(1) 』［盤共通教育科Hについて

屈盤共通教育科日は，導人科ll,屈幹科日，教義科日，共通科I―lの4つの科H悩分か

らなり， じに 1年次に小白川キャンパスで修得します。

(2) 1よ盤共通教育科日の履修J-.の注；意

① 【導人科II]: 授業科目名［スタートアップセミナー］

1年次I・訂期に間講される科日を修得することが望まれます。 21ロ・ド次に米沢キャン

パスに履修地を移行するためには，この科•目を必ず修得する必要があります。

② [)よ幹科日］：領域名［人間を考える・共牛を考える］〔山形から考える］

l 1! ・：次前期にIi廿講される科日を修得することが望まれます。 2年次に米沢キャン

パスに履修地を移行するためには， どちらの領域とも必ず修得する必要がありま

す。
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③ 【教養科目】：領域名〔文化と社会］［自然と科学〕［応用と学際〕

【共通科目】：領域名〔情報科学〕［健康・スポーツ〕［サイエンス・スキル〕〔キャ

リアデザイン〕

a. [共通科日］［情報科学］は必修科目であり， 1年次に修得しておくことを強

く推奨します。

b. [教養科日】［文化と社会〕のうち［技術者倫理（高分子・有機材料―［学科）］

は必修科日で， 3年次後期に間講されます。

C. 袖記b.を除く［教義科目］〔文化と社会］と【共油科日】［キャリアデザイン］

から 8単位以卜修得することが必要です。

d. 【共通科日】〔サイエンス・スキル〕のうち ［微分積分学 I] と ［微分積分

学ll] 2科日 4単位は必修科日です。また， 【共通科H】［サイエンス・スキ

ル〕の［力学の);~礎］のI履修を強く推奨します。

e. 【教義科日】［自然と科学］と【共通科日】［サイエンス・スキル〕から合計 6

単位以上修得することが必要です。

f. [教捉科日】（全領域）と【共通科日】〔情報科学〕〔健康・スポーツ〕［サイエ

ンス・スキル］［キャリアデザイン］から， ート記 a.~e.を含めて 24単位以L

修得することが必要です。

① 【共通科日】：領域名［コミュニケーション・スキル l〕［コミュニケーション・ス

キル 2]

a. [コミュニケーション・スキル lJ [英語'.1 J 

2年次に米沢キャンパスに屈修地を移行するためには， 1年次に 2単位以＿卜を

修得する必要があります。 1年次に小白川キャンパスで開講される科日を修得で

きなかった場合は， 2年次以降に米沢キャンパスでIJM講される［英語・ 1Jを屈修

することでtilJ充することができますが， 1年次に 4り叶立修得することを推奨しま

す。

b. 〔コミュニケーション・スキル l〕［英語2]

2年次に米沢キャンパスでIJfl講されます。卒研着手および卒業には 2り叶立必要

です。これを越えて修得したl且位数は，表 lに見づいて 4単位までを専jll]教育科

日の逮択科「lとして，算人することができます。ただし，）よ盤共通教育科日から

専1―II]教育科日に靡入できるのは合計 6単イ立までです。

C. 〔コミュニケーション・スキル 1〕［英語 3]

2年次に米沢キャンパスで間講されます。修得すると表 lに）店づいて 2単位主

でを専門教育科日の選択科日として，罫人することができます。ただし， J店盤共

通教育科日から専11']教育科日に算人できるのは介叶 6lj'i. 位までです。

d. [コミュニケーション・スキル 2〕（初修外国語）

1年次に小白川キャンパスでドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語及び韓

[!-:]語がそれぞれ4単位間溝されます。修得すると表 lに韮づいていずれか 1か1玉I

4単位までを専11']教育科日の選択科日として算人することができます。ただし，

悲盤共通教育科日から）~り111―]教育科日に算人できるのは合計 6 単{11:までです。

また留学生の場合，［日本語］を修得し，その単位を［コミュニケーション・ス
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キル 2〕の単位として振り替えることができます。

表 1. コミュニケーション・スキルの専門教育科目への算人可能単位数

区分 最低修得単位数を超えて修得

した単位の，専門教育科日へ

領域 分野／科日名 の算人可能単位数

コミュニケーション・スキル l 英語'.1 なし

英語 2 4 

英語 3 2 

コミュニケーション・スキル 2 ドイツ語，フランス;ltf, 4 

ロシア語，中jlc]語，韓； （しヽ ずれか lか国語）

国面ti・

合計・6単1立主で

(:3) J店盤共迎教育科日の 21・ド次進級（米沢移行）条件• I侭研着手条件・卒業要件

｛斗 1— I 栂'.!域 分野名／科 11名
1立低修得車付数

2 !j吹進吸 (liR移ii)条f1I 卒/iJf着'F条件 卒業要件

導人科II スタートアッフセミナー スタートアップセミナ
2 2 2 

人間を考える・共化を弩える
人間を苫える

2 2 2 
状幹｛斗II 共生を考→える

山形から杓える 2 2 2 

J支礼i者・{(iiiflj!(似i分(・
2 

文化と社会 イffj良1オflCf:f'I) 

： 
： 

8 8 8 ： 
・・・・・・・・・・・ 

キャリアテザイン

目然と科学 ： 
•• •• •• • •• • • • 今•• •• • • • • •• ・・ー ・......................... ，．．．．． , .. 

教義科II 微分柏分,'/:I 
計 2 計 2 計---. ---. ---------. ---. -----. - 2 6 6 -------- 6 

サイエンス・スキル 微クi柏分,'芥II 1 4 2 20 2 ! 2 0 
および

．．．．．．ャ...................
l・・・・・・

: 

共通科II
応用と学院
..................................... 

健康・スホーツ ： 
、li'i報科,';を [3] 2 2 

央""語""l 2 4 4 
コミュニケーシこ！ン・スキルJIll 英，t/i2 2 2 

英語3

コミュニケーション・スキル2Ill 
l'I 

合，;j- 22 34 36 

[I) ）よ粧共通教介科II U> 〔コミュニケーシ 4ン・スキル 1及ひ2〕の車位を1、作災要件の最低修得ij(位放を超えて修得した場合は，
超過分の修得科IIを1Yl"l教介科11O>選択科IIとして合，；I (i I¥'-位tて参人ずることかてきる ，J噌llllt2(2)①節を参！！（｛ナる、-―と)

[2) 情'、/:!j→”の場合， [I! 心命］を修得し，その単位を［ゴミュニケーシ lン・スキル2] r})I廿位として振り枠えることかてきる)
[3] けN!札科学〕 It, I学期に1廿位を修得しておくことが兒Itしし＼

2年次以降に間溝される［英語 2] と［技術者（釦咀（似i分「・イ［機材料r今→学科）］を除くりi

位を， 11ド次のうちに充足しておくこと強く推奨し主す。
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3 専門教育科目

(1) 専門教育科日について

高分Y.・ 有機材料］こ学科の専門教育科日は，カリキュラム表にしたがって 1年次より

開講されます。

(2) 且i門教育科日の区分と指定

1杯門教育科日は，必修科II・ 選択必修科日・選択科日の指定があり主す。それぞれの

定義は以卜の通りです。

区分 表中の記号 ‘/J::.＇→9ct・半岳

必修科ll ◎ 修得が義務付けられてしヽる科LI

選択必修科II

゜
各白選択の卜， 定^lj恥＇［数の修得が義務付けられてい

る科 1~1

選択科Fl なし 修得が各目の選択にまかされている科11

主た，教育職員免記F状（高賞学校教諭•種免11午状 (L悶業））の授りを受けるには，教職

必修科il (U業技仙概論］および［職業指導l主たはII] : 科II表中の＊）と，「教科に閃

する科11」（科廿表中の食）から所定のり5.位数を修乳｝する必要があります。ただし，教職

必修科Ilは卒業に必嬰とする巾ぶ,:に数えることはでき主せん。詳細は，各種賓格欄の「I.

教員免許状に,--)いて1を参附してください。

(:3) 専修コース

① 高分（，・イi機材料i:学科には，次の 3つのり！：修コースがあり主す。

・合成化＇］を 1れ修コース

・光・屯［材料＼肛修コース

・物1・:tr.学専修コース

② 4学期の最後に各．＼り修コースに配属します。

③ INJじl!llll]教有科11でも，＼り修コースによって区分の指定が異なる場合があるので，

履修する際には注，立をしてください。主た，実験と輪講については，必ず各日のJ属

する専修コースでl}t-1,i愉されるものを履修してください。

(4)研究開発プロポーザル

5学期の最後に， 6学期に開溝される［研究間発プロポーザル］｝復修のための研究室

への配｝属を行います。ただし， 6学期終(II一かに卒研着「条件を満たす見込みがない場合

には， この時，点での研究室配属は行い主せん()
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(5) 卒業研究

［卒業研究］は厭則として［研究開発プロポーザル］を履修した研究室において行

い，単位修得には 1年以上の研究期間を要します。

(6)他学科開講科目の履修

他学科において開講されている専門教育科日は， 4単イ立まで選択科目として修得する

ことができます。履修を希望する場合には，アドバイザー及び当該授業担当教員の許可

を得なければなりません。なお，自学科間講科日と同ー名の科日は，屈修できないので注

意してください。

(7) 専門教育科日の 2年次進級（米沢移行）条件・卒研着手条件・卒業要件

最低修得単位数

科• ll 区分
2年次進級（東沢移fi)灸什 卒研着手条件 卒業要件

必 修 科 日

゜
27 3 1 

選択必修科 l=l 6 4 1 

択 科
47 

選 l=J 

゜
1 2 

_I _ 、L, ， 人__ 業 研 ゾ)Uし

゜ ゜
1 0 

--------------- , .... 

rl+ 6 74 94 

① 選択必修科Hについては，各自の）属する 1;り修コースに間講されるものの中から，卒業

までに 41り叶立以卜を修得してください。最低修得単位数 (4I単イ立）を超えて修得

した選択必修科日の単．イ,i:は，選訳科IIの単位とみなすことができます。

② 選択科IIは，カリキュラム表で◎やOが付されていない科I], 最低修得llJ-1立数を超え

て修得した選択必修科日です。この他に， 2 (2) ④節にぷした）店盤教育科I」の〔コ

ミュニケーション・スキル l及び 2〕の中で最低修得i札位数を超えて修得した科II(表

1) を合計 6単位まで， 3 (6) 節に記した他学科で間講されている専111こ］教育科目を

4単位まで選択科日に含めることができます。

4. GPS, GPAの使用について

専修コースヘの配属，研究間発プロポーザル及び卒業研究を行う研究室への配J属の際に，

希望者数が収容人数をl二iriJった場合にはGPSを用いて調瞥し， GPSが同じ場合にはGP

Aも利川することがあります。
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高分子。有機材料I学科専門教育科H及び単位数表

間講期及び週時間数

区

¥
J
 

／
 

授 業 科 日 名

罰コー店(/)
t婿，靡0)月

□□二：ロロロ〗期 I期 I期 i期 I学料

｀
 

期

2

-

2

2

 

一

剛
~

I

-

2

2

―

-

2

2

-

2

-

2

2

2

 

担当教員

（備考）

01010 六：t規・乳:;常崩J請罪1ji

-L~ ロー゚I□1羽 ＿＿＿ー 場0 0 0 責横 山

小島・非＇常勤溝師
-~I --- --

加藤・非常勤講師

010101責11在ー 一訊

01010 

01010 

2
 

2 

スキルアップセミナー I 1 I 1 
廿,)-^， .... - - .. 

韮礎1,肛門英語 I 1 I 1 
- ---------------------・ 

キャリア形成論 2 I I 2 
111] ""_, _____心ヽ— ----

数学 I 2 I 12 

数学II 2 I 12 
教

物則学 l 2 I 12 

物則学実験 2 I 14 
育

イi機化学 l I 2 I 12 

イftj槌ィヒ'''-f:nir11,ンII I 2 I 12 

才斗• 物則化学 l 2 I 12 

1勿且I¥イピ学菰習 l I 2 I 12 
Fl I -----・・・・-・ 

: 1----1--+ー：「「―1―-

化学・バイオ［学概論
• ------------------------------------、：人-----

付濯エレクトロニクス概論
- -----------------------___ ,'''心

機械システム概論 2 I 12 

キャリアプランニング ¾2 1 I I 12 
---------、-----ー—---------.

数学IV 2 

物則学II I 2 12 
---―-- -------------- ------------

微積分扉［祉噌〕※1 f ((22 ) f2) 
-----------―ゴー---------- - ---- ------—ーーロ
物則学悲礎〔Ml習〕※1 ) 

0 0 0 食粟 山

◎ I―◎ I~ ―I ¥賣［叶げ罰．
01010 責 Sukumaran

01010 

01010 

010101 I早 Ill・ 松井
タ..・

010101 I安達・非料；勤講訓i
.. 

◎ I◎ I◎ I I)JII藤・安逹・小他はか

010101責 I 森

◎ I◎ I◎|食 I 森

0 0 0 森川

◎[―◎ ◎1食I川――-「l

化学・バイオl
学科才El当教員・

010101 
p胄恨ェレグ下ロニク
ス学科机当教員

-- --

機械システム[
だf, .; . -

r・ 利・ 担胄教旦
ー 巫 … 

JI:: )lt 崩リ~ ,l背11ifi 

11 

01010 

01010 

□□ロ0 0 0 

JI= 、i1~ 刑~ll背 l'lr11
＾ ・…

り1・Ill. ;Jヽ！贔・れl叶!t~

且Ill・大槻，非駕蘭嘉闊i
.. 

安達・非常勤講師
..... 

再•履修クラス

廿f}復修クラス
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闘Jース胴
開講期及び週時間数 算罰 闘I

区 I -教

授業科 II 名 I 物職担当教員
性 科 （備考）

分 L§l

学
------ -------- - - ---- ----- -

数学 l 〔祉膚〕※1

数学 II [補習〕※1

予：外実¥l7(インターンシッフ） I 1 
I- I— 

哨外実村（インターンシッ7)II 1 

科学英語 2 I廿

イHJ態イじ＇学： II 2 JJ;( 

イi機化学：旗習 II 2 J爪

内(
物則化学II 2 野

物則化学油習 II 2 2 ◎ ◎ ◎ 責 {Ir: 野

1111 
合成化学概論 2 2 r ooo  yfij: 

光・屯（材料慨論 2 2 0 0 0 責沿i橋（ 辰）
- ---------- ------ --- -

教 I
物性 r学概論 2 2 0 0 0 責 西 岡

構珀解析・分析法 I 2 i - 2 ---- -0 j 0 0 責羽 場

構沿解析・分析怯 II 2 2 000責片 桐

育 似iクJ(-・イi札椅木オ湘l・L"/'J旦屈! 2 —---··-----—- 4 ---@---一・@----@-- * 1闘L．．ク、．ヽt乳．．．{-科.担．．イ．］］'．1幾教材'『且l、
ベンチャ ビジネス論 2 .. I 2 .. .. I I . 小. 野. 

f斗
合成化学油判 2 2 0 責 'l翡 洵

光・屯（材料飢習 2 2 0 責翡橋（辰）

111 
物1・11:I: 学油習 2 2 0 責 1JEj Ii'廿］

無機化学 2 2 田

似iクJr介烈・紺~illゾ）惰： 2 2 り竺

贔分 r合成化学 I 2 2 森

閻分「介成化学 II 2 2 山

イ［機l,tf化学 2 l ．． 2 ． o o 賣 懺 部

光・電r材料合成化学 2 2 0 0 責 城 Ji 東厭

介機光・屯f物性学 2 2 0 0 責 横 山

高分［表面科学 2 .... l2 l o o 責熊木（沿）
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区 教

科 （備考．）

分 「l

此□I 栗1l1 本責 （ 卓）

野 I―+I

合成 化 学 這II 2 I 4 ◎ 此

光・電f材料輪講 I 2 2 ◎ 唸 ［［砂学yr科:担州jい教］屑員
光・‘［じf材料実験 l 2 I I 4 I ◎ 責

此，研I-砂学）科一-(科(----机机-1打--1腿こ'機-'ii--教教材材料-員*" --員- -------- ------ - --

光・屯f材料実験 II 2 

-~ ―--
4 ◎ 責 ［/刈学¥. 

i1＇y: I 物性 l・^学輪溝 l
------- --- ------- ----------

高I.分学{科・担イi~''i隻教材叶員2 2 ◎ 責

物ヤI:I_学実験 l 2 4 I ◎ 責 I立Li..分.学.....f科....•. ・ 担イ！・胄機.教材f旦l・
凹［物一1、生 I.学実験 11 2 4 ◎ 責 贔［分学{-科'担イr,機11教材：旦『t

八!I ； • '!1・1l('ulf ,'n,・ J ノノJ'--{ • I ・.、,,r,.・ 1 I I I I I 1 I I lo 0101責 ll、lj' 任

教 1-巫^環境

~ 
責 岡 Ill 翡分f-科学 1 1 

゜゚゜イi機合成化学 2 2 

゜
賣 ) ¥ 桐

行I分f集合休化学 2 

［： ゜
).. _A ↑ tl: 1『、11

J!\~ 杉授木~·卯I・ィヒ＇、ド 2 

゜
0A ( 11f I! I 

科 Iソフトマテリアル］．．学 2 

゜
＊ 熊木（治）2 

,I':; 分 frH・『；i1斗学 2 2 責 香田

II i I介iクJf/Jし）riJJII L"/: 
,,,,, ,,,, , 

2 2 

゜
責 伊｝棒（沿）

__ ]I ー2----- --- ---- ----

10 贔分 f材料学 2 I 宜A 杉本 (t¥)

合成化学輪溝 II 2 I 2 I I ◎ I I 責 似l.iク学lr科・机イrj札斐教H1且叫

光・ f木~·皐斗・1lifi111¥怖II 2 I 2 I I◎ I 
---責 II I ― -r-¥』Lり-分学---—r科•担1-1"i厠--教--叶-員-j--

4勿fl:1: 学哨伽溝 II 2 I 2 I I I◎ 責 閻l分学r科.-}-I1I.1'履j教川日q. 
研究開発プロポーザル 6 

6 ー・ロCl ◎ ＠ 
欠111'1り！！オi1i在什f札乳if倫 2 

翡分［経済学 1 

合成化学輸溝III 2 I I 2 I ◎ I I 
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開講期及び遁時間数
-X-

¥
J
 

ノ

授叢科目名

単

位
J 2345678  

数学学学学学学学学
成電

町期直II期 I鳳期 I期Jk

教職科目

一言口合
喜胃

j¥:; ・『且子木オ店/-i翰i叶髯III 2 12 

物性「学輸講III 2 I 12 

合成化学輪溝IV I 2 
• ――---------、- ------------

I 2 

門 I 2 

教
10 

ぷH 

科 [2] 

日 [2] 
1― 

キャリア形成特別溝義 [2] 
・---- -----------------------ふ----- -------------------

ljJ. 位1i:換科ll※2

担 当教員

（備考）

2
 
2
 

汀
員
料
員
料
員
料
員
料
員
＿
料
且

材
教
ォ
教
材
教
材
教
材
教
材
教

冒●冒・
tEI

冒

子
科
―
f
科

f
直
ー
科
，
十
科
一
（
科

分
竺
危
望
分
学
分
学
分
学
パ
翠

高
エ
ー
ロ
回
［
［
一
口
向
工
古
回
［
高
[

冨

「

-

―

-

i

責
：
買
i

[
一

責

責

責

□

口
／
◎
口―◎

-

◎
-

◎
 

|
_
 

◎

―

◎

―

 

2
 

-- - -------

;Jヽill-
・--● ---' 

~-----一—--~---1贔Lj_り］喜2―□jl(〗 lりs I 28 I 9 I 6 

2 教・［業技術慨論※3
職―--------------- -----

必職 業 指 導 l※3 I 2 
{I父一-------------
多

科職業指導II※3
日1

小叶

2
 

*I 各学科担'¼教員
. ・- ----

各学科i且¥ji教員

2
 

合ー <ll ・・・・・・11JJ 161 喜〗l誓1喜1ー：2 12s I o I o 
（注） iH修コース1ザの必修・選択の別の欄：

◎ ：必修科11 (各専修コースで修得が義務付けられている科 II)

〇：選択必修科11 (各専修コースで，各自選択の I:'-. 定単位数の修得が義務付けられ

ている科 II)

記号なし：選択科日（修得が各目の選択に任されている科 1—I)

孝女）職科・IIの欄

＊：免許科•日「［業」の教科に関する科11 (必修科II)

食：免許科 11 「r業」の教科に関する科 If (必修科日以外）

[ J : 特別講義単位数

（ ）：再履修クラス車位数

※1 微積分解怯・物則学悲礎・物雌学 I• 数学 I• 数学11を再履修する学生は，再度IHJ一→科「I

を履修するほか， 1耳履修クラスを受講することもできる。再履修クラスで修得した単位について

も，選択必修科日として，卒研着f条件や卒業嬰件の単位に含めることができる。

※2 単イ立―Li換科日の詳細については，巻末の「ljif,1:IJ換」を参照のこと。

※3 教育職員免許状取得のための科Hであり，修得した単位．は卒研着手条件や卒業要件の単位

に含まれない。
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高分子璽有機材料工学科カリキュラムマップ

1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期
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化学・バイオ工学科教育目標とカリキュラム





化学0バイオI学科の教育H標

【教育目標】

山形大学及び丁．学部の教育日標を踏まえ，教育プログラム（化学・バイオ―［学）では，技

術者として健全な{i!li値観をもっための戦かな人間性及びtJ::会性と，実践的に人類の年福に貞

献するための幅広い教養とともに， ［学の止礎と化学・バイオ［学の専門的知識及び技能を

養う教育を行い主す。これらの能力により自ら新分野を開拓しながら，人類の幸福と発展に

貢献する技術の創造と／崖業の創成を実践する人材を育成することを目標としています。

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー】

山形大学及び―[学部の卒業認定・学位授りの）j針（ディプロマ・ポリシー）のもと，教育

プログラム（化学・バイオr.学）では，）店盤共辿教育及び学部の専111]教育を通じて，以卜.の

ような知識・態度・能力を獲得した学I上に「学l:(Iー→→学）」の学位を授りし主す。

l . 既かな人1札廿生と社会収t
(l)社会的な餘義や責任感を目就し，倫則的に正しい判断をする能力を身につけている。

(2)社会的・職業的に自立する意識と，社公と 1崖業の発展に貞献する舷欲を身につけてい

る。

(3)他者と協力しながらチームで課題解決に取り糾む能力を身につけている。

2. 1iili\Jl、•しヽ教義と汎川的技能

(1) 論則的な息考力と記述）J及びコミュニケーションカを身につけている，）

(2)他かな発想力をもって， 1tl・Jmi的に仕＇ードを進め，課題を解決に導く能力を身につけてい

る。

(:3) 11.:]際的な見点から多面i'lりに物＇ドを捉え，課題解決を先導できる能力を身につけている。

J. Iヽり111]分阻fの知11識と技能

(I)応川化学，化学］．学及びバイオ］．学の）占礎知識と，それらを応川する能力を身につけ

ている。

(2) 科学技術に関する知識 .'l'r1i報を的確に把握する能力と， 4囁I:にわたって日発的かつ継

続的に学習できる能力を身につけている。

【教育課程の編成。実施方針（カリキュラム・ポリシー）】

山形大学及び I~学部の教育課程の編成・実施）j針（カリキュラム・ポリシー）に沿って，

教育プログラム（化学・バイオ［学）では，化学・バイオ［学科の学11:_が休系的かつH本的

に学習できるように教介課程を編成し，これに従って教育を行います（）

1 . 教育諜枠の編成・実施等

(1)応川化学，化学［学及びバイオ［学の）占礎として，数亨：，物罪学及びI打報処罪の）よ礎

科日とそれらを応川する科日を配Wtする。
(2) 専門分野における知識と応）廿力を捉うために，化学・バイオ［学の）店盤となる化＇学 L

学，物則化学，無機化学，介機化学及びバイオ L"・ドに閃する溝義，実験及び演粁に関す

る科日を体系的に配附する。

~27 



(3)論理的な思考力や記述）），発表と討議の能力及び国際的コミュニケーション基礎能力

を身につけるため，演習，実験，卒業研究及び外国語の科目を配附する。

(4)健全な価値観と倫理観を身につけるため，技術者倫狸，社会雌解などに関する科日を

配置する。

(5) 豊かなキャリアの実現に向けた職業観とり囁E自已学判能力を捉うため，キャリアデザ

イン，インターンシップ等の科日を配置する。

(6)化学・バイオ分野における，祈栢業と新技術を創成する能力を身につけるために，最

先端の科学技1村が習得できる科日を配附する。

2. 教介方法

(1) 多様な社会のニーズに対応できる柔軟t生を兼ね111iiえるとともに， 1tiJ1を迎じてH本的

に学び続ける能力としての，学際的な知識と技能が身につく教育を展開lする。必要に応

じて，駈礎学力の定着を目的とした授業IIこ、1f:II廿外学習を促す。

(2) 1村］題や課題に対して，グループで叶pl1j的に解決に導き，主とめる能力を身につけるた

め，協働による実験，演習及び実践的授業を行う。

(:3)社公的・職業的に日立する紅識と職業選択を i'Il-: 的に行える能力を育むため，応川化

学，化学 I~学及びバイオ I~学と社会のつながりを紅識した教育を行う。

(4)社会の状況と将来社公の要；＂りを的確に捉え，これに応えて社公の炉悩に貢献できる素

捉を身につけるため， 1翡れた知識・技能・倫則観・価｛直観・息考力を融合させるための

穀育ぷ介）・.ぅ0

(5) 卒業II、jl'に到達すべき学習科IIを学什こが的{i化に設定し，達成できるように，各科Flで習

得される知識・能力を明ぷしたシラバスと各科 11の1月係性を 11J視化したカリキュラムマ

ップ（化学。バイオlー・^ 学科における）役修の流れ， P.:38) を提ぷする（）

:3 . 教介評価

(I)学習逹成度を確認できる1リHi'{fな成紅i評価）,(準を策定し， これに）tしづしヽて厳格に成禎を

，評価する。

(2) 教育諜捏を糾織的・継続的に｝！、［検し，＇，府に改善遼：を続ける。

(:3) 学生及び外祁からの評価を真摯に受け ii-.め，教有改怖の）J;(動力とする。
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化学0バイオ工学科履修心得

化学・バイオL学科は，「応用化学・化学工学コース」と「バイオ化学工学コース」の 2つ

のコースから成り立っています。教科の履修および単位の修得に関しては，各コースで異な

っており，各コースのルール (P.32及び3~) に従った）覆修をしなければなりません。この）覆

修心得を熟読し，不足のないように）役修しましょう。

1. 韮盤共通教育科I」

悲盤共通教育科日は，導人科u,肌幹科I―l,教捉科II, 共辿科日の 4つの科ll区分から

なり（表 1), どの科日も「知性と教義あふれる化学・バイオL学科の学I[:_」として本科生

が学ばなければならない大変重要な科IIです。これらの科日は， tに1年：次に小白川キャ

ンパスで）役修し単位の修得を目指します。）役修にあたっては，知性と教捉を身につけられ

るように韮盤共通教育科日を選択し，勉学に）~])]むことでi札位修得に努めてください。

表1 基盤共通教育科目の学習内容

科 II 領域 学fl内容

導人科II スタートアッソセミナー k't11: ーとしての心得や紺続的な学-;'-',')j法1こ/)し、て学ふ。

人間を考える・ Ji;りを考える

駐❖↑ i、:Ill Al/IIとしてU)/(ih.t1!!観や111形地域(/)'ll訥に賃ヽ て＇仇ふり

山形から衿える

文化と社会 文学や枡学などを通して，文化的息苔能力を身に~)i) る，9

キャリアテサイン 働くことへの価｛直を見出し，職業に対する価値観の形成を行う，

目然と科学

i'l タ~;科学にIIりする学間を通して，罪論的息杓能力を身に/)iJる"

サイエンス・スキル

教骰科II 応川と学院 文化と「1然科学の間係l'I:やその応川に/)し、て学ぶう

および
健康・スポーツ スホーツ科学やスポーツ実技を通して，（本と心のハランスにつし,-c学ふ

共通科II
w報f'l,,'f: 、情報リテラシーと屯(,,t:;)JjU)/1成）j仏を学ふ，｝

英晶l 英泊を通して，コミュニケーシ lンとリーティングの），＼礎を身に'>IJる，9

コミュニケーシ
英，轟2 英，，hを通して， コミュニケーシ 1ンとリ・ーティングの応）IIを身につけるり

ョン・スキルl

英，:ff3 英晶を通して，コミュニケーシ；！ンとリーティング(})')、'.}'/を行う

コミュニケーション・ス
11シア晶'ij'[lj晶などの英，沿以外の外[FIJ/iを学や/・J-る

キル2

2. JJ}叩り教育科u
(l) 専Ill]教育科廿について

化学・バイオ「学科の専lllj教育科日は，「化学・バイオ［学科専門教育科 1—_j 及びり：i位

数表（別表）」にしたがって間講されます。］役修にあたっては，本履修心得に留揺し
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て 学 習 計 両 を 立 て て く だ さ い 。 ま た ， 表 中 の 科 日は， 事情によ り多少変 更され る こと

があります。この場合には，掲示等により周知しま す。

(2) 専 門 教 育 科 日 の 区 分 と 指 定

専門教育科日は，「学際科日」，「数物系科日」，「化学工学系科日」，「物狸化学系科

日」，「無機化学系科日」，「有機化学系科日」，「バイオ系科日」，「総合系科日」，「発展

科日」，「演習科日」に区分され主す（表 2)。各コース（「応用化学・化学［学コース」

と「バイオ化学 l学 コ ー ス 」 ） に よ っ て 提 供 さ れる科日が異なるため，履修に胄 た っ

ては，各々のコースに提供される科廿の確認を行い，履修叶11111を立ててください。

表2 各コースにおける選択必修科日

科目区分 学習内容 応用化学・化学工学コース バイオ化学工学コース

［学に1開する他'/:I位）学間領域につしヽ てその
机も械システム概論，伯報工レクトロ 機械システム概論，梢報エレクト n

学際科目
概嬰を学ふ

：ニクス概論，翡分［科学，キャリア ＿―-クス概論， 1訂分(科学，キャリア

フランニング，キャリア形成論 フランニング，キャリア形成論

徽積分解I大，数"f:C,物Jlj!哨）よ礎，
微柏分解仏，数学（＼物）川学），＼礎，

数物系科日 r:;: を文える放‘芹や物則学の），し礎を学ふ， 故学 I,物Jli!学I,物flj!-'/:丈験，化
少化；：： I, 4勿J1l!'f:I, iじit/友＇］を

哨放'}:

化学「業にお：｝るり}{フ \I セス：、~WIずる学間
iじ‘芥• ノ、,(オ・I'/:J,l;/i梵Ill,fじ''/:I"'、jを （じ；：'.• Iヽ イオ.r、？）よMidi!,(じ‘芹 r,;:

化学［学系科目 を学ふ，:.オI,らの，溝義を通して， 1unプ11セ

スの泄I広，解Iiiおよび，没叶「/1'を修得ナる[
りし命， ｛多直Jl見り/I,I又IぷI.? 贔，，倫，，移動現象 I,反応 r:I

化：；f・烈＼力,;勺J>J.i,ii!tならひに物竹の構迅・物l'I:・

物理化学系科目
反応に間）る物Jlj!的町）ili人を学ふ, ::: ヽ— iL ら （ピ；：：• ノヽイオ→ l→ , ;：・），し1翡I,i勿 J1j!( じ＇、；• fL'、ド・ Jヽ イオ― I'}),¥;/愁I, 4勿flJ!fL'芹
(}),, 翡義を通して，物質の本質の囀iとその応 i, 4勿1111fr//:n, 4勿Fl!fl::'ヽ；：：Ill I , 4をj)1i!/じ'/:II,4勿J'I!/じ'/:Ill
Jll)f/人を修得する，

無機化合物の構迅，＇「 t質，反応，分析）j/J; に

無機化学系科目
つしヽ て学ぶこれらの講義を通して，分析化

}!I,¥! 蔑(t'/'l,! 應機化学II,分折化? ！！悲杉良fL'tI,)!i,((; 伎（じ?n, 'iHJrfじ?
］を(1り）j/}、O))J;しJ1!!や沿[;々；材1り］発の指針を修得す・

るC

イil蔑什賃')'地勿Ult栂迅，、性質， 反応刊:,合成仏に
｛じ‘、ド・ノヽイオ→ I :'/:Jil;/1慧II,{I! 蔑 fl~•;を fじ`ド・ Jヽ イオ・r?J,H翡II,/ili後fl':信：

有機化学系科H 間して‘‘；幻s、::. れらの講義を通して， 1欠薬品，
I , 111孔z(じ‘、ド11,{ll翡uじ?Ill I, イmも（じ‘、/:II'イ1Mfじ''/:Ill

イ1!蔑r.業I叱晶左どの設，ii指針を修得ナる．
11:4勿"j:O)),(ii盟， 11.fじ·;:o>J,H烙を~，•；尺ぶ :.hら （じ,./:.J、/(オ,1:,./:)よh楚IV,和11111包11:4勿 ｛じ?•/ヽイオ L、IJ,H慧IV, 魯11111包lj._地勿

バイオ系科日 I}), 溝義を通して，刺激に対）・.yj休メカニス 'II' lj:{じ‘ヽ、f:I' 紅1111包り→4勿'/:II,lj:_ ,,/:I, 11:fじ"/:I,和11111包ljJ勿'}:II'11

ムの解明やそO))j/1論の1ぷJll指針を修得する ｛じ?II 化芹II

総合系科目 r. 浮を文える学間につし,・c学ふ 友'1~I オ、'., I品質悴岬，柏報処J1j!概，命 、女1¥I'芹，品質怜J'I!,t,', 報処Jlj!概論

エネルキー化学，牒燒化学，マテリ I応見品化学，化料品学，焚品 l学，

そ｝しそれの分野の発展瑣IIにつしヽて学び， 各
アル化学，移動現象11,移動現象III, 氾Hパ(I:'芹，伶'(ff:4勿I:"/:,Iり、JII和11111包

発展科目 ク｝翡lfフ11・セス L'、ド， H汁:,'[{本「,•;::, l蔑 1'; を， /IJll,l促l心,芹， !•,Mt和11111包 I'芹，
分野のIぷ）ll)Jを礼う

閤｝分析学， 無機 lー業｛じ学， 介機 I・文 !¥月!・芹， l蔑器抄t!Ji学，無機 r業化乳

｛じ‘‘芥 州役 l文化学

演習科H
,f(要か）よ礎科Iiiこっし,-c府団を11し',各科II 蒻勿J1j!fじ"ti貨や,i,、I/!¥!幾fL,,;勺演や｝， 物）甲化;囁国，無機化学履州，

(]Jj1j!fq『力を確実なものと十る イfl成uじ''/:(Ji',見，｛じ'、'/:L"/:ii•i'i'-'/ lilt厨じ‘‘釘窮料，ハイオ演，外

i_ll!ll]教育科IIに は ， 必 修 科 II,選択必修科 Il , 選択科• 日の指化があり，それぞれの

定 義 は 表 3に記載してあります。また，「化学・ バイオ［学科i,り 門教 育科 日及 び巾 位数

表（ 別表 ）」 では ，各 々に 対す る記りで，記載してい主す。

ま た ， 教 育 職 員 免i午 状 （ 此iぐ亨学校教晶 1姐免 謹状（ ［ 業）） の 授りを 受け るには，

教 職必修科IJ(「 L業技術概論」及び「職業指導1または日」：科 LI表中 の ＊）と ， 「教

科 に 関 す る 科 日 」 （ 科 日 表 中 の 責）から所定の車1立数を修 得する必 要があり ます。ただ
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し，教職必修科目は進級および卒業に必要とする単位に数えることは出来ません。詳

細は，各種資格欄0) 「I. 教員免許状について」を参照してください。

表3 化学・バイオ工学科専門科目における指定区分および単位数表にある記号の説明

区分 rJl.:: 丸・平-Y応• 別表中の，記号

必修科ll 修得か義務付けられてしヽる科II ◎ 

選択必修科ll
，没庄された科II区分から，各!'I選択の L, 吐汀il位放の修得が義務付けられ

C) 
てし、る利II

修得か各目の選択に［かさオしてしヽる科II、［る＇疫単位数を超えて修得した選択

選択科 II 尼、修科II, 他学科IりI,]翡科II (4車位tて），おLび止められた）よ盤共通教有 なし

利II ((i車位.tて）を仇人ll]―

履修ィ~"m11 Ii翡各Cきない利II ／ 

(:3)卒業研究

卒業研究は，｝爪且ljとして「化学・バイオ L'';'実験」を｝役修した研究室におしヽて行

い，単位修得には l1じ以上の研究期!Illを要します（）「化学・バイオlム学実験」を履修

する研究本は，厭則として学生の希惰を几に決定し主す（研究宋の定員ぐりを苫屈し，

I、1;i:prj教有科日の成紹を履修研究室の決定に川いる場合があります）。

(4)他学科開講科・llの履修

他学科にIJ廿講されている 1,I/11']教育科日は， 4 ljl. 位主で選択科IIとして修得するこ

とができ主す。）役修を希惰する場合は，アドバイザーおよび胄該授業担‘り教員の計F11J 

を得なければなり主せん。なお， l'l学科D廿講科llとl1il・名の科日は履修できなしヽので

注認してくださし＼

:3. 進級（米沢移行）条件・卒,ii)F着r-条件・卒業吸件

(l) 迎級（米沢移1け条件・卒'.,/i)f~咋下条件• Iヽ 侶業疫件とは

①進級（米沢移行）条件・

化学・ バイオL学科の学作^ ．は， ・1年次に小1・'I)I Iキャンパスにおしヽてじに）よ盤共

通教有科Hの履修を行い， 2年次以降は米沢キャンパスに移行し，化学・バイオ

r. 学科に必疫な専門的な教育を受けます。米沢に移行するためには， I;, ド次の修

学状況に対して条件が定められており，その条仰を進級（米沢移行）条件と呼び

ます。なお，進級条件を満たせずに小白川キャンパスの在学期「川が 3年1札］を超え

る学4・：は，成業の見込みがない者として除籍されます（休学間IIりを除く）。

②卒研着手条件

4什―:_次に行われる卒業研究を集中して行うために，本学科では :3jード次主での修学

状況に対して条件が定められており，その条件をが研着下条件と呼びます。本条件

を満たさない限り，｝、作業研究に着下することはでき主せん。

③卒業嬰件

本学科を卒業するためには，｝息則として本学科に 4年以l・.在学し（休学期1間を除

く），ある定以卜.の修学条件を満たす必疫があり主す。その条件を卒業要件と呼

びます。本条件を満たさない限り，卒業することはでき主せん。
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(2) 基盤共通教育科目の進級（米沢移行）条件・卒研着手条件・卒業要件

化学・バイオ工学科生は，「応用化学・化学工学コース」，「バイオ化学工学コース」

のどちらに所属する学生であれ， ふつの偏った分野の韮盤共通教育科目にこだわるの

ではなく，いろいろな分野の止盤共通教育科目を広く履修し，単位を修得することで

「知性と教義あふれる化学・バイオ「．学科の学生」として成長する必要があります。

そこで，本学科では基盤共通教育科日に対する最低限の単位修得ルールを設けていま

す（表 4)。必ず，表4の最低限の単イ立修得ルールを満たすように勉学に励んでくだ

表4 基盤共通教育科目における最低限の単位修得ルール

科II 領域 分野名／利II名
必要な最低修得叩立故

進級（火沢移行）条件 卒机I着F条件 卒業要件

蒋人科II スタートアッフセミナー スタートアップセミナー 2 2 2 

人間を苫える
------ ----- .. 

），し幹科II
人間を考える・共生を考える

共牛を考える
2 2 2 

山形から考える 2 2 2 

l支1打者｛裔ffl(fl'.?・/ヽイオ・1.?科） l"I 2 
文化と礼会 ： ； 

. . . .  雫そ雫.. ...  ..  .............  . ...  ..  ......  ..  ... 8 
＇ ＇ ， ＇ ’ 

8 
1 

8 
キャリアテザイン ： 
目然と科学

： : ： 
・・・・・..... . ............. ・・・・・・.............. .. .. ...微...分..積..分....学.....l............... 

[? 教義f斗II 6 
,n 2 

6 
,ll 

6 
,n 

----------------------------------- 2 
サイエンス・スキル 微分積ク}'ヽ芹II 14 2 20 2 20 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . , .. , ...... ： 

ぉ上び i 
応mと学院 ； . . . . . . . . . . . . . . ・・. . . . . . . . . . . 

共油科II 健康・スポーツ ! 
， ， ， ， ， 

[!] 

[2) 

[3] 

』1111報科'/: I'll 2 2 

英語l 2 4 4 

コミュニケーシこlン・スキルI[II 英語2 2 2 

英語3

コミュニケーシコン・スキル2[lj,[21 

）よ盤共通教介科11O) 〔コミュニケーシ！ン・スキル l及ひ 2〕の単位を卒業要件以 I・.に取得した場合i;t, 1.lfjllj教介科IIの

選択科IIとして合，;16単位J:で放えることができる",¥酋111/.t, I :l. 進級（米沢移1i) 条件・卒iiJfぶff条件・ダ噂~要件 (2)

①」を参照する::_ど，

留学化の場合， [II本，，Iii を修得し，その単位を［コミュニケーシ l ン・スキル 2 (初修外IEj,j/i)〕0) ljt位として板り枠

えるヽ --とができる，｝

け支礼i行（伺Jlj! (イじ’芹• ノ＼イオ・ r:-;::科） J It (う学澗に， ［枯点flt斗学:JIt, 1'戸期にIP,f立を修得しておくことが屯上し'¥

化学・バイオ＿［学科では進級（米沢移行）条件を満たすと，｝履修地は小白川キャン

パスから米沢キャンパスに移ります。 1年次に見盤共通教育科日の単位を不足なく修

得士し，卒研着I条件を満たすように備えてください。また，卒研着f•条件は 3 年次修

了までに，卒業要件は，卒業までに満たす必嬰があります。また，本学科では， )l1位

修得の不備による留年を極力減らすために，「 1年次のうちに「技術者倫岬（化学・バ

イオJ心〗学科）」と「英語2」を除くり叶立を充足しておく」こと強く推奨しています。履ヽヽヽヽ...、へ・・・・・・・・・・-ヘヽヽ-・・ ヽヽ• ・ヽ ・-・・・・ • .ヽ.......、●ヽヽ-ヽヽツ..... ヽヽ9へ・・・--・、ー・● 9ヽ ・ヽ・・ ・・・-・・・・・・・ ヘ9ヽー、・・・・・・・・・・・・・・ヽヽ...ヽ・・・・・・・・・・・・・・・・・へ9ヽ -ヽ-・・・・・・・・・・・・-・・・・ ヽ—• •. . --ヽヽ--ヽヽ～ヽヽヘ..•...• ヽ ヘヽ-- -

修叶11l1jに関してi'l信がない本科"l-:は，アドバイザーが履修相談を行いますので，教員

とよく相談し、後述する1J;i:門教育科日も含め無則のない計叫!)的な履修を心がけてドさ

し‘。
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① 【導入科日】：授業科日名［スタートアップセミナー］

1年前期に開講される科目を修得することが望まれます。 2年次に米沢キャンパ

スに履修地を移行するためには， この科目を必ず修得する必要があります。

② 【見幹科目】：領域名［人間を考える・共牛を考える〕［山形から考える］

1年前期に開講される科日を修得することが情まれます。 2年次に米沢キャンパ

スに履修地を移行するためには， どちらの領域とも必ず修得する必要があります。

③ 【教韮科目］：領域名［文化と社会〕（白然と科学〕［応）廿と学際〕と

［共通科日］：領域名け胄恨科学〕［健康・スポーツ〕［サイエンス・スキル〕［キャ

リアデザイン〕

a. [共通科「j] [、情報科学〕は必修科日であり， l年次に修得しておくことを強

く推呪します。

b. [教義科II】［文化と社会］のうち ［技術者倫叫（化亨：・バイオ[学科）］は

必修科日で， 3年後期にDf.l,l称されます。

C. T)fj記b.を除く【教捉科l"l] 〔文化と社会〕と［共迎科・II】［キャリアデザイン〕

から8単位以上修得することが必疫です。

d. 【共通科II】［サイエンス・スキル］のうち．［微分積分学 I]と［微分積分学

n Jの2科「l4単位は必修科日です。

e. 【教義科H】[「l然と科学］と［共通科ll】［サイエンス・スキル〕から合計6

車1立：以上修得することが必疫です。

f 【教捉科Fl】（全領域）と【共通科II】［↑青報科学］［健康・スポーツ］［サイエ

ンス・スキル〕［キャリアデザイン〕から，」』L,1:... ":: .. ~, を合めて?:11.Ei立以!;,修
得することが必疫です。

④ 【共通科日】：領域名［コミュニケーシコン・スキル 1J [コミュニケーション・スキル2〕

a. [コミュニケーション・スキル l〕［英語;1 J 

2年次に米沢キャンパスに）役修地を移行するためには， 1年次に 2巾位以 l:

を修得する必源があります。 l年次に小白川キャンパスでIJ伽翡される科IIを修

得できなかった場合は， 2年次以降に米沢キャンパスでIJM講される［英謁 1J 

を屈修することで補充することができますが， 1年次に4爪位修得することを

推奨します。

b. [コミュニケーション・スキル lJ [英;j/j-2]

21・・ド次に米沢キャンパスで1サlil・怖されます。卒研着「および卒業には 2巾位必

嬰です。これを超えて修得したりi付数は，表 5に）よづいて 4り叶立までを内判l教

育科Flの選訳科日として，靡人することができます。ただし，）店盤共通教育科

日からリ｝門教育科日に算人できるのは［英訊1-2] [英語<3J (初修外IT)語）を迎

じて合計（ぅ｝且位までです。

C. (コミュニケーション・スキル 1〕［英乱i<3]

21・・ド次に米沢キャンパスでIJlil,溝され主す。進級及び！、侭業の条件には人り主せ

んが，修得すると表 5に）店づいて 2り叶立主でをリ］叶叫教行科日の選択科日として，

篇人することができます。ただし， J店盤共通教育科Hからf;9:111J教育科日に篇人

できるのは［英語.2 J [英語 :-3J (初修外川語）を通じて合計 6平ぶ,:主でです。
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d. [コミュニケーション・スキル 2〕（初修外国語）

コミュニケーション・スキル2 (初修外国語）は， 1年次に小白川キャンパ

スでドイツ語，フランス語，ロシア語，［ド田語及び韓国語がそれぞれ4単位」翡l

講されます。修得すると表 5に止づいていずれか 1か国語4単位までを専門教

育科目の選択科目として窮人することができます。ただし，恥盤共通教育科目

からリi門教育科日に算人できるのは［英語 2J [英語'.3 J (初修外甘］語）を通じ

て合計 6巾位までです。

また留学l:j~の場介，［日本i酒］を習得し，その単位．を［コミュニケーション・

スキル 2 (初修外鳳沿）〕の車｛立として販り替えることができ主す。

表5 コミュニケーション・スキルの専門教育科目への算入可能単位数
悩分 最低修得 I\•.位を超えて修得したりt位の
領域 分野／利II名 Iりl"l教行科IIへの符人可能単位故

英，；It I なし
コミュニケーション・スキルl 英諮2 4 

英，；/i3 2 

こ1ミュニケーシ・］ン・スキル2
トイッ，沿， フランス，m, 4 

1-'シア，，It.中[E],i/t, f//t[El,i/f （し、，)立オしカヽ I/J、[!」,；Ii) 

合,i¥-(,りt/i'r:.tで

(3) リ/Ill]教百科11の進級（米沢移行）条件・卒研着T条件・卒業疫件

化学・バイオL学科の学生は，「応川化学・化学r学コース」，「バイオ化学L学コ

ース」のどちらに所屈する学牛であれ， •つの偏った分野の内判廿生にこだわるので

はなく，いろいろな分野の専判］教育科11を広く履修し， ljt位を修礼｝することで「,,り

門的な知識とその応川））を持った化学・バイオlー-_学科の学生」として成長する必疫

があり主す。そこで，木学科では！、1/11']教介科•日に対する最低限0)単位修得ルールを

設けています（表6)。必ず，表 6の最低限の爪位修得ルールを祉1¥jたすように勉因こ

) @Jんでください。本学科I卜且:，表（うにぷされるように，進級（米沢移行）条件， I祁

研着T条件，および，卒業嬰件を悩iたすように車イ立を修得•しなければなり［せん。

この条件を満たさない本学科11~は，どんな則由があろうと，進級（米沢移行），卒研

着T,および，卒業はできませんので， 1分注紅して単位を修得してください。

表6 専門教育科目における最低限の単位修得ルール
応用化学・ 化学工学コース バイオ化学工学コース

廿朽上す3」、・ひ科II区分
必要 1\1~位故 必要単位故

進級（火沢移lr) 卒研着 F 1、作業 進吸（火沢移行） 卒liJfsi''fT J次t・.-1W朽, 

必 修 fl・ （） 14 18 （） 14 18 
,、；を 院 f斗 2 2 2 2 

数物 4 4 2 2 

fじ学］．． 6 6 2 2 

物岬化 6 6 6 6 

選択必修 ‘!n‘‘E ‘ 化 系科 II 4 4 4 4 

利 II 介機化学系科 II
6 

6 
6 

6 6 6 

ハイオ系科 II 2 2 （） 6 

給合系科・II 2 2 2 2 

発 殷 科 II IO 10 12 12 

砥 布！ 科 II 4 4 4 4 

選 択 fl II （） 20 20 （） 20 20 
,'-t,、• 業 研 グ)じL （） （） 10 

,H 80 80 94 

---:H --



噂入，読み替え，選択科日について」

①必要単位数を超えて修得した選択必修科日は，選択科目の単位として読み替えるこ

とができます。

②選択科目は，「化学・バイオ工学科専門教育科日及び単位数表（別表）」で◎やOが

付されていない科目や前記①で，必要単位数を超えて修得した選択必修科目です。

この他に， 2. ー (4). に記した他学科で開講されている屯111]教育科日を 4単位ま

で， 3. ー (2) ー④にポした桔盤共通教育科日の「コミュニケーション・スキル l

及び2」の科I―1を合計 6単位まで含めることができます。

4. 転コースについて

4'学期の初めに成績と各コースの員数によって転コースが認められる場合があります。

5. 取得可能な資格

化学・バイオL学科では，所定の要件を満たした場合，教育職員免許状（贔節学校

教諭今種免it午状 (I業））を取得することができます。詳細は，各種資格欄の「 I. 教

育職員免fj午状について」を参照のこと。
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化学・バイオ工学科専門教育科目及び単位数表

開講期及び週時間数
必修（◎）・選択必修(0)

必要単位数
の別 教

区
単

職
I刀¥ 

授業科目名 位 1 2 3 4 5 6 7 8 応用
パイオ化学

担当教員
科

備考 応用
バイオ化学

数 呂子 邑子 子巫 呂子 学 学 学 巫子 化学・化学
工学コース 目

化学・化学
工学コース

期 期 期 期 期 期 期 期 工学コース 工学コース

機械システム概論 2 2 

゜ ゜
啜械システム工学n担当敦員

情報エレクトロニクス概論 2 2 

゜ ゜
濱間エレ?~ロニクス字U戸⇒穀餞

邑子
晶分子科学 2 2 

゜ ゜
恋分子 f1痘り,u竿Ill旦ゴ約負 2 2 

際
キャリアフうンニング 2 2 

゜ ゜
非常勤講師

キャリア形成論 2 2 

゜ ゜微積分解法 2 2 

゜ ゜
大槻・非常勤講師 小白川開講科目

数学C 2 2 

゜ ゜
小島・非常勤講師 小白川開講科目

物理学基礎 2 2 

゜ ゜
加藤・非常勤講師 小白川開講科目

数学 I 2 2 

゜ ゜
早田・小島・神保

数 物理学 I 2 2 

゜ ゜
非常勤講師

物 物理学実験 2 4 

゜
加藤•安達・小池ほか 4 2 

化学数学 2 2 

゜ ゜
小竹・樋口 ＊ 

微栢分解法［補習］（注） 1 (2) 121 再履修クラス

物理学基礎［補習］（注） 1 12) (2) 再履修クラス

数学 I [補習］（注） 1 12) (2) 再履修クラス

物理学 I [補習］（注） 1 121 12) 再履修クラス

化 化学・バイオ工学基礎田 2 2 

゜ ゜
宍戸・門叶•松田 ＊ 小白川開講科目

学 化学工学量論 2 2 

゜ ゜
松田 ＊ 

6 2 
工 移動現象 I 2 2 

゜ ゜
門叶 ＊ 

子巫
反応工学 2 2 

＇ ゜ ゜
會田・桑名 ＊ 

物 化学・パイオ工学基礎 I 2 2 

゜ ゜
野々村・松嶋 * 小白川開講科目

理 物理化学 I 2 2 

゜ ゜
宍戸 ＊ 

6 6 
化 物理化学 II 2 2 

゜ ゜
堀田 ＊ 

子"' 物理化学llI 2 2 

゜ ゜
神戸・右田 ＊ 

無 無機化学 I 2 2 

゜ ゜
鵜沼 斉

機
無機化学 1I 2 2 

゜ ゜
川井 ＊ 4 4 

化

学 分析化学 2 2 

゜ ゜
遠藤 斉

有 化学・バイオ工学基礎 Il 2 2 

゜ ゜
伊藤（和） ＊ 小白川開講科目

機 有機化学 I 2 2 

゜ ゜
波多野・増原 ＊ 

6 6 
化 有機化学 1l 2 2 

゜ ゜
佐藤（力） ＊ 

学 有機化学m 2 2 

゜ ゜
落合 斉

化学・バイオ工学基礎W 2 2 

゜ ゜
阿部・木島 ＊ 小白川開講科目

／ゞ
細胞生物学 I 2 2 

゜ ゜
阿部 ＊ 

イ
細胞生物学 1I 2 2 

゜ ゜
恒成 斉 2 6 

オ
生化学 I 2 2 

゜ ゜
木島 食

生化学 l] 2 2 

゜ ゜
今野・真壁 ＊ 

総
安全工学 2 2 

゜ 二゚神保

＊ 

合
品質管理 2 2 

゜ ゜
＊ 2 2 

情報処理概論 2 2 

゜ ゜
＊ 

環境化学 2 2 

゜
遠藤

エネルギー化学 2 2 

゜
仁科・立花

マテリアル化学 2 2 

゜
松嶋•佐藤（力）

移動現象 1l 2 2 

゜
門叶

移動現象m 2 2 

゜
宍戸

分離プ日セス工学 2 2 

゜
松田

粉粒体工学 2 2 

゜
木俣・小竹

機器分析学 2 2 

゜ ゜
落合・神保 ＊ 

発
無機工業化学 2 2 

゜ ゜
立花・伊藤（智） ＊ 

展
有機工業化学 2 2 

゜ ゜
波多野 ＊ 10 12 

食品工学 2 2 

゜
野々村・品畑

医楽品化学 2 2 

゜
今野

化粧品学 2 2 

゜
野々村

医用細胞工学 2 2 

゜
阿部

遺伝子工学 2 2 

゜
黒谷

微生物工学 2 2 

゜
矢野・高畑

生理学 2 2 

゜
山本・齊藤

再生医工学 2 2 

゜
山本・シャティ

感覚細胞工学 2 2 

゜
恒成
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開講期及び週時間数
必修（◎）・選択必修(0)

必要単位数の別 教
区 単

職
/刀¥ 授業科目名

に, 
1 2 3 4 5 6 7 8 応用

パイオ化学
担当教員

科
備考 応用

パイオ化学邑子 邑子 ..,,, 子..,,,子 呂子 邑子 邑子 子巫 化学・化学
工学コース 目

化学・化学
工学コース

期期 期期 期期 期 期 工学コース 工学コース

化学工学演習 2 

゜
門叶・宍戸・桑名•松田

演
物理化学演習 2 2 

゜ ゜
宍戸・神戸・堀田・右田

習
無機化学演習 2 2 

゜ ゜
遠藤•松嶋・川井 4 4 

有機化学演習 2 2 

゜ ゜
佐雨（力）伊雨（和）沼合増困

バイオ演習 2 2 

゜
恒成・黒谷・矢野・齊藤

小計 118 
8 30 24 

26 26 0 0 46 46 6 (2) (2) (4) 

化学基礎実験 2 4 ◎ ◎ 化学パイオ工学H担当教員 ＊ 

実
化学実験 I 2 4 ◎ ◎ 化学・パイオ工学!4担当敦員 ＊ 

験
化学実験 II 2 4 ◎ 

---------
化学パイオ工学科担当敦員 斉 10 10 

バイオ実験 2 4 

------
◎ 化学パイオエ写科担当教員 ＊ 

化学・バイオ工学実験 4 8 ◎ ◎ 化学パイオ工学l-t担当教員 ＊ 
化学・パイオ工学基礎演習 2 2 ◎ ◎ 化学パイオ工学u担当敦員 食

化学・バイオ工学英語 2 2 ◎ ◎ 化字9パイオ工学14担当敦員 ＊ 
必

輪講 I(注）2 2 2 ◎ ◎ 化学パイオ工学14担当較員 ＊ 18 18 
修

輪講 11(注）2 2 2 ◎ ◎ 化学パイオ工学科担当敦員 ＊ 
卒業研究（注）3 10 ◎ ◎ 化学パイオ工学科担当教員

数学 II 2 2 早田•松井

数学m 2 2 非常勤講師

数学w 2 2 早田・大槻・非常勧讀的

物理学 1I 2 2 安達・非常勤講師

数学 II [補習］（注） 1 12) (2) 再履修クラス

知的財産権概論 2 2 非常勤講師

辻,、
ベンチャーピジネス論 2 2 非常勤講師

通
科学と技術 2 2 非常勤講師

特別講義1 [2] 非常勤講師

特別講義2 [2] 非常勤講師

産業理解特別講義 [2] 

キャリア形成特別講義 [2] 

学外実習（インターンシッフ） I 1 

学外実習（インターンシップ） rr 1 

単位互換科目（注）4

工業技術概論（注）5 2 2 仁科・立花 ＊ 
教 職業指導I(注）5 2 工学部教員 ＊ 
職

職業指導II(注）5 2 工学部教員 ＊ 

小計
50 

0 0 6 14 14 10 2 2 
「81 1(2) 

合計 [178] 6 8 36 38 40 36 2 2 (2) 1(2) 1(6) 

（注） 1微積分解法，物理学基礎，物理学 I,数学 I,数学 11を再履修する学生は，再履修クラスを受講することもできる。再履修クラスで修得した単位について
も卒業研究消手条件や卒業条件の単位として扱われる。

（注）2卒業研究精手条件を満たした者に対して開講される。

（注）3卒業研究滸手条件を満たした者に対して開講される。卒業研究の単位を修得するためには，通算して1年以上の卒業研究を行うことが必要である。

（注）4 「単位互換科目」の詳細については，巻末の「単位互換」を参照のこと。

（注）5 教育職員免許状取得のための科目であり，修得した単位は卒業に必要な単位に含まれない。

- :l7 --



化学・バイオ工学科における履修の流れ（カリキュラムマップ）

1年

1学期 i2学期

2年

4学期 5学期

3年

6学期

4年
＇ 

7学期 :8学期

閏・仕i叫＿：園叩：

I品質管理 l

＿
バ
イ
オ
演
習
一

遥，
L

凶
U
"

＂
1
1
 

囮
園

応 ・II、';l'.- 園．心

化学・バイオ
工学実験

尻・ 1 し•;L• IDし＇• ,-------------
t技術者倫理：

白-------------
， 

卒

業

研

究

記号の意味

’―---------------, •rr:,,•11, 応用化学・化学工学：
コース I 

園バイオ化学工学コース：
I 

1'ヽ ＇：必修科目
I 
I 

選択必修科目 ， I 

I I 

夏選択科目 I 
I I 

I I 
I I 

[二］専門科目 ： 
I I 

'I ,-------ヽ I,, ' , l_ ______ , ：基盤教育科目 ， 
, L---------------_I 
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情報・エレクトロニクス学科教育目標とカリキュラム





情報・エレクトロニクス学科の教育H標

［教育日椋】

山形大学及びL学部の教育 1—l 標を踏まえ，教育プログラム（情報・エレクトロニクス学）

では，来たる高度情報化社会にて求められる，広い視野に立った健全な価値観と協調性並び

に総介的な判断力をもっための豊かな人I札廿生と・社会性及び情報科学と屯氣・屯［通伍r.学の

深い専門知識と技能を捉う教行を行います。これらの能力をもって， ILi然との調和を意識し

ながら，グローバルな社合に貢献する新ししヽ科学技術の創造と硝業の創成を実践する人材を

育成することを日標としています。

【学位」受りの）j針（ディプロマポリシー）】

111形大学及び L学部の卒業認定・学イ立授りの）j針（ディプロマ・ポリシー）のもと，教行

プログラム (・I青報・エレクトロニクス学）では）よ盤共辿教育及びI,、りl"J教育を迎じて，以ドの

ょうな知識，態度及び能力を獲得し，修得した単位数が）よ準を満たした学生に「学 I:(I~ 学）」

の学イ立を授りします。

1 . 既かな人間1・生と杜公性

(1)))くし＼視野に立った健令な価1直観と協調収t並びに技伸［者倫則観に）よづく総合的な判断））

を身につけている0

(2)職業選択を 1'1l: 的に行える能力及びti:公と栢業の発展に柏極的に貞献できる能力を身

につけている。

2. ,1,w1くしヽ教義と汎川的技能

(1) 論則的な息考ー））と記述力，発表とかl議の能力及びコミュニケーション）よ礎能力を身に

つけている。

(2) IWかな発想で，論則的，叶11hj的，積枷的かつ協動的に課題を解決する能力を身につけ

てしヽる。

(3) 外Ir、lilhにIY,Jする教義と Jrcl際的な視1点に）占づき，多様な文化や価1直観をJlj[f/j『して多面的

に物！＾ドを捉え，課題解決を先導できる能力を身にづけている。

3. i, り f11J分~!fの知識と技能

(1) 、1・・青報科学と屯氣・屯［迎｛丘C学の）よ礎知識を身につけ，それらを応川する能力を身に

つけている。

(2) 実験・実習・梱習を通じて， i1l・uHi的に仕＇ドを進め，主とめる能力を身にづけている。

(:3) 諮現象の本質を捉え，その則解を迎して習得し，その活川により 1'1ら新分野をIJM拓す

る能力を身につけている。
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【教育課程の編成・実施方針（カリキュラムポリシー）】

山形大学及びl二学部の教育課程の編成・実施力針（カリキュラム・ポリシー）に沿って、

教育プログラム（＇情報・エレクトロニクス学）では、,, 胄報・エレクトロニクス学科の学：I卜.→が

体系的かつ主体的に学習できるように教育課程を編成し，これに従って教育を行います。

l . 教育課程の編成・実施等

(1) 情報科学と軍気・軍 f泊伯r学に'*]する専1111教育科I:!o)Jよ礎として，数学，物則学及

び情報処罪0)力虞的科日とそれらを応川する科日を配附する。

(2))よ盤共通教育科日で培った知識を発展させて，＇情報科学または屯気・屯「辿似 L学の

応）廿力や展IJv-J;Jを韮うための講義，実験及びi貨料を休系的に配附する。

(3) 論狸的な息考））や記述）), 発表と討議の能力及び国際的コミュニケーション）店礎能力

を身につけるために，卒業研究，実験，実習，演習及び外且Ji沿の科IIを配附する。

(4) 広い視野に立った健全な価値観と協調性並びに倫刑観に）よづいた総合的な判断力を身'

にづけるため，技術者倫開社公則解などにIllする科•日を配附する。

(5) 應［かなキャリアの実現に1t1Jけて生fJEl::J己学習能力と職業観を投うために，キャリアデ

ザインや実践力の義成憚に1り］する科日を配附する。

(6)新しい）危業や新技術:O)剖造に繋がる能力を身につけるために，最先端0)伯報科学及び

屯氣・屯［通い r.学を習得できる科日を配i悦する。

?, ー教育）j怯

(1) 牛飩を通じてH本的に学び続ける能力としての，多様で学際的な知識と技能が身につ

く教育を）」せ開する。必嬰に応じて，）占礎学）J 1(1]上のための授業時1札］外学習を促す。

(2) II¥]題や課題に，協調性と総介的な判断））もって対し，グループで,J¥-iJl!j的に，的／確な紺i

論に導く能力を身につけるため，協働による実験，実判，］貨判及び実践的授業を行う。

(:3)社会的・職業的に1・1立する，舷識と職業選択を 1・1-1-: 的に行える能力を有むため，、I打報科

学及び屯氣.'?じ［姐叩 I".学と社公やJi代業とのつながりを紅識した教行をnう。

(4)社公の状況と将来社公0)奨；！りを的確に捉え， これに応えて社公のヽわ幅に貞献できる索

義を身につけるため，艇れた知識・技能。倫則観・価イ直観・息考力を融合させるための

教行を行う。

(5) 卒業時に到達すべき学習 II椋を学生が的怖に設定して達成できるように，各科IIで習

得される欠n識・能力を明ぷしたシラバスと各科IIのI川係性をiij視化したカリキュラムマ

ップを提ぷする0

3. 教育評価

(I) 到達度を確認できる明確な成績評価）よ準を策定し，これに）店づいて厳格に成績を謹価

する。

(2) 教育課捏を糾胤閲的に，点検し， i憎に改善を続ける。

(~3) 学lj:_及び外i『IIから O)r\平価を真摯に受け止め，改善：0) JJ;(動力とする。
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情報・エレクトロニクス学科履修心得

情報・エレクトロニクス学科は，平成29年度に新設された新しい学科であり，「情報・知能

コース」と「電気・電「通伯コース」の 2つのコースから成り立っています。各コースで履

修する科日が異なっているため，各コースのルールに従った履修をしなければなりません。

本履修心得を熟読し，不足のないように履修しましょう。

授業科日は韮盤共通教育科 1」と内1111教育科日に分けられ，小白川キャンパスと米沢キャン

パスで開講されます。人学後＾定の期間は小白川キャンパスに在学し，「進級（米沢移行）条

件」が定める単位を修得した後に米沢キャンパスに履修地を移行します。さらに卒業研究に

着 T：するためには，「Jヽ侭研着 T•条件」が定める単位を修得する必吸があります。 4f・ド以L·.tE学

（特別な罪由がない限り休学期間］を除く）し，かつ「卒業嬰件」を満たした者が卒業できま

す。履修計11hfに白佑がない場合はアドバイザーとよく相談し，）店盤共通教育科II, rJ; 叶叫教育

科日ともに;H-HJH的な履修を心がけて卜さし＼

l.)店盤共通教行科II

(1))店盤共通教育科日について

）よ盤共通教育科日は，導人科II,)よ幹科「I, 教捉科II, 共通科日の 4つの科「I仄分から

なり， tにl年次に小白川キャンパスで修得します。 2年次に進級し，米沢キャンパスに

履修地を移行するためには，進級（米沢移行）条件を満たす必要があります。さらに， (2)

晶盤共迎教育科日の履修L・_の注謡および進級・卒業に1見lする）役修単位数表に記載の通り，

）よ盤共通教有科日の卒業如牛をほぼ 1年次のうちに満足することを推奨します。

(2))店盤共辿教育科IIの）役修卜心の注舷

① 【導人科11】

2年次に米沢キャンパスに履修地を移行するためには，［スタートアップセミナー］

l 科 1—12 り叶立を 1 年次に修得する必I梃があります。

② 【J店幹科日】：領域名［人rmを考える・共11-:を考える］〔山形から考える］

2年次に米沢キャンパスに履修地を移行するためには， liド次に各領域から 2り叶立

ずつ修得する必吸があります。

③ 【教投科日】：領域名［文化と社会〕［白然と科学〕［応川と学際〕および【共通科「l】:

領域名［、情報科学］［健康・スポーツ］［サイエンス・スキル〕［キャリアデザイン］

a. 【共迎科I―l】['i'h報科学］の科Hは， l i日ド次に修得することを推奨します。

ただし， 2年次以降に米沢キャンパスでの履修で補充することもできます。

b. 【教義科Fl]〔文化と社公］のうち以ドの科日は 3年次に米沢キャンパスで

間n怖されます。 '1'1『恨・知能コースでは［技術者倫卯 (・I青報・知能）］と［情報

倫岬］の 2科日 2単位を，屯気・＇屯 f通1けコースでは［技術者倫刑（屯気・屯

［通伯）］と［環境論] 0) 2科H2叶i位を 3年次に修得することになってし直

す。

C. 2年次に米沢キャンパスに屈修地を移行するためには，［教義科目］〔文化と
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社会］と［共通科目】［キャリアデザイン〕から， 1年次に 8単位以上を修得

する必要があります。

d. 2年次に米沢キャンパスに履修地を移行するためには，【教握科日】〔自然と

科学〕と【共通科日】［サイエンス・スキル］から，［微分積分学 I]と［微分

積分学II]のどちらか l科日を含む計 6単位を 1年次に修得する必要がありま

す。

また【共通科日】［サイエンス・スキル］の［力学の晶礎] l科H2単位の修

得を推奨します。

1年次に修得できなかった［微分積分学 IJまたは［微分積分学II]は， 2

次以降に米沢キャンパスで間講される該胄科Hを屈修することで補充できます。

④ ［共通科Hl : 領域名［コミュニケーション・スキル l〕〔コミュニケーション・ス

キル 2〕

a. [コミュニケーション・スキル 1〕［英11/i-1 J 

2年次に米沢キャンパスに履修地を移行するためには， 1年次に 2り叶立以lこ

を修得する必嬰があります。 l iード次に小白川キャンパスでIJM講される科日を修

得できなかった場合は， 2イド次以降に米沢キャンパスでl:l廿講される［英語 lJ 

を履修することで補充することができますが， 1年次に 4単位修得することを

推奨します。

次に掲げる外部試験のいずれかにおいてカッコ内にぷす成紹を修めている場合、

その結果を［英語 1] 2巾位分として認定します。

1. TOEIC (700, 点以JJ

2. TOFEL (500ノ点以u
3. 英検（準 l級以 u
この廿『i悦で認定できる巾位．数は最大 2り叶立です。また認定は， 卜.の成禎を修

めた学期の次の学期におしヽて修得するり叶立を対象として行われます。

b. 〔コミュニケーション・スキル l〕［英語2]

2年次に米沢キャンパスでl:l}-liJ称されます。卒'.,{i)f着「および卒業には 2爪位必

要ですが（項 11~-3 参照），これを越えて修乳｝した車付数が，表 l に）よづいて 4 爪

位までを専門教育科日の選択科II1として，！算人することが出来ます。ただし，

）よ盤共迎教行科IIからり叶＂］教行科 Flに靡人できるのは合計.6 l)J. 位までです。

C. 〔コミュニケーション・スキル l 〕［英語 ~3 J 
2イド次に米沢キャンパスで間講されます。この科IIは進級及び卒業の条件に

は人りませんが，修得すると表 lに）,tづいて 2巾位までを専門教育科日の選択

科「I1として，靡人することが！廿来主す。ただし，）店盤共通教育科日から内判l

教育科日に靡人できるのは合計6 車イ立主でです。

d. [コミュニケーション・スキル 2J (初修外if{)語）

コミュニケーション・スキル 2 (初修外I叶語）は， 1年次に小白川キャンパ

スでドイツim-,フランスrm-,ロシア晶［ 中国語及び韓：国語がそれぞれ4単イ立間

講されます。この科•日は進級及び卒業の条件には人りませんが，修得すると表

lに）囚づいていずれか 1か国語4単位までを専門教育科日の選択科日 1として
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算人することができます。ただし，見盤共通教育科日から専門教育科日に算人

できるのは合計 6単位までです。

また留学生の場合，［日本語］を修得し，その単位を〔コミュニケーション・

スキル 2 (初修外国語）〕の単位として振り替えることができます。

表 1 コミュニケーション・スキルの専門教育科目への算人可能単位＾数

Iメ：分 最低修得単位を超えて修得し

tこ単．イ¥J:O), 専pij教育科l」への

領域 分野／科1」名 靡人可能車イ立数

コミュニケーション・スキル l 英語 1 なし

英語 2 4 

英語 3 2 

コミュニケーション・スキル 2 ドイツrm・,フランス語， 4 
ロシア語'.,中1玉l語， tl麻 （しヽ寸万オしカヽ l7J、IEIMfl
|―k),lh 

合計 6巾位まで

2. 専門教育科ll

(l) 専門教育科llについて

＇情報・エレクトロニクス学科の専門教育科 llは，「情報・エレクトロニクス学科I杯門教有

科 ll及びi且位数表」にしたがって間溝されます。 2年次に米沢キャンパスに）｛砂修地を移行

するためには，［情報エレクトロニクス人111]] 1 科 1~1 2 Jj'l位を含む内1111教育科ll6 ljif立を l

ィ・ド次に修得する必要があります。また， 2年次以降の大切な）よ礎となる科11として，＇情報

知能コースでは［専門数学 I(・I青報・知能）］，屯気・屯r姐］｛丘コースでは[,,t;q111数学 I(軍

気・電r姐廿，1)]および［リi叶叫数学II] のI役修を強く推奨します。

i廿ぶ［数表中の科IIは， 1叶・1りにより多少変更されることがあり主す。この場合には，掲示衿

により周知します。

(2) i,lj:jllj教育科IIOJ区分と指定

Iヽり1111教育科IIは、必修科11・ 選択必修科II. 選択科Il 1・ 選択科IJ2 .'役修不 11・［の指定

があり主す。それぞれの定義は以ドの通りです。

区分 表中の記乃 ,刈'ニr:r'JE1公

必修科Il ◎ 各コースで修得が義務付けられている科11"

選択必修科IJ 口 各コースで，設定された科ll枠から各目選択の上，

定単イ立数の修得が義務付けられてしヽる科I」。

選択科Ll1 

゜
各コースで，修得が各目の選択にまかされている科11。

選択科ti2 △ 各コースで，修得が各日の選択に主かされている科日。

ただし，卒業疫件に必嬰なり：i位として認められるのは

2几叶立まで

履修不可 なし 肘修できない科Ll。教職の必修に関してはP.52※4を参照
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また，教育職員免許状（高等学校教諭一種免許状（工業））の授りを受けるには，教職

必修科目（「工業技術概論」および「職業指導1またはII」：科目表中の＊）と，「教科に関

する科日」（科日表中の食）から所定の単位数を修得する必要があります。ただし，教職必

修科日は進級および卒業に必要とする単位に数えることは出来ません。詳細は，各種資格

欄の「 I. 教育職員免許状について」を参照してください。

(3) 卒業研究

「卒業研究」は， 4年次から履修し，配属された研究室での実施となります。単位修得

には， ・1年以上の研究期「札］を要します。

3. 進級（米沢移行）条件・卒研着手条件・卒業要件

(1) 進級（米沢移行）条件・卒研着手条件・卒業要件とは

① 迎級（米沢移行）条件

この条件を満たしたものが， 2年次以降に米沢キャンパスに｝復修地を移行でき

ます。人学後 11ド間で満たすことを推奨します。条件を満たさない場合には，米

沢移行訓に，米沢キャンパスのI}トl講科日を｝復修することはできません。これは，

米沢キャンパスで集中して1杯門的な教育を受けるために必吸な学修条件として定

められています。なお，進級（米沢移行）条件を満たせずに小白川キャンパスの

在学期1廿lが 3年左,liBえる（化、午別な則由がなしヽ限り休学期1廿lを除く）学生は，成業

の見込みがない者として除原行されます。

② 卒1iJl着 T条件

この条件を満たした者が 4年「前期より卒業研究に着手でき主す。！や業研究に集

中して臨むために必吸な学修条件です。

③ 卒業要件

この嬰件を満たし，かつ 4年以I在学（特別な則山がない限り休学期1/IJを除

く）したものが卒業でき主す。

(2)迎級（米沢移行）条件・人侶研着:=f条件・卒業要件の詳細

進級（米沢移行）条件・卒研着手条件・卒業嬰件は以ドの通り定められている。 (iji位数

表参照， P.118)。

① 進級（米沢移行）条件

韮盤共通教育科IIについて，以卜.に定めるり叶立を修得する必疫があります。

a. 【導入科日】［スタートアップセミナーJl科112単位

b. 【）店幹科 11 】〔人間を拷える・共lj—:_を考える］から 2 りi』立

C. [)店幹科II】〔ILJ形から考える］から 2lj:t位

d. [教養科「l] [文化とti:会］と［共通科Fl] [キャリアデザイン〕から 8車イ立

e. [教義科「I] 〔 I—'j 然と科学］と［共通科日】［サイエンス・スキル〕から 6 車

｛立（ただし，［微分積分学 IJ'[微分積分学IIJ のどちらか l 科• 日2り叶立を含

む）

f. [共通科目］［コミュニケーション・スキル lJ [英語 1Jから 2単位^
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さらに専門教育科目について，以下に定める単位を修得する必要があります。

g. 専門教育科目の［情報エレクトロニクス人門J1科日 2単位を含む 6単イ立

② 卒研着手条件

韮盤共通教育科日について，以下に定める単位を修得する必要があります。

a. 進級（米沢移行）条件のa.~c.に定められた 6単位

b. 進級（米沢移行）条件のd.に定められた 8単位

C. 【教義科日】［日然と科学］と［共通科IJ】［サイエンス。スキル〕から 6単

位（ただし，［微分積分学 I], [微分積分学II]の両）i2科Fl4単｛立を含む）

d. 【共通科ll】〔情報科学〕から 1科日 2単位

e. [教捉科日】［文化とネ士会〕（ただし［社会と倫理］を除く）［自然と科学〕［応

用と学際］および【共迎科ll】［キャリアデザイン］［サイエンス・スキル〕

［健康・スポーツ］から卒研着手条件のb.~c.を含み20単位

f. 【共通科日】［コミュニケーション・スキルI] [英語 1Jから 4叶―t位

g. 【共通科 1口l】［コミュニケーション・スキルl〕［英語.2 Jから 2Jji位

さらに専門教育科日について，以ドに定める単位を修得する必嬰があり主す。

h. 必修科 IIから，［輸講］，［卒業研究］を除く 361¥'i.{,tのうち，全油習・実験・

実背を含む32単位

I. 選択必修科日から，各）役修コースの［英語セミナーI], [英語•セミナー 11] の

どちらか 1科I―l2単位

J. }_記h.およびi.を含めて，専門教育科IIを叶74単イ＼！［以I:

③ 卒業要件

）よ盤共通教育科日について，以卜-に定めるり叶立を修得する必要があり主す，）

a. 卒研着F条件のa.~g.に定められた'.H叫立

b. [教捉科11】［文化と社会］［社会と倫理］の 2単位。 ,1・行報・知能コースは［技

術者倫孔H('情報・ 知能）］と［情報倫則］の 2科II2平ぶJ:,'i'膨気・ '1'且f通信コ

ースは［技術者倫則（電気・屯f通伯）］と［環境論］の 2科I」2単位となり

ます。

さらに専1111教育科日について，以卜.に定める単位を修得する必嬰があります。

C. 必修科日から，［卒業研究J10叩立を含む全118単位

d. 選択必修科日から，各履修コースの［英語セミナーI]'[英語セミナー］・I]O) 

どちらか 21:jJ.位．

c. 選択必修科llの他学科提供科II([化学・バイオl汀．学概論］，［機械システム

枇既論］， ［閥分「科学］から 2単位）

f. 選択科「llと選択科「]2から112単位．以jこ（但し選択科・l"I2は2几叶立主で）

卒業に嬰する最低単位数は，）店盤共通教育科El36単イ立十専門教育科Fl94単位:(必
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修科日48単位，選択必修科目 4単位，選択科日42単位） =130単位となります。

✓ 選択必修科日の必要単位＾数 (4単位）を超えて修得した場合には，その超過単位を選

択科日 1の車位とみなすことができます。

✓ 1 . (2). ④のb.~d.に記載の通り，拮盤共通教育科日の「コミュニケーション・スキル

l及び 2」の科Elを合計 6単位まで選択科1二lIに含めることができます。

✓ 他学科により間講されている専門教育科目の選択科日は， 8単位まで選択科日 1に含

めることができます。履修を希吼する場合には，アドバイザー及び刈該授業担‘ーり教員

の許吋を得なければなりません。また，他コースのみにIi廿講されている専門教育科 II

の選択科LIについても111]様の扱いとし主す。なお， 自学科あるいは!"Iコース11什講科I」と

11'1―-名の科日は，履修できないので注舷してください。

4. 履修コース分けについて

21ド次進級IIかに， 111請により転コースが認められる場合があります。叶囁りは別途指定す

るII、『期に行う必嬰があり，審査は成禎などの条件を考慇して行います。

5, 取得賓格に／凡ヽて

いずれのコースでも，所定のり叶立を修得した場合，教介職員免許状 (,•,'-:jぐ序学校教諭＾

種免訓叫犬（「業））をljlr出することができ主すし， rl'樟111/i, 2. (2) 「11;i:jl'J教介科日の区分

と指定」および各種賓格欄の「 I. 教行職員免11午状について1を参照してください。

屯氣・屯［迎にコースの卒業者で， [''和・m在＇：；を ij1に必嬰な科110)1¥'t.1立を修得：し，卒業後

に・JT業所節において定の経験年数をイ［する者は，経済術業省の定める第 1種及び第 2種

屯氣日「：技術者免許を取得する資格が得られます。詳細は，各種貪格欄0) 「II. 屯氣l:任

技伸i者」を参照してください。なお， 「屯氣怯規及び施設竹手H」は，隔年にIJr-J講され主す。

6. その他

（汀揺）受講科II O)it式験で不介格となった科II,,WびにJ役修）川を出したが受，溝を途中でや

めた，なしヽしは試験を受けなかったなどの科llには評価l―'(イ..:11r)がつけられ！記録として

残されます。評価Fが多い者はGPAでの成禎評価で不利となります。］役修に‘りたっては

このことを良く考廊しましょう。

なお，履修「続きをした後でも履修競録期1札l終［から約 l迎1/IJ後の競録科II確認期間で，

屈修科IIの変更，取泊しが可能です。詳しくは， P.8 0) ")履修手続き靡”を参照ください。
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届盤

教育

科「l

| ,17 | 

'ii門
1兒人←！―J 

科目

進級璽卒業に関する履修単位数表
（履修については， 41ページ情報・エレクトロニクス学科履修心得を熟読すること）

蚊低限必要なり1位．数

区分 領域笠 分野／科目名 必修等
2年次進級条件

プ、包研着手条件 卒又要件
（米沢移行条件）

直人科目 スタートアyプセミナー 必修 2単位 2中代,:
A A A. 

人間を名へる・；rりをぢ，しろ 旦（授日業三テー三マミ不間）
選択必修 2 if月立 2i且位

届幹科目
山形から考える 閏） 選択必修 2早イ立 2iji. 位

教促科目 文化と社仝 間．但し※3を除く） 選択
8屯位

A 
8爪位

.& 

比迎科目 キャリアプザイン （授業プーマ不閲） 選択
教f叶斗 fl 口然と科:¥': （授業プーマ不問） 選択 Ji. A 
其辿科目 微分積分季l 必修 /9 ゞキつ,つ・" IJ' へロ，,・I . 

--、')）叫l.j.l...位v,』.ん. . へ"".,I . ヘ,,,,,I. 
微分籾分学II 必修 2 iji_位 11 寛 6iji. 位 20iji.位-

サイエンス・スキル
力学の珪礎 齊択（推賃） ； 

3 l i)i・｛立 :3 l ［立：

（上記3投菜ナーマ以外） 選択 V "' 教促科目 応用 J.-,詞祭 （授業プーマ不間） 選択
健康・スホーツ （授業プーマ不間） 選択 'I" 'I/I' 

＇情報科学 I訂報処理 必修 2iji_位 I 

共通科目 英英晶語）I(コミュニカプィウ英語，窓合
! 

コミュニケーション・スキ1し1※l 必修 2屯位 .ji札{.I:

V T ！ 
コミュニケーション・スキル1※1英語2 渾択必修 2Ltt位 i 

教促科目
文化と社会 技術者倫理※3 必修 1りi位

T 
(3年次米沢憐Ii,',¥') 、情報倫理，環坑論※3 必修 ］単位

... A 

＇情報エレクトロニクス入門 必修 2卓位 2qt位

必修科目 32屯位※1

その他の科目 必修 36iji.j立

選択科目 1.2※5 選択科日 選択 4屯位 71 

令』選択科日 ,J2 iji. 位
91屯位

捩替
コミュニケー／ョン・スキルl.2※1

選択
選択必修超過分※2

英語セミナー
英語セミナー I

選択必修
とちらか 2iji. 位

必修 英語セミナー II 2りi位 'Ii" 

日※2 化学・ハイオエ袷概論
他学科提供科日 機械シスプム概論 選択必修 2iji_位

闘分f科予
必修科目 卒定研究 必修 !Oiji./立

,,. 
合計 28平位 1081且位 130弔位

※ 1 届盤教育科目てぱ．最低修得頃位数を超えた修得弔位を，合Jt6 屯位まて '•'J「門科日の選択科目 10) iji. 位として板粋えか可能て．科 Iiことの最大販杵平位放を次：こ示ナ

：コミュニケーションスキ）レ1(英,;g2J: 4早位まて． ：コミュニケーションスキル1(英語3): 2甘i位主て． ：コミュニケーション・スキル2(初修外[1]晶)〕 ]か［］出翡を4屯位まて

また，留＇］を生か修得した：日本謳: はその中c{,1:を［コミュニケーション・スキル2(初修外［旦晶):(!Jiji.位：こ翫り特えることかてきる

※2選択必修科目の必要平位数(4早位）を超えて修得した場合には，その起過車位を選択科目 1の直位：こ翫り替えることかてきる

※3閏報・知能コースて：文［技術者倫理（忙報・知能）］と汀責報倫理スを．屯父い心チ通信コースては［技術者倫理(',じ匁・＇心—f-近い）―ど環坂畠］を履修十る

※1たたし．釣寅苦・実験・実苦を含む．

※5他字科，＇こより開， ,'iiされてしヽる亨門科目ぱ. J国」，＇こ考該長丈担宣教員の評可を得たじて履修可能てあり、 8 直位まて選択科• 日として冑得てきる



情報。エレクトロニクス学科専門教育科H及び単位数表

コース/ifO)必

区 i
開講期及び週時間数 籠選択の別

授 業科 II 名 I 1 位甲, ＇ iI I :s[ I存 ；；； 教11ii1i I 担当教員

ノJ]＼ 

放ズ ,,,f,, ・ ¥ナ・1,9 屯. 科

I 知{- i 目
ふ枷ヒ 曲‘ープ

期 f,j•

白 2I—~-11 1010 I非位；勤溝師
JI I --

I◎ I◎ I 野本・永井• 閲野キ トロニクス人[llj 2 

ヤ

1-2 2 
l―: 1-111― I ゚゚

1)ヽ，翡・JI',府＇崩j乱年1叶i

ノ/、"~ -数叩学j!学C）iし礎 -- ゜
゜

)JIiii暴.JI常勤講師
ス

開 I i//[llj放‘ヽ芥 I W1 報． 灯l能）
＂情．

2 I 2 I 1010 I久保Ill・!Fl中

科ll ~-，!/I叶数哨 I(電気・霞［鱈） 2 2 
I 

J ゚゜
ぅ~< 秤藤（敦）

... ------------------- --- ---- ---

I、りI'り数学 II 2 2 

゜゚
J府）iAf (敦）

-- - - ．．．．、、．．巫・^^ 心""

専；放‘‘芥 l 2 2 

゜-------- し～ ー一ー・
ノ ✓✓ こL J..-ヽ

... - - ---- ---- -- -・ 

...j .... 2 
2 

゜゚
1i-lll. ,jヽ 島・村松

------- --------------------

2 2 

゜゚
大 槻

- - --- ---- ----- ------- ---------- -- ---- ''  ------ """"""" """"""" "" " " ""' -- - --- -- - -

物則学 l 2 2 

゜゚
}Jllif格・ JI常勤溝師

---------- --------- ---- ... 心~-
加藤・安達・小池教 I物則学実験 2 4 ◎ ◎ If力‘

---------------------------.、- .. 

キャリア形成論 2 2 

゜゚
非祁；勤，溝師

--- -- --------- ------------------- ------ - " " - -------- -- --

＾^ 
"""" " "" 仲谷... ;Jヽ，島・ .• 

ft I放＇‘芹 Ill 2 2 

゜゚ 非'ii1;勤，，翡師
------ -- - --------

数学IV 2 2 

゜゚
1nu・大槻iltJヽ

-------------------- ．． 
＾^ 

-- -- ----- --

＾^ 
"" ,,,, - --- ------- -----------------

科 lI 物則学 II 2 2 

゜゚
1]ヽith・JI常勤請罪r!i

--心------- ----------＂^心""ふ

キャリアプランニング 2 2 

゜゚
非＇常勤溝師

--- -------- ----------- --------

ー化学・バイオ
日 2 □ ロ ［学科教員

2 □ 
機械システ...ム.. 

ロ ［＇‘芹科教 n
----- ---- - ----- --------- -----_,_ -----

2 [] 高分r・行機材
口 料 I.学科教員

------.、. --- - - - ----- ---- ------------ ----- - ---- -

再履修クラス

-（ - - ―-_--_ -]  --I _________一—-----------
- -- - -------- ---- ---- ---

再詞修クラス
------------ ---- ------ -------------------

邸文学 l 〔補習〕 ※1 (2> I I 叫闘修クラス

I , I lり1履修クフ-人-

再履修クラス

情報数学 I 2 2 I 齋麻（歩）
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開講期及び週時間数
コース征(})必

171 I 単~〗
須，選恨の＿別 教

授 科日名位 3 5 6 i 7 8 情 屯気＇ 職科 I 担'¼教員
報・

知1 屯r El 
能通

/,; 

情報科学演背 2 2 

゜I 'f゚科教H['frjl〕

----◎ --! | ※2、情報教員

叶闘機駈礎 2 I 2 多 川
・-------- ------ - - - - ------ -------—ゴー—- ------

柳田・稲虻・、厄r•伽.,,_1メ---＼• ―ヽ,f,,.・I 2 2 
中島・イ(馬-------------------------------------- -------―.  ------------------ ---―-- -------- ----

礼1{i鼓久J:''y:I; 役-n昇 2 2 
• ―--- -------------- ---- ------------------- - - ------- ---- ----

'fljl• 
軍気hi!路 I 2 2 

＇'じ気教員---―- ----------- --- - --------- ------ -- ------ - - ---

礼［久:([11Jサ各 I i履｛やI 2 2 足立，軍気教且
‘―------- -

屯 f物ヤti 2 2 ◎ I此 I'/祁祁（敦）
------------------- -- - --

屯［物性演習 2 2 

[゚―＊ 

秤藤（敦）・ 111Ill 

プ＇ログラミング梱習 I(情報・奸l能） 4 4 ◎ 小 坂
--- 一'""""'-

7 IJグラミング破や/I(慮氣，慮 {i圃w 4 4 

◎ □ 1・近Ill村・ 武JiI辰ll 
1111 I― -- ... -----

!'BL礼灯Y'-/I Cli'fヤ札・欠1111巨） 2 2 ◎ 
一一

＾^ 
---------

PBL崩習 I(屯氣・＇，じ（川］｛，；） 2 2 ◎ I肱 Ill・,r:i111 

教

2 I 11ー： I---f◎ ◎ 

責 I小 111 

情報則論 *I安 Ill 
jI―_J 、．

論JIJ!l11]路 2 Ill 

枯報数学 II rj1 

科 I------―--- -

J,L: Hl/i/1tお倅，；倫 坂

オートマトンとは語則論 澤

「I
ソフトウェア「学 内2 

線形システム）よ礎 2 ・fl,, Jj暴

フログラミング演背II(情報・知能） 4 内
. -- ----- --- ------- - ------

フログラミング訛骨II ．慮［通Ii¥) 4 4 
ー一へ — - - - - ------------- ------ --

＇'じ磁氣学 II 2 2 

゜
翡橋・ 伯i11, 

-

礼lli妓久V'f:II/しii}~J 2 2 

゜
i:'1j橋・翡 111

-- ------- --------------------

屯氣[rrj路 11 2 2 

゜
南谷・杉本

叶［久u,,1 『各 II 直{~li'/ 
22・ ' I ・I, -+ 2 i--~-f -- - - --- ---- -------------

虜［物性 JI 2 橋

1!9~ 



間溝期及び週時間数
コース1りの必

区
l¥t 

履，選択の別
教

1 2 3 4 こr） (-3 7 8 屯 職
投業科 日 名 位 』|、111 Iメ-→＼ 

科 I 
担,11教員

報

／JJ ＼ i' 数
7: ,'; を ,-"J;' , ヽ"r'•・ 'ヽ'f: 学 , .. [,, ・ J、'f: 屯

知 ( II 

期 期 期 期 期 期 期 期
能 通

f,j→→ 
------ ------- - - - -------

エレクトロニクス実験 l 2 4 ◎ H ,¥ ※3屯気教員

ベンチャービジネス論 2 2 △ △ 小 阻f

l1'1恨科学実習 l 2 4 ◎ i?t~tl·!JIiii瓜， Jtlll

フログラミング演背III 4 4 ◎ 責 ;Jヽ1!1・内澤

プログラミング，詞/j :2 2 ◎ 責 小 111 

、1礼恨化社公と職業 2 2 

゜
0 111内・深見

放値解析 2 2 C) 
" A 

t、iji 谷

,H-閲()哨論 2 2 

゜
)A -( 内 渭Iゃ1 

認知科学人門 2 2 

゜
うle、( 111 内

I、り テキストマイニング 2 2 0 鈴 木

叶仰機アーキテクチャ 2 I 2 o I o 賣多 Ill 

門 1I_,n-窮機ノヽ ードウ，r:ア 2 2 o I o 責稲 鮒

屯 臼111路 l

Iー： I l I I― 2 2 f I I― 

I ゚I ◎ I ゞ~ I柳Ill・',じ気教員

教
!;~,\{f-セミナー !Wi報，知能） □ I I神 谷

りしrl/f・セミナ・-I(', じ久¥'',じ（＇・通 U) 2 

2 2 ] 

n JcA . 〈 足 ir: 

介
u砂処即 2 0 

゜
/_A_ ~( 1¥,,'. 1 野

データ、iJJjf,j• 2 2 。0 翡野・枯報教i¥

科
センシング］．．学 2 2 C) 

゜
責 K 崩；

ディジタル[11)路 2 2 C) C) )< A 稲 策

半導体 I'.学
11~-

2 

゜
奥 1!1 

エレクトロニクス4守別講義

゜
JI')i『!りjSf,';: 1]1ji 

エレクトロニクス実験 JI 2 ◎ 賣 ※3屯氣教員

科学と技術 2 八 野 Ill 

'ii'i報科学実習 II 2 多 111・)JI!J紺

りと,mセミ-J--II (い報・知能） 2 齋麻（歩）

英語セミナー II(;じ氣・ ＇1じh薗frj) 2 「］ 賣 足 ¥』／：

・I、1'i・M!,tl―11l1jJ''}: 2 2 

゜
賣 、女＇， Ill 

知,,;訊d,『ヤIiクり」り！ 2 2 。 ｝i へ（ 肛f 本

プ__, ータベース論 2 2 (_) 責 JJII 崩、
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2 

,1愉，1/,¥'(',じ久(.',じr迅］｛，；） 2 ※: l', じ氣教員

'ヽ/:外、'Jf1し'I(インターンシッフ） ］ I 

＇ 

11I 1 ' Iりぷ勒溝削

? 外,JiやI(インターンシソフ） II 
j ！ 

特けIJ,i岡；＇立 ！ 

i 

[2] 

ャ—

i 
JI・,;;{; 勤 ,Hl1'1':1fi

Lo 



区

¥
J
 

人
ノ

授 業 科 日 名

間講期及び週時間数

ヽヽ, -- -
甲

位．
11[2l3l4lsl6l118 

数 1学学学学学学学 学

リJl JリlJりlJリlWl 」りljVJ I Jリ］

教

職

科

日

巫
屯
気
ふ
悶
辿
い

必
別
{

の
の

佃

恨
ス
選

一

，

情

報

・

知

能

コ
須

義溝nh‘ 
•• 

j
 

t
 

q

V

 
ー、父J

 

ー
~形

ア

-
J
 

リr
 

＼
 

キ
専
叩
〗
教
ぶIJ科
I
I

[2] △ I△ 

担胄教員

;JI, 前；勤 ,l悼師

巾位→ 圧換科ll

jヽ；9、:梨研究

小 -;＂ 

10 

喜］＇パ＿｀ー『誓＼喜-~丁23
◎ @I]※i-砧報教n

※2屯気教員

教
r〗業技術概論(※5) I 2 

職
職業指導lI (※5) 2 

必
修

職業指尊 II (※5) I 2 1斗
IJ I ;Jヽ ,H- I 6 

2
 

*IL学部 教員

JP: 常勤，，怖 (:iii

*'-一--------
JI, i1『りiijJ,i~t 1l1fi 

2
 

介 ，n- I 娑苔祐 I 6 I t含I ; 誓I 1t喜1 58 1 38 1 23 

［注］◎:必修科• 日（各コースで修得が義務付けられている科 ll)

口：選択必修科ll (各コースで，設定された科 II枠から，各日選択の I:, . 定単位数の修

得が義務付けられてしヽる科II) 

〇：選択科 111 (各コースで，修得が各白の選択にまかされている科II)

△ ：選択科1―I2 (各コースで，修得が各目の選択にまかされている科 II

ただし人侶業叫立として認められるのは 2叫立主で）

窄欄：コース外科 II, 教職の必修に関しては※ 3を参照

責．•免許科·11 「［業」の教科に関する科 1―1

＊：免許科 II 「l業」の教科にIY」する科 11 (必修）

［］：特別講義i廿．位数

():Jlf}役修クラス l札付数

※l微柏分解法・物則学）よ礎・物J咀学 I• 数学 I• 数学IIを1り）役修する学生は，再度l,i]・科

日を履修するほか， ,1n復修クラスを受，溝することもできる。 1サ履修クラスで修得した単位

についても，選択必修科日として，卒研着下条件や卒業要件の車1立に合めることができる。

※2 , 情報教員：柏報・知能コース教員全員

※3屯氣教員：屯気・屯「迎伯コース教員全員

※1J 11彰rのI非l講科 II

※5教育職員免許・状の取得に必須だが，取得したり叶立は lヽ 侭業に必要な修得爪位．には合主なし‘
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情報・エレクトロニクス学科履修科

1学年

1学期 ： 2学期

記号の説明

融合教育領域の科目

〔
コース別開講科目

------
I ヽ
ヽ I 
------

基盤共通教育科目

E電気・電子通信コース

I: 情報・知能コース

◎ 必修科目

口選択必修科目

0選択科目 1

△ 選択科目2

2学年

3学期 ， 4学期

―- fi:3 

のつながり

3学年
I 

5学期 ， 6学期

4学年
I 

7学期 ， 8学期

卒菜研究

E—• I—• 





機械システム工学科教育目標とカリキュラム





機械システム工学科の教育理念及び学習・教育到逹H標

機械系エンジニアヘの社会の期待

機械システム工学科が関わる分野は，輸送，生産，エネルギー，家電，医療福祉， 建設，

航空宇宙，洵洋など多岐にわた り， 機械系エンジニアには人間活動のあらゆる分野で科学

技術的な側面からの強力な推進役として幅広い貢献が求められています。同時に，「もの

づく り」と いう観点から人間生活に最も密着 したところでの科学技術に貢献しています。

このため，社会生活や環境に科学技術が与える波及効果や責任を常に念頭においた上で次

世代を担 う新たな製品を開発できることが求められています。自動車一つを例にとってみ

ても，安全で快適な ドライビング性能だけでなく ，人間の感性を！りIR使した外観デザイ ンや，

排気ガスや騒音への対策および省エネルギーな どにむけた環境適合性の麻いデザイ ンコ

ンセプ トなど多彩な視点が必要不可欠となってきています。したがって，現在，機械系エ

ンジニアには機械工学の基礎力を身につけ，グローバルな視点から機械をシステムと して

統合する柔軟な幅広い素義をもち，かつ，進展の著 しい科学技術の担い手と して独創性 ・

創造性を発押できるこ とが強く要請されています。

機械システム工学科の教育理念

このよ うな機械系エンジニアに対する社会の要請を踏まえ，本学科では，機械工学の基

礎知識と，これに立Jltllした多岐にわたって底度に成長する先端技術を教育するとともに，

技術が社会や自然に与える波及効果や社会に対して技術者が負う責任を認識させながら，

国際的な視点か ら社会と産業の発展に貢献し うる技術者ならびに研究者を養成するこ と

を目的としています。そのために，学生個々人の個性を尊重 した人格の形成を促 しながら，

健全かつ多様な価値観に基づいて主体的に行動できる 「前向 き」で 「独創性，創造性豊か

な」 人材を育成します。

育成する技術者像

上記の理念に基づき ，本学科は次に示す (1),..___, (5) の能力 を備えた技術者な らびに

研究者を育成します。

(1) 機械工学の基礎知識を有している。

(2) 多岐にわたり高度に成長する先端技術を継続的に学び続け ること ができる。

(3) 国際的な視点を持ち，技術が社会や自然に与える波及効果や，技術者が負う責任

を理解した上で，社会と産業の発展に貢献できる。

(4) 健全かつ多様な価値観に基づいて主体的に行動でき ，前向 きで， 独創性と創造性

に富んでいる。

(5) 研究，開発，設計， 生産など，ものづく りの場面で実践力を発揮し，課題に粘り

強く 取り糾むことができる。

機械システム工学科の学位授与の方針（デイプロマ ・ポリシー ：DP) 

大学及び工学部のディプロマ ・ポリシー，さらに，上記の機械システム工学科の教育理
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念及び育成する技術者像のもと，機械システム工学科では，晶盤共通教育及び専門教育を

通して，以Fのような知識．態度・能力を獲得した学生に「学I:(T. 学）」の学位を授与

します。

豊かな人間性と社会性

DPl健全な価値観と倫刑観を体得している。

DP2技術が社公や日然にりえる影粋と技術者が負う責任を熟知している。

DP3国際性を兼ね備え，他者を咋屯しながらチームで間題を解決する能力を身につけてい

る。

幅広い教養と汎）H的技能

])四多様な価値観を則解でき，社公が疫求する［学的間題のf解決に取り人れることができ

る。

DP5論則的息考））と且!!fl!『力，および説明能力を均につけている。

DP6独創刊：・創造性を発抑して， tll・111ij的に機械L学に閃する課題を解決できる。

専門分野の知識と技能

DP7機械 L学の lド該となる知識・概念.))げI!. 且H論を則解し，デザインに活かせる。

DPS ものづくりの実践的場面で， りえられた制約のもとで機械1州連の間粕を解決できる。

DP9閥度で多岐にわたって発展する先端技術を継続的に学び続けることができる。

機械システムI冴上学科の教育課程の編成。実施の方針（カリキュラムポリシー： C P) 

大学及び I'.学部のカリキュラムポリシーに沿って，機械システム L'芹科では，以ドのよ

うな学生が休系的かつl:1本的に学習できるように教介諜料を編成し，これに従って教介を

行い主す。教育諜程の編成及び実施衿にあたっては，ディフロマ・ポリシーに）よづき，詮

細な「学判・教介到達IIt¥'{」を設定し，この学習・教行到達111票を確実に逹成できるよう

にカリキュラムを編成します。

教育課程の編成・実施等

CPI L学の）よ礎としての数学，物則学及び情報処刑の）店礎知識を身につける科日群を配置

する。

CP2機械 I'.学の）よ礎としての力学を休得するための科• 日群を必修として配附する。

CP3機械 1:学の叫亥をなす実践的な内判l科・1,1i罪を配附する。

CP1l間発，設叶及び生咋技術:0))よ礎とエンジニアリングデザインを休得するための実験，

実習及び製図科目 {l平を配附する。

CP5技伸i者倫］用と [:i廿緊1・生を兼ね備えたリーダーシッフ醸成のための科 II群を配tit(する。

CP6最先端科学技附の教育を取り人れ，継続的な学判を促す科 IIを配附する。
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教育方法

(1)詳細な「学習・教育到達目標」を提示し，学I卜→がそれらを確実に達成できるようカ

リキュラムを構成し，周知する。

(2)カリキュラムに見づいて科目のシラバスを作成し，到達日標の自己管雌を学生にも

促す。

(3) ]こ学とti会のつながりを、音識した教育を行う。

教育評価

(I) 「学習・教育到逹目標」の達成）店準を具休的に定め，それに）店づき達成度を謹価す

る。

(2)シラバスに記載した評価）よ準にしたがって成禎評価を行い，）店準の改良にも取り糾

む。

(:3) 定期的に外蘭；からの評価を受け，その結果を教行改怜に活かす。

機械システム「．学科の学習・教育到逹H標

本 学r.学部の創設は，名枯卜杉）應山公が興した地場））信業「米織」が礎となっており， 1910

年にIJ廿設された米沢似jAJ{1・. 業学校が前身です。それ以来，本学機械系出身者は， 「ものづ

くり」の現場で研究，間発，設叶，牛」危に携わる粘り強く誡実で限実な技術者として，f,'iい

謹価を受けズきてしヽよす。このような雁史と伝統に育まれた卒業I・トの話趾分野4こ鑑み文，

本教介プログラムでは，実践的・実学的教育を屯視しています。特に， i麗習，実験，機械

［作実習，設計製図，ゼミナールなどの実技科「I,およびエンジニアリング創成や卒業1iJF

究などのデザイン科日を通して達成されます。そこで， 1)1j述のデイプロマ・ポリシーのも

と，次の 2大教育日椋を掲げてい主す。

1 . ものとの触れ介いを通して，研究， 1m発，設叶，！［）崖の技術を休得できる実践的・

実学的な教育を行う。

2. 筋遁を立てて説明できる「刑論的息考））と記述））」， i'l分の杓えを表現し,1涌布に

伝えることができる「プレゼンテーション能力」， 111闊広い視野をもち他人の紅見も

怜重しながら判断，ふl議できる「判断））およびディベート能力」，グローバル化時

代に相応しい「国際感覚を身につけたコミュニケーション能力」，そして既成の概

念にとらわれない「創造））」を義成する。

これらの教育目椋を実現するため，）iし盤共通教育・専Ill]教育に具休的な学習・教育到達

日椋を次のように褐げています。

機械 l汀〗学の）店礎となる力学，および広し、［学!HJ題の鮒決に機械 l ・幽学を応）廿する発展的分

野についての知識を身につける。

(A) T学の）店礎力〔DPlJ : L学の方し礎としての数学 (4守に，線形代数学，微積分学，

MH率．統計），物J:用学，,,青恨処則0))店礎知識を身につけ，それらを）；ぷ川できる能力

を捉う。

(B) 機械l・:学の）；屈礎〔DP5]: L業））学，材料））学：，流休））学，熱力学，連動学・機械
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力学などの機械r片学の韮礎知識を身につけ，それらを機械の解析・設計および間

題解決に応川できる能力を投う。

(C) 実践的機械l―汀^学 [DP4〕：機械―［学の中心をなす以下の実践的領域の中から， 自身

の将来ビジョンに屈づき選択した科日履修を通し，積極的な学晋妻勢で専門↑生を

高める。

［構造・材料・デザイン領域］：

機械材料のミクロ拳動，構造強度および振動の解析，各種機械システムの力学

特1・生を踏主えた構造設計，および間連する分野。

〔熱流体・エネルギー［学領域］：

熱移動および流れの枯密恨lj定や解析，エネルギーのイ［効利川を図るシステム，

および関連する分野。

［ロボット・バイオ＾＾クス領域〕：

ロボットや機構の解析と I没叶，生体の機能解析と、情恨処則，それらを統合した

新しい機械制御システムのrm発，および1闊連する分野。

(D) 技術者倫則観 [DP2〕：技術（者）のあるべき社会的責任や環境・エネルギー1札］題

を学びながら，地球的視点から物＇＾ドを考える能力を義う。

(E) 職業観 (DP2]: J仕期から1―;Ifill]領域における i'I分の関心を見極めるとによって日的

，意識や健全な職業紅識を育み，将来の職業選択を 111l: 的に行える能力と職業観を

身につけ，社会と）崖業の発展に呆放に取り糾恥認欲を捉っ（）

また，':、り jl「]知識を多様な l~"/:11\]題に応川し，解決する能力を義う。

(F) !'I l一:的。継続的学粁能力 [DP9]: 知識の単なる陪記ではなく，知識の本質を則解

しながら I'!じ的に学習する能力を身につけ，社会および科学技術の変化に‘常に対

応して進展許しし、最先端の分野を継続的に学習できるljj)E「1已学料能力を投う。

(G) 1tl・!Htf的遂行））とグループ泊動能力 [DI叩：実験，実料，飢習を通して， りえられ

た制約0)卜で叶両的にイI:・ードを進め，主とめる能力を坑につける。また， これらを

通じて友人と切磋琢磨しあうことによって，グループ活動能力，協調ヤI:,行動力，

決断力，指導力を捉う。

(11) 間発・設計• 生靡技術およびデザイン能力 [DP7]: ものとの触れ合いを重視した

実践的な教育を通して， IJ廿発， i没叶および生｝）代の技術を身につけ，それらを利川

して社公が要求する機械関連のI打］題を解決するデザイン能力を義う。

(I) 実験・シミュレーションの叶 11l1j• 遂行）J [DPS] : 1-侭業研究や実験などを迎して，

間］題解決に必 9梃な実験やシミュレーションなどを叶mu• 遂行し，その結果を解析

して考察できる能力を投う。

(J) 創沿力， 1—'1U1り行動力およびコミュニケーション能力〔DP6〕：入侭槃研究や実験・

実判・狐習・ゼミナールなどにおける実践的科 llを迎して，創辿力，構想・着想

カ， 1廿l題発見・解決能力を身に./)ける。さらに， 日本語による論則的な息考カ・

i記述）J' 発表・討議能力，「叶際的に通川するコミュニケーション陥礎力を身につ

け，「l]・：的かつ計両的に行動できる能力を捉う。
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(K) 技術者倫理と国際性を兼ね備えたリーダーシップ〔DP3]: 山形という恵まれた自

然環境のもとで健全な価値観に）店づいた技術者倫理観を体得し，外国人教員や国

際感覚既かな教員との触れ合いを通して外国語に関する教義と国際性を捉い，地

球的視点から多面的に物事を捉え先尊できるリーダーとしての素養を養う。

山形大学L学部機械システム［学科昼1竹lコースは， 2003年度に II本技術者教育認定機構

(J ABEE) より認定された教育プログラムです。次に褐げる達成度悲準を満たした本

プログラムの卒業生は，技術者として必要な知識や能力が社会のニーズに応えられて，田

際的にも通）廿する教有を受けたことが保証されます。また，/,;べ業牛は，技術I:. 次試験

（国家試験）が免除され，「修習技術者」となります（技術L~MJ となる資格をイ［します）。
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各学習・教育到達目標を達成するための科目及び達成基準一覧
科目名の後の◎は必修科目、 0は専門基礎科目の選択必修科目、△は専門科目の選択必修科目を表す。

GP: カリキュラム•ポリシー、 DP :ディブロマ・ポリシー

学習・教育到達

目標
CP DP 達成度評価対象 単位数 各対象1J)評価方法と設定基準

〔数学・物理学関連科目〕

I I 
基盤共通教育科目（共通科目）サイエンス・スキル（微分栢分学 I及び

2単位以上を取得。
Il以外）及び（教蓑科目）自然と科学 ...... .... 一.. .... ............ .... .... ... ー・

I I 機械工学基磋 ll(O) 2 ・・・・・・・・・左・・・記・も・しくは機械工.学...基..礎...I..を.取...得..。.... 
I I 物理学実験（◎） 2 

... . .. .. .. . . . ... .. . .. ... . . ● 言● 言● .........  ● .......  

I I 物理学 1(0) 2 

I I 物理学 Il(O) 2 左記のうちから2単位以上を取得。

I I 雷気・屯子回路(0) 2 
------------------- -----------------------

I I 化学・バイオ工学概論(0) 2 

I I 情報エレりトロニりス概論(0) 2 左記のうちから2単位以上を取得。

I I 高分子科学(0) 2 
● ● ー・・ ........ .. ... ...... .. ...... . . . . . . ... . . .. 

I I 単位互換科目

（微積分学関連科目）

微分積分学 I
I I 

（基盤共通教育科目（共通科目）サイエンス・スキル）（◎）
2 

微分li'i分学 Il
I I 

（基盤共通教育科目（共通科目）サイエンス・スキル） （◎）
2 

I I 機械工学基媒 I(0) 2 .．.．.．.．.．.. ．．．左．記もしくは機械工学..基.磋.... n.. .を.取.得..。........ 
I I 微積分解法(0) 2 ................. ............................ 
I I 数学 I(0) 2 

(A) 
左記のうちから4単位以上を取得。

工学の基堤カ
I I 数学ill(O) 2 

I 

I I 数学IV(O) 2 . . ....... . .. .. . ... . ........................ 
〔線形代数学関連科目）

. ... . . ● ・・.. . . . . . ............ 
I I 数学G(O) ， 2 

左記のうちから2単位以上を取得。
I I 数学 Il(O) 2 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

〔確率・統計関連科目〕
＇ 

. .. .. .. .. ..  響● ..  . ・・・・・・ ● .. .. .. .. .. .. ..... ... ....  

I I 確率統計学(0) 2 
左記のうちから2単位以上を取得。

I I 機械計測法(0) 1 2  
... . ... . ... . .  響... ...響. . ...............  雫● 雫.........

（情報処理関連科目）

5 I 基盤共通教育科目（共通科目） 1行穀科学（◎） 2 

〔コミュニケーション関連科目〕

＇ 

..  響 . ...響..雫● . .... . ..........................  

基盤共通教育科目（共通科目）
5 I 

コミュニケーション・スキル1(◎）,2 
6単位以上を取得。

----------------- ------- - -------------------
5 I テりニカルイングリッシュ（◎) 2 

〔基盤共通教育関連科目）

5 I 基盤共通教育科目（祁入科目）（◎） 2 
---・--------------- - ---- --------------

5 I 碁盤共通教育科目(i.-1).入科目）学部祁入セミナー（推奨） 2 左記を取得することを推奨する。
. ... .. . . .. . . . . ...  響 . . ...  讐● 讐....

5 I 基盤共通教育科目（基幹科目）（◎） 4 
.. .. .. .. .. .  詈• . . ... ... .. . ............ 

5 I 基盤共通教育科目（教狸科目）機械技術者倫理を除く

＇ 

.. . . . . ... .. . . ..... . . .......................... 
5 I 碁盤共通教育科目（共通科目）健康・スポーツ

2 5 基礎材料力学及び演習（◎）

>2 5 運動と力学及び演習（◎）

2 5 甚礎熱力学及び演習（◎）

2 5 基礎流休力学及び演習（◎）

2 5,6 甚礎振動工学及び演習（◎） 2 
2 5 材料力学 I(△） 

三2 5 材料科学（△）

2 5 工業材料（△）

2 5 工業熱力学（△）

Et= (B) 
2 5 伝熱工学（△)

左記のうちから14単位以上取得。

機械工学の基礎
2 5 流休工学（△）

2 5 機構学（△）

2 5 ロポティクス（△） I 2 
2 5 生休の力学（△）

王2 5 制御工学（△） ー・ ... ... . 雫 . . . . .. . . ......... ........ .. .. .. 
I 5 基礎製固（◎）

二4 5 機械工作実習（◎）

4 5 機械システム設計及び製図 I(◎） 
戸4 1,5 機械システム基媒及び実験 （◎）

6 5 特別講義
I 

6 5 機械システム工学特別講義
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総合評価

方法及び

評価基準

36単位

以上

31 5単位

以上



学習・教育到達
目標

GP I DP 達成度評価対象 単位数 各対象の評価方法と設定基準
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-

4
4
4
4
4
4
4
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4
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4
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4
4
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4
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3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
 

学工械
c
機的践実

総合評価
方法及び
評価基準

34.5単位
以上を
目標

6 I 4 I卒業研究（◎）
研究発表(20%),研究内容(80%)の割合で所定の

10 I項目評価に従って評価し，平均点60点以上を合格と
する。

.
9
.
 

◎
 

~
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~
 理倫者術技械機
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旬
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悶
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a
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5
詞
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鱈

,
8
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2

7

2

7

,

7

2

2

2

5

 

1

4

 

4

5

5

3

5

5

6

 

(D) 

技術者倫理観

5 I 2 I卒業研究（◎）
研究発表(20%),研究内容(80%)の割合で所定の

10 I項目評価に従って評価し，平均点60点以上を合格と
する。

5 2 基盤共通教育科目（共通科目）キャリアデザイン
5 I 2 キャリア形成論

2 知的財産権概論

2 Iキャリアプランニング
工業技術概論

ベンチャーピジネス論

5 I 2 産業理解特別講義

5 2 キャリア形成特別講義

2 科学と技術

2 職業指導 I

2 職業指導 1]
- -

学外実習 I(インターンシップ）
学外実習 II(インターンシップ）

6 2 工場見学
_________________ , 6 ___ [ ___ 5 __ j特別講＿義

(E) 

職業観

2
-
2
-
2
-
2
 

左記のいずれかに参加して，レポートを提出。

左記のうちから2単位以上取得。

23単位
以上

左記のいずれかに参加して，レポートを提出。

2単位
以上
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学習・教育到達

目標
CP DP 達成度評価対象

5 9 基盤共通教育科目（導入科目）（◎）

9 基盤共通教育科目（基幹科目）（◎）

9 基盤共通教育科目（教養科目）機械技術倫理を除〈

9 基盤共通教育科目（共通科目）コミュニケーション・スキル1(◎）， 2

基盤共通教育科目（共通科目）サイエンス・スキル

基盤共通教育科目（共通科目）健康スポーツ、情報科学

基盤共通教育科目（共通科目）キャリアデザイン

基盤共通教育科目（導入科目）

微積分解法(0)

数学C(O)

数学 Il(O)

機械工学基礎 I(0) 

1 9 I機械工学基礎 Il(O)

9 数学 1(0)

9 数学ill(O)

数学IV(O)

確率統計学(0)

機械計測法(0)

物理学実験（◎）

物理学 I(0) 

1 9 I物理学 11(0)

電気・電子回路(0)

化学・パイオ工学概論 (0)

9 情報エレりトロニりス概論(0)

9 高分子科学(0)

9 単位互換科目

9 基礎材料力学及び演習(@)

7 運動と力学及び演習（◎）

9 基礎熱力学及び演習（◎）

9 基礎流体力学及び演習（◎）

(F) , 2 9 基礎振動工学及び演習（◎）

自主的・継続的 2 9 材料力学］（△)

学習能力 2 9 材料科学（△）

2 9 工業材料（△）

2 9 工業熱力学（△）

2 9 伝熱工学（△）

2 9 流体工学（△）

2 9 機構学（△）

2 9 ロボティりス（△）

2 g 生体の力学（△)

2 9 制御工学（△）

材料力学 11
機械工作法

機械情報処理演習

計算力学

圧縮性流休力学

エネルギー変換工学］

機械システムプ日グうミング

設計工学

微細加工

航空宇宙工学

連続体の振動学

Iネルギー変換工学 1I
計算熱流体力学

メカトロニクス

バイオロポティりス

医用システム工学

知能システム工学

CAD/CAM/GAE 

, 1 l言言~~.., 講義

9 職業指導 II
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単位数 各対象の評価方法と設定基準

「微分積分学 I」と「微分積分学 1I」を含む

左記を取得することを推奨する。

左記のうちから2単位以上を取得。

左記のうちから4単位以上を取得。

左記のうちから14単位以上取得。

左記のうちから14単位以上取得することを目標とする。

総合評価

方法及び

評価基準

56単位

以上



学習・教育到達
目標

GP DP 達成度評価対象 単位数 各対象の評価方法と設定基準
総合評価
方法及び
評価基準
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(I) 
実験・シミュレー
ションの計画・遂

行カ

..... 

8 lエンジニアリング創成 I(◎） 
8 機械システム基礎及び実験（◎）

~~ 

卒業研究（◎） 10 

研究発表(fo~i,j, 研究内容iiiii~i)の割合で所定の
項目評価に従って評価し，平均点60点以上を合格と

する，

左記のうちから8単位以上を取得。

卒業研究（◎） 10 

左記のいずれかに参加して，レポートを提出。

16単位

30単位
以上

~
5
5
5
5
 

~
 

(K) 

技術者倫理と国
際性を兼ね備え
たリーダーシップ

基盤共通教育科目（教養科目）機械技術者倫理（◎)
知的財産権概論. -- . 
学外実習 I(インターンシップ）
学外実習 Il(インターンシップ）

卒業研究（◎）

研究発表(foo,i,'j、研究内容(809i)の割合で所定の
項目評価に従って評価し，平均点60点以上を合格と

する．．．．．．．．

12単位
---•---•-----------------------------------------------------------------------

研究発表(20%),研究内容(80%)の割合で所定の
I 以上

項目評価に従って評価し，平均点60点以上を合格と
する_,__ 

10 
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機械システム工学科履修心得

1. 基盤共通教育科目

(1) 見盤共通教育科日について

晶盤共通教育科日は，導人科日，基幹科目，教養科日，共通科目の 4つの科日区分から

なり，主に 1年次に小白川キャンパスで修得します。進級（米沢移行）条件，卒業要件を

満たすには，表 2の単位を修得する必要があります。履修にあたっては，十分に計画を立

て，修得訓れがないようにして下さい。履修計画に自信がない場合はアドバイザーとよく

相談し，後述する専門教育科日も含め計画的な履修を心がけて下さい。

(2))店盤共通教育科日の履修上の注意

① 【導人科日】：授業科日名［スタートアップセミナー］

1年前期に開講される科Hを修得することが望ましい。 21ド次に米沢キャンパスに

履修地を移行するためには，この科日を必ず修得する必要があります。

：授業科 I~! 名［学部導人セミナーJ1年前期に開講されます。

② 【屈幹科「l 】：領域名［人間］を考える。共~tを考える〕［山形から考える〕

1年前期に開講される科目を修得することが望ましい。 2年次に米沢キャンパスに

履修地を移行するためには，どちらの領域とも必ず修得する必要があります。

③ 【教捉科日】：領域名〔文化と社会〕［自然と科学］［応）廿と学際］【共通科H】：領域

名〔’情報科学〕〔健康・スポーツ］［サイエンス・スキル］〔キャリアデザイン〕【導

人科I―l】:［学部導人セミナー］

a. 【共通科ll】〔情報科学〕は必修科日であり， 1年次に修得：しておくことを強

く推奨します。

b. 【教養科「l】［文化と社会〕のうち［機械技術者倫JI![]は必修科日で， 31ド後

期に開講されます。

c. 1'1fJ記b.を除く【教義科日】〔文化と社会〕と【共通科11】〔キャリアデザイン〕

から 8単位以上修得することが必要です。

d. 【共通科日】［サイエンス・スキル〕のうち［微分積分学 I]と［微分積分学

II] 2科114単位は必修科日です。 なお，［力学の見礎J1科日 2単位を修

得することを推奨します。

e. 【教韮科目］〔自然と科学〕と【共通科日】［サイエンス・スキル〕から合計 6

単位以_j—ー：修得することが必疲です。

f. [教義科日】（全領域）と［共迎科目】〔、情報科学］〔健康・スポーツ〕［サイエ

ンス・スキル］［キャリアデザイン］および【導人科日】［学部導人セミナー］

から， 1ー：記 a.~e.を含めて24単位以上修得することが必要です。なお，【導人

科目】［学部尊人セミナー］］科日 2単位を修得することを強く推します。

④ ［共通科日】：領域名〔コミュニケーション・スキル l〕〔コミュニケーション・ス

キル 2〕

a. [コミュニケーション・スキル l〕［英語 l] 
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1年次に小白川キャンパスで4単位開講されます。卒研着手および卒業には4

単位です。 2年次に米沢キャンパスに履修地を移行するためには， 2単位以上修

得することが必要です。小白川キャンパスで4単位に満たない場合は， 2年次以

降に米沢キャンパスで開講される［英語 1Jを履修することで補充することがで

きますが，できるだけ 1年次に 4単位修得することを推奨します。

b. [コミュニケーション・スキル 1J [英語2]

2年次に米沢キャンパスで開講されます。卒研着手および卒業には 2単位必要

です。これを越えて修得した単位数は，表 1に見づいて 4単位までを専門教育科

目の選択科Hとして，算人することが出来ます。ただし，見盤共通教育科日から

専門教育科目に算人できるのは合計 6単位までです。

C. [コミュニケーション・スキル 1J [英語：3] 

2年次に米沢キャンパスで間講されます。卒業要件には人りませんが，修得す

ると表 1に晶づいて 2単イ立までを専門教育科日の選択科日として，筒人すること

が出来ます。ただし，）よ盤共通教育科日から専Ill]教育科I」に窮入できるのは合計

6単位までです。

d. [コミュニケーション・スキル 2〕（初修外国語）

コミュニケーション・スキル 2 (初修外ltlffH・)は， 1 ,iロ「次に小白川キャンパスで

ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語及び韓国語がそれぞれ4単位開講され

ます。修得すると表 lに韮づいていずれか 1か国語4単位までを専門教育科日の

選択科日として仰人することができます。ただし，基盤共通教育科l=Jから専門教

育科Hに篇人できるのは合計 6単イ立までです。

また留学生の場合，［日本語］を修得し，その単位を［コミュニケーション・ス

キル 2 (初修外川語）］の単位として振り替えることができます。

表 l コミュニケーション・スキルの専門教育科IIへの仰人1iJ能単拉数

区分 最低修得単位を超えて修得した

領域 分野名
単位．の， 1/{門教行科llへのり:}:人
可能叩立数

英語 l なし
コミュニケーション・スキル 1 英語2 4 

英語3 2 

コミュニケーション・スキル2
ドイツ語・, フランス語， ロ

4 (し‘す万!1.,力ヽ 17J、1mmサ）
シア語， 1j1[J,],Wi・, 韓国語

合計・6単位まで

2. 専門教育科目

(1) 専門教育科日について

機械システム［学科の専門教育科日は，「機械システム[学科専門教育科目及び単位＾数表」

にしたがって間講されます。履修にあたっては，履修心得に留意して，無則のない学習の

計訓を立ててください。また，表中の科日は，事情により多少変更されることがあります。

この場合には，掲示節により周知します。
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(2) 専門教育科目の区分と指定

専門教育科目は，【専門基礎科目］と【専門科目】に区分され，さらに，必修科目・選択

必修科目・選択科日の指定があります。それぞれの定義は以下の通りです。

区分 表中の記号 定義

必修科日 ◎ 修得が義務付けられている科目

選訳必修科目

゜
設定された科日枠から，各自選択の上， 月定単位易数の

修得が義務付けられている科日

選択科日 なし 修得が各自の選択に主かされている科 1:-:1

必要単位数数を超えて修得した選択必修科目，他学科開

溝科目 (8単位まで），および定められた韮盤共通教

育科日 (6単イ立まで）を算人i1f

また，教育職員免許状（高憚学校教諭一種免許状（［業））の授りを受けるには，教職

必修科 I~! ([T業技術概論］および［職業指導 1または11]: 科,~, 表中の＊）と，「教科に関

する科Fl」（科1-l表中の食）から所定の単位数を修得する必要があります。ただし，教職必

修科目は卒業に必要とする単位に数えることはi廿来ません。詳細は，各種資格の「 I. 教

育職員免許状について」を参照してください。

(3) 卒業研究

卒1{!!着手条件を満たした学牛に対して間講され，単位修得にけ l年以卜¢汁i'lf究期「り］を嬰

します。

(4)他学科間講科FlのI復修

他学科に開講されている専[HJ教育科日は， 8 ljJ. 位まで選択科日として修得することがで

きます。履修を希惰する場合には，アドバイザー及び‘り該授業担刈教員の許Iりを得なけれ

ばなりません。なお， 自学科IJ~l.l翡科 II と同名の科 11 は，履修できないので注靱してくださ

し‘（） 

:3 . 進級（米沢移行）条件・卒研着手条件・卒業疫件

(1)進級（米沢移行）条件・！、お研着手条件・卒業疲件とは

① 迎級（米沢移行）条件

機械システム_[学科の）役修地は， 1年次は小白川キャンパスですが， 2年次以

降は米沢キャンパスに移行します。米沢キャンパスで集中して専門的な教育を受

けるために必要な学修条件が定められています。なお，進級（米沢移行）条件が

満たせずに小白川キャンパスの在学期間が 3年を超える（特別な則由がない限り

休学期間を除く）学牛は，成業の見込みがない者として除籍されます。

② 卒研着手条件

4年次に行われる卒業研究に集中して惰むために必要な学修条件で，この条件

を満たさないと卒業研究を始められません。

③ 卒業要件

卒業のためには， 4年以I今＾在学（特別な則由がない限り休学期間を除く）し，
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以Fに示す卒業に必要な最低修得単位数を満たすことが必要です。

(2) 見盤共通教育科目の進級（米沢移行）条件・卒研着手条件・卒業要件

見盤共通教育科日の進級（米沢移行）条件・卒研着手条件・卒業要件は表 2のとおり定

められています。ただし， 1年次のうちに， 2年次以降に米沢キャンパスで間講される「英

語 2」と「機械技術者倫理」を除く単位を充足しておくこと強く推奨します。

表 2 基盤共通教育科目履修方法
科ll If姐域 分野名／科II名 必要な最低修得単位数

進級（米沢移行) | 卒ii}「着F 卒．菜

）よ幹科II
人間を考える・共4を考える

人間を苫える
共牛を考える 2

 
2
 

2
 

廿l形からぢえる

導人科II スタートアップセミナー
スタートアップセミナー
学部消人セミナー

応Jllと学際・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

健康・スポーツ

自然と科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2
-
2
＿＿ 

サイエンス・スキル
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・, 
微分積分＇、戸 l

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

り乳［クHr!ク}?II
う（
 

••••••• 
2
 

教柑科ll
および
Jし通科II

キャリアテサイン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

文化と社会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
札斐i戒1支術者1倫Jlj!

8
 

ti'/報｛斗‘、iを 1:1: 

英晶 l............................................. 

英晶2
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

英晶3

2
 コミュニケーシ1ン・スキル 1., 

+
0
 

... 1
"
2
 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ
9
9
9
9
9

2

2

6

2

9

-

4

2

 
●
9

9

9

,

!

9

9

9

,

．

8
 

．
．
 

．
．
 

~2;2 
叶

20

二
[8l)．

l

2

i
 

•••• 

'
 

f
 

コミュニケーシJン・スキル2 l ],;』l

[ I l Jよ盤共油教介科IIの［コミュニケーション・スキル］及び2〕の単位．を卒i;Jf,i¥rお.J:ひ卒業要件以 I:に取得した場合It,
州llj教育科IIの選択科IIとして合，；j(-j単位:.tで故えることができる",ff細It, I l . Jよ盤共通教介科11 (2) Cいを参照
すること"

(2] 情学11,の場合，[11本，，ff]を習得し，その1札位を［コミュニケーシ」ン・スキル2 (初修外[Fj,沿）〕 <!) lj¥. 位として阪り粋
える=ーとができる"

[3 l [機械技術者倫刑lIt (う学期に，『h11報科学III: l学期に単位．を修得しておくことが惰1こしし、，

(3) 専門教育科IIの泄級（米沢移行）条件・卒研府F条件・卒業疫件

叩叶教育科IIの進級（米沢移行）条件・卒研着丁：条件・卒業要件は，以ドのとおり定め

られています。

科 II 区分 必要巾位数

進級（米沢移行）条件 卒{iJげi'T:条件 卒業要件

'、りpi]Jよ礎 ,y111n斗II '、りl"JJよ礎 ＼りl11lt斗II
I、りp1JJよ礎

［り門科ll
f斗ll 科II HII 

必 修 科 II I 2 28 2 30 

選 択 必修科 II 6 18 ]!I 18 J;I 

選 択 科 II 12 20 

~-1'-,、• ・ 業 研 究~ ~ ~ 10 

,H- 7 7rl ¥),1 

※淮級条件における【専t!IJ恥礎科II】の選択必修科116単．位は， 1,・: 記の条件を満たすこと
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が必要です。

① 機械工学悲礎 I, IIから 2単位

② 上記①の修得単位数を超えて修得した単位数，および 1年次に開講されるその

他の専門拮礎科目の選択必修科日から 4単位

※進級条件における【専門科目】の必修科日は，晶礎製図 (1単位）を修得する必要があり

ます。

※卒研着手条件および卒業要件における【専門駈礎科目］の選択必修科目 18単位は，下記

の条件を満たすことが必要です。

① 機械―l二学韮礎 I, IIから

② 数学 I,III,IVから

③ 数学C, 11から

① 確率統計学，機械計測法から

⑤ 物理学 I, 11 ,'r膨気・電fli1]路から

2単位

4単位

2単位

2単位

2単位

⑥ 情報エレクトロニクス概論，化学・バイオ［学概論， 1fi'i分f科学から

2単．位

⑦ |富吐①から⑥の修得単位数を超えて修得した単位数，およびその他の専門）店礎

科IIの選択必修科・IIから - 4 lj:l_f立

※卒研着手条件における【＼り111]科 II】の必修科I.Iは，）よ礎材料力学及び狐習，）よ礎熱力学

及び梱習，駈礎流休力学及び屈習，迎動と力学及び旅習，力［礎板動r学及び梱習の 5科

11 lOlji. ィ,1:から， 4科118単位．を修得する必要があります。その他，卒業研究を除く必修

科II9科1120り叶立を修得する必要があります。

✓ 選択必修科 LIは，必要単位．数を超えて修得した場合，選択科 1::1のり叶吃に含めること

ができます。

✓ 選択科IIは，カリキュラム表で◎やOが付されていない科,-1, 必要ljiイ立数を超えて

修得した選訳必修科IIです。この他に， 2. に記した他学科でIJM溝されている専門

教育科IIを8り叶立まで， 1. に示した）店盤共通教育科11o) 「コミュニケーション・

スキル 1及び 2」の科IJを合[?+6単イ＼＇［まで合めることができます。

5. 取得可能な資格

機械システムL学科では，所定の要件を満たした場合，教育職員免許状（高等学校教

諭一種免許状（［業））を取得することが可能です。詳細は，各種資格の「 I. 教育職員

免許状について」を参照して卜さい。
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機械システムI学科専門教育科目及び単位数表

開講時期及び週時間数 必 教

修
区 単

1 2 3 4 5 6 7 8 職
授 業 科目名 位 選 担当教員

ノ刀‘ 数 邑子 巫子 邑子 邑子 巫子— ,.,_,, 子 巴子・ 学 択 科
の

期 期 期 期 期 期 期 期 別 目

開小 微柏分解法 2 2 

゜
非 常勤 講 師

白
機械工学基礎 l 2 2 

゜
＊ 上 原，担 任

講川
キ 数学 C 2 2 

゜
非 常勤 講 師

科 ヤ
ン 機械工学屈礎Il 2 2 

゜
＊ 妻木，奥 山

ノ‘゚

目ス 微積分解法〔補習〕 (2) (2) 再屈修クラス

数学 ］ 2 2 

゜
早田 ・小 島 ・
ラ ンジ ェム

数学Il 2 2 

゜
早田・小島・村松

物理学 I 2 2 

゜
井坂・非常勤講師

物理学実験 2 4 ◎ Jmn湘，安逹，小池ほか

化学・バイオ工学概論 2 2 

゜
化学・パイオ工学科教員

専
,t肖報エレクトロニクス概論 2 2 

゜
蹄エレクトo::ク入I学科韻

門
キャリア形成論 2 2 

゜
~I= ; 用；~·リJ言1'¢!1iji

基
確率統計学 2 2 

礎 ゜
大 槻

キャリアプランニング 2 2 

゜
非 常勤 講 師

科
数学lll 2 2 

゜
押非谷 ・勤小 島 ・

目 常 i翡師

数学IV 2 2 

゜
早Ill・大槻ほか

物理学11 2 2 

゜
西山・非常勤講師

機械計測法 2 2 

゜
＊ 奥 山

電気・＇厖子回路 2 2 

゜
＊ 井 上

高分子科学 2 2 

゜
菰分子哨槻梢I沼教員

特別講義 [ 2] 

数学 l〔柚習〕 (2) (2) 再屈修クラス

数学 1]〔補習〕 (2) (2) 再屈修クラス

物理学 I〔補習〕 (2) (2) 再屈修クラス

小計
38 ,1 4 

18 
10 ,1 

[ 40] (2) (6) 

m, 小 基礎材料力学及び梱習 2 2 ◎ 森 黒 田
白

講川

専 キ 基礎製固 1 2 ◎ ＊ 水戸部，奥山
科ヤ

門 ン
ノぐ

運動と力学及び演習 2 
科 目 ス 2 ◎ ＊ 峯田，水戸部

目 基礎熱力学及び演習 2 2 ◎ ＊ 赤 松

基礎流体力学及び演習 2 2 ◎ 汝0 木-r- 鹿
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開講時期及び週時間数 必 教

修
区 単

1 2 3 4 5 6 7 8 職
授業科目名 位 選 担'h教員

/JJ ¥,. 
数 学 、+'", ,+ ,,,, 

学 学 、f-"'・ 択 科
0) 

期 期 期 期 期 期 期 期 別 II 

機械 r.作実習 2 4 ◎ 食 尉夜ヽ／ステム］学科教員

韮礎振動l汀り学及び演習 2 2 ◎ 食 峠訓，ランジェム

エンシニアリング創成 1 3 4 ◎ 責 尉戎システム］：出敦且

機械システム設計・及び製図 l 1 5 2 ◎ ＊ 叶l西， A 町

テクニカルイングリッシュ 2 2 ◎ 責 椅枝システム］オ科教!1

機械システム設計及び製図 l1 1.5 2 ◎ 責 杜木， 鹿 野

機械システム）よ礎及び実験 3 4 ◎ 食 樹戎システム］ゲ科教員

エンジニアリング飢成II 3 11 ◎ 責 桃械システムl'f:fl教廿

機械システム設，H及び製図III 3 11 ◎ 責 り凶， JI坂， ）＼町， 悦l」

卒業研究 10 ◎ 桃械システムl令．学科教且

材牛lJJ'''f:I 2 2 

゜
責 ’'’ll. ‘‘ Ill 

材料f斗学 2 2 

゜
宜A I・. J爪，久米

L業材料 2 2 

゜
),A { 村澤 ，久 米

「．業熱力学 2 2 

゜
ぅ入^（ 赤 松

1ヽ-J:iJ・ 流体 L"芹 2 2 

゜
宜A A {・ 鹿

1111 機構学 2 2 

゜
H A 1fi 後

科 ロボティクス 2 2 

゜
"人( 多 111 隈

II 牛1本の力学 2 2 

゜
宜A 羽島， 測

H,lj御 L'、ド 2 2 

゜
H ' 水Jj部，村松

伝熱 r学 2 2 

゜
賣 赤 松

材卯I・カ＇、ド II 2 2 責 ,If,、!て Ill 

機械 I:作法 2 2 ぅAィ 近 祁

機械伯報処狸演習 2 2 責 I'森， 1111,K1iぷ

/H仰｝］＇‘芹 2 2 H A ’l’j!_ ‘‘ 田

機械システムプログラミング 2 2 責 杜 木

}I惰1/i、1'1:i前1本））''/: 2 2 唸~ 似 Ill 

エネルギー変換r I 2 2 " ｝ 鹿 阻f

砂H又 ""I・r.,-,,r, ・ ・ 2 2 責 飯 塚

微細）Jll r. 2 2 賣 牧I・- Ill 

航空'J'ilfL'ヽt 2 2 宜A 乍鹿，古）11 

述続体の振動学 2 2 冒_A_ ;Jヽ 沢 Ill 

叶貸熱流体力学 2 2 責 rji 両
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開講時期及び週時間数 必 教

修
区 単

1 2 :3 4 5 6 7 8 職
授業科日名 位 選 担,11教員

ノJJ＼ 

数 学 学 学 学 ，，，J を 学 学 9さf1,— 択 科
0) 

期 期 期 期 期 期 期 期 別 l=l 

エネルギー変換lー→一学II 2 2 食 伯A-A5- Fil 

知能システムl□学 2 2 責 湯 浅， 姜

バイオロボティクス 2 2 □ 井 I・ 

仮）Hシステムr.学 2 2 ＊ 湯浅， 測

ディジタルイけ号処則 2 2 食 渡 部

メカトロニクス 2 2 責 水）-i部，介我

(―: ;\D/C;\M/C:;\I~ 2 2 貨 大 Ill「

知l化1JH1)信朴jfり既I篇｝ 2 2 JI''iit勤，，怖師

ベンチャービジネス論 2 2 小 阻f

科•学と技術 2 2 肛f Ill 

学外実習 I(インターンシップ） 1 

専 学外実習 II(インターンシップ） 1 

1111 廂業狸解特別，溝義 [2] 

｛斗 キャリア形成特別講義 [ 2 J 

II 機械システム］^ 心学特別溝義 [ 3 J JI''!;:; ljリ~,l情i: 1i1ji 

単位,,:換科 II

Jよ礎材料力学及び狐習［補習〕 (2) (2) 再履修クラス

洲動と力学及び演習〔Mi習〕 (2) (2) jlj I履修クラス

J1l礎熱力学及び屈習 (Mi習〕 (2) (2) 再／履修クラス

),¥; 礎流休力学及び演習Chlll/J (2) (2) 再履修クラス

）よ礎板動 I.学及び役げ>/[fill料］ (2) (2) 再履修クラス

機械システム成，ii及び製図 IUill付〕 (1 5) (2) 再履修クラス

機械システム，，梵，ii及び製図 II[li!l付〕 (1 5) (2) 再履修クラス

機械システム）J礎及び実験[Mi付〕 (3) (4) 再履修クラス

機械システム設計及び製図Ill〔補・Pl〕 (3) (4) 再1履修クラス

小 ,)I- 106 
2 1j 14 26 28 28 

[113] (2) (6) (1!) (6) (11) 

教 ［業技術概論 2 2 ＊ 
職

職業指導 l 2 JI,; 常勤，！翡 R11i必
修 ＊ 
科

職業指消 II 2 I¥府，，!llfl,1箭HII

H ;Jヽ ,ll 6 :2 

合計• 150 
6 

8 32 3fi :Jtt 28 
[153] (2) (2) (12) (,I) (G) Cl) 
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［注］◎:必修科日（修得が義務付けられている科日）

〇：選択必修科日（設定された科目枠から，各自選択の上，一定単位数の修得が義務付け

られている科目）

空欄：選択科目（修得が各自の選択に任されている科目）

責：免許科日「工業」の教科に関する科日

＊：免許科日「上業」の教科に関する科日（必修）

［］：特別講義単位数

（）：再履修クラス単位数
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機械システム工学科 履修科目のつながり

1学期 I 2学期 I 3学期 I 4学期

◎基礎材料

力学

及び演習

0機械

工学

基礎 I

0機械

工学

基礎 II

◎運動と

力学及び演

習

5学期

73 -

6学期

◎必修科目

0選択必修
fill 

7学期 8学期

◎卒業研究





建築・デザイン学科教育目標とカリキュラム





建築・デザイン学科の教育目標

【教育日標】

山形大学及び工学部の教育目標を踏まえ，教育プログラム（建築・デザイン学）では，

地域の都市・自然環境に韮づいた安全• 安心で快適な都市・建築空間を創造することを ll

指して，健全な価値観と協調性，豊かな人間性及び社会1・生，実践的に人類の幸福に貢献す

るための幅広い教義とともに， ー［学の悲礎と建築・デザイン学の専IHJ知識及び技能を養う

教育を行います。これらの能力により白ら新分野を開拓しながら，人類の幸福と発展に貞

献する技術の創造と産業の創成を実践する人材を育成することを ll標としています。

【学位授りの）j針（ディプロマ・ポリシー）】

山形大学及びL学部の卒業認定・学位授りの）j針（ディプロマ・ポリシー）のもと，教

育プログラム（建築・デザイン学）では，）店盤共通教育及び専刊］教育を通じて，以卜^のよ

うな知識・態度・能力を獲得した学生に「学l:([学）」の学位を授りします。

1 . 既かな人1―i廿性と社会1、生

(1) 専門分野の社会!'lり意義や職業的な責任感を目覚し，倫則的に正しい判断をする能力

を身につけている。

(2)社会的・職業的に l'l、't心に＇富み，社会と］崖業の発展に貞献する，籾欲を身につけてい

る。

(:_3)他分野の技術者や1;lr=!llー］家，市民と協力しながら，課題解決に取り糾む能力を身につ

けている。

2. 1J111i広い教捉と汎川的技能

(I) 論雌的な息考力と記述）), 異分野やナ股市民に専門分野を平易に説明できるコミュ

ニケーション能力を身につけている。

(2)既存の枠糾みにとらわれず，既かな発想力により叶,11u的にイI:・Ji: を進め，課題解決に

導く能力を身につけている。

C3) 国際的及び）梱史的な視点から白然や社会にitじる現象の多様性を的確に捉え，身近

な1/rl題を中心に課題解決を先導できる能力を身につけている。

:_L 専門分野の知識と技能

(1) 建築学及びデザイン学の見礎知識と，それらを社会及び産業の発展に応川する能力

を身につけている。

(2) 科学技術・芸術に対する知識・情報を的確に把握する能力と，牛拝にわたって日発

的かつ継続的に学習できる能力を身につけている。
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［教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）］

山形大学及び工学部の教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）に沿って，

教育プログラム（建築・デザイン学）では，建築・デザイン学科の学生が体系的かつ主体

的に学習できるように教育課程を編成し，これに従って教育を行います。

l. 教育課程の編成。実施等

(1)建築学，デザイン学の基礎として，数学，物理学，情報処理及び芸術の某礎科日と

それらを応用する科目を配償する。

(2) 専門分野における知識と応用力を養うために，建築・デザイン学の基礎となる建築

設計，建築計画学，建築構造学，建築環境学及びデザイン学に関する講義，実験及び

演習に関する科目を体系的に配置する。

(3) 論理的な息考力や記述）J' 発表と討議の能力及び国際的コミュニケーション枯礎能

力を身につけるため，演習，実験，卒業研・究及び外国語の科目を配置する。

(4) 健全な価値観と倫則観を身につけるため，技術者倫理，屯lー：会理解などに関する科H

を配附する。

(5) 戦かなキャリアの実現に向けた職業観と1ート涯白己学習能力を義うため，キャリアデ

ザイン，インターンシップ等の科日を配置する。

(6)建築・デザイン学分野における，新Ji信業と新技術を創成する能力を身につけるため

に，最先端の科学・芸術に関する技伸iが習得できる科日を配附する。

2. 教育）j法

(1) 生飩を通じてu本的に学び続ける動機づけとなるような，多様で学際的な知識と技

能が身につく教育を11せ間する。また，駐礎学））の定着を [l的とした授業w、『11¥J外学習を

促す。

(2) II¥]題や課題に対して，グループで叶1111j的に解決に導き，まとめる能力を身につける

ため，協働による実験，旗習及び実践的科日を配附する。

(3) 社会的・職業的に l::l立する舷識と職業選択を i'll: 的に行える能力を行むため， l汀．学

と社公のつながりを雌解するための科日を配樅する。

(4) 11: 会の状況と将来社会の要請を的確に捉え，これに応えて社会の寸；：福に貞献できる

素養を身につけるため，優れた知識・技能・倫理観・価値観・息考力を融合させるた

めの科日を配骰する。

(5) 卒業時に到達すべき学習日標を学生が的確に設定し，達成できるように，各科日で

習得される知識・ 能力を明示したシラバスと各科日の関係性を r1f視化したカリキュラ

ムマップを策定する。

~3 . 教育評価

(1) 到達度を確認できる明確な成禎評価』し準を策定し， これにカーしづいて厳格に成績を評

価する。

76 -



(2) 学習成果の評価においては，不断の教育諜程の点検・学生及び外部からの評価を組

織的に行い，教育課程を組織的に評価し，常に改善を続ける。

(3) 良識ある市民に求められる知識と技能， さらには主体的・自律的に学習に取り糾む

妻勢を評価する。
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建築参デザイン学科履修心得

建築・デザイン学科は，平成 29年度に新設された新しい学科です。教科の履修に関して

は，本学科のルールに従った履修をしなければなりません。本］役修心得を熟読し，不足のな

いように履修しましょう。

l. Ji占盤共通教有科ll

(1) 力隠闊共通教育科日について

）店盤共通教育科日は，導人科II,)店幹科日，教義科II, 共通科日の 4つの科H区分から

なり， じに 1年次に修得します。進級（研究室配属）条件，卒業嬰件を満たすには，表 2

の単位を修得する必要があります。 1役修にあたっては， l・ 分に記1Hjを立て，修得漏れがな

いようにして卜さい。 1役修計uHiに 1—'l いがない場合はアドバイザーとよく相談し，後述する

刈叶叶教育科LIも含め叶11llf的な履修を心がけて 1、さい。

(2)).~ 盤共通教育科日のf!訓修 I・んの注衣

① ［導人科ll]: 授業科ll名［スタートアップセミナー］

1年前期にIJ¥lI溝される科日を修得することが唱ましい。

② 【)よ幹科11] : 領域名［人1・廿］を考える・共生を考える］［山形から考える］

1年111j期にIJM,溝される科廿を修得することが惰主しい。

③ 【教捉科ll】：領域名〔文化と社会〕 [ I—'.j 然と科学〕〔応川と学際〕【共通科 II 】：領域

名［＇情報科学〕［健康: . スポーツ］［サイエンス・スキル］［キャリアデザイン〕

a. [共辿科ll】〔ヽ情報科学〕は必修科Ilであり， 1年次に修得しておくことを強

く推奨します。

b. [教投科ll】［文化と社会〕のうち ［建築職能論（建築・デザイン学科）］ は

必修科•日で， 3{「後期にIJM.l称されます。

C. 1HJ; 記b.を除く【教投科ll】［文化と社公］と【共辿科H】［キャリアデザイン〕

から Sljj・イ＼！！：以卜修得することが必要です。

d. 【共通科ll】〔サイエンス・スキル］は［微分積分学 IJと［微分禎分学II] 

2科Fl4 lj1. 位及び［力学の）よ礎］を修得することを推奨します。

e. 【教義科II】〔l'l然と科・''1と］と【共通科ll】［サイエンス・スキル〕から合計・6

単{1i:以卜修得することが必要です。

f. 【教促科ll】（全領域）と［共通科u】['I青報科学］［健康・スポーツ〕［サイエ

ンス・スキル〕［キャリアデザイン〕から， l冨且 a.-C. を含めて2/4)廿ぶt:以L修

得することが必要です。

④ ［共通科日】：領域名［コミュニケーション・スキル 1〕［コミュニケーション・ス

キル 2]

a. [コミュニケーション・スキル I] [英語.I J 

1年次に 41¥1』立間講されます。
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区分

領域

b. [コミュニケーション・スキル 1〕［英語2]

2年次に開講されます。卒研着手および卒業には 2単位必要です。

C. 〔コミュニケーション・スキル 2] (初修外国語）

コミュニケーション・スキル 2 (初修外国語）は， 1年次にドイツ語，フランス

語， ロシア語，中国語及び韓国語がそれぞれ4単位開講されます。修得すると表

lに見づいていずれか 1か[El語4単位までを専門教育科日の選訳科目として算人

することができます。

また留学生の場合，［日本語］を修得し，その単位を〔コミュニケーション・ス

キル 2 (初修外国語）〕の単位として振り替えることができます。

表 l コミュニケーション・スキルの専門教育科Hへの窮人可能単位数

最低修得単位を超えて修得し

た単位^ の，専111]教育科「lへの

分野／科目名 窮人可能単位数

コミュニケーション・スキル l 英語 1 なし

英語2 なし

コミュニケーション・スキル2 ドイツ語，フランス語・, 4 

ロシア語~'中国語，韓 （しヽす万｝しカヽ 1カヽl_lc]贔斤）

田語

2. 専門教育科l=J

(l) 専111]教育科日について

建築・デザイゾ学科の専門教育科日は，「建築・デザイン学科専P'l教百科日及び単位数表」

にしたがって間講されます。履修にあたっては，履修心得に留餘して，無則のない学習の

叶li!Jiを立ててください。また，表中の科日は， '4や情により多少変更されることがあります。

この場合には，掲ぷ悴により周知します。

(2)・q; 叩']教育科日の区分と指定

専門教育科日には，必修科日・選択必修科日・選択科日の指定があります。それぞれの

定義は以 Iヽ の^通りです。

区分 表中の記号 定義

必修科II ◎ 修得が義務付けられている科ll

選択必修科Fl

゜
設定された科日枠から，各自選択の1こ， •定単位数の

修得が義務付けられている科日

選択科I―l なし 修得が各日の選択にまかされている科日

必裳~Jj外＇［数を超えて修得した選択必修科「l, 他学科間

講科日 (4ljt位土で），および定められた』［盤共通教

育科H (4り叶立まで）を算人可
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選択必修科目の科目枠は以下の通りです。

※ 建築設計製図系科目とは，図学，建築CAD演習，建築設計製図IIIの3科日である。

※ 建築計画系科日とは，西洋建築史，住環境論，施設計画の 3科目である。

※ 建築構造・材料系科目とは，地盤T一学，建築一般構造，耐震構造，建築材料学，

建築材料学実験の 5科日のことである。

また，教育職員免許状（高等学校教諭一種免許状（工業） ）の授与を受けるには，教

職必修科日（「工業技術概論」および「職業指導rまたはI1」：科日表中の＊）と，「教科に

関する科日」（科日表中の責）から所定の単位数を修得する必要があります。ただし，教職

必修科日は進級および卒業に必要とする単位に数えることは出来ません。詳細は，各種資

格欄0) 「I. 教育職員免許状について」を参照してください。

(3) l作業研究

「卒業研究」は原則として建築・デザイン学科に所属する研究室において行い，単位修

得には 1年以卜^の研究期間を要します。建築・デザイン学科においては「卒業研究」を行

うにあたり，「卒業論文」または「卒業設計」のいずれかを 4年次進級時 (7学期間始時）

に選択します。どちらを選訳するかについては，指導教員とよく朴1談して決めてください。

(4)他学科IJ廿講科目の履修

他学科に間講されている専門教育科日は， 8単位まで選択科Hとして修得することがで

きま土履修を希哨する場合には，アドバイザー及び刈該授業担,11i教員の許可を得なけれ

ばなりません。なお， 自学科間溝科日と同一名の科Flは，屈修できないので注意してくださ

し＼

3. 迎級（研究室配属）条件・卒研着r：条件・卒業要件

(l)巡級（研究室配）属）条件・卒研着f条件・卒業嬰件とは

① 進級（研究室配）属）条件

建築・デザイン学科では卒研着手のための研究室配）属を 5学期から行いますが，

後述する晶盤共通教育科H及び 3学期に開講される「J店礎設計製図」の修得を研

究室配属の条件とします。

② 卒研着手条件

4年次に行われる卒業研究に集中して望むために必要な学修条件で，この条件

を満たさないと卒業研究を始められません。

③ 卒業要件

卒業のためには， 4年以上在学（特別な理廿lがない限り休学期間を除く）し，

以卜^に示す卒業に必要な最低修得単位数を満たすことが必要です。

(2) 見盤共通教育科目の進級（研究室配属）条件・卒研着手条件。卒業要件

韮盤共通教育科日の進級（研究室配属）条件・卒研着手条件・卒業要件は表 2のとおり

定められています。ただし， 1年次のうちに 2年次以降に開溝される「建築職能論（建築・

デザイン学科）」と「英語 2」を除く単イ立を充足しておくことを強く推奨します。
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表2. 基盤共通教育科目履修方法

科目 領域 分野名／科u名
必要な最低修得単位数

進級（研究宇配属） 卒研着F 卒業

導入科日 スタートアッフセミナー スタートアッフセミナー 2 2 2 

人間を考える

桔幹f斗II
人間を苫える・共生を考える

共生を考える
2 2 2 

山形から号える 2 2 2 

建築職能論 [0ll 2 

文化と社会
（建築・テサイン学科）

： 

キャリ-ア----テ令島--ザ----イ----ン--
8 8 8 

教捉科II 自然と科学
,ll- i , 訃ム................ 6 6 6 

および
サイエンス・スキル 14 : 20 

i ,H-
20 

共通科ll
応川と学院

[I] 

[2) 

[3] 

健康・スホーツ
: 

』t打点IH斗,・;さ Iしll 2 2 

英語l 2 4 4 

コミュニケーション・スキルIill 英語2 2 2 

英語3

コミュニケーシ clン・スキル2[l],[2] 

）よ盤共通教介科11U) [コミュニケーシ J ン・スキル 1及び 2〕の単位を卒業要件以 I・に取得した場合は，専門教介科日の選択

科 IIとして合叶 6単位主で故えることができるC〕詳細は， 「IJ~ 盤共通教・{f科 11 (2)①」を参照するこど）

留学生の場合， [II本晶］を修得し，そのi¥i/立を〔コミュニケーション・スキル2 (初修外[FH/i)〕O)l¥[位として振り替える

ことができる0

［建築職能論（建築・デザイン学科）］は 6学期に， ［帖報科学lIt, l学期に単位を修得しておくことが惰主しし＼

(3) 専門教有科 ,~1 の進級（研究室配属）条件・卒研着手条件・卒業嬰件

専『］教有科Flの進級（研究室配属）条件・卒研着T条件・卒業要件は以ドのとおり定め

られています。

表 3

科 日 区分 必要ljt位数

進級（研究＇辛肘闘） 卒研着手 !、作業

必 修 才斗• Fl 2 11 20 

建築設計製図系科「l 2 2 
選択必修

建築計画系科 IJ

゜
2 2 

科日 ----------- --- - ------------ --- --------

建築構造・材料系科日 1J 1 

選 択 科 日

゜
52 56 

-!-、,1人• 業 研 ゾjし

゜ ゜
10 

'... '. 
含j・
fl 2 74 94 

✓ 選択必修科日は，必吸l且位．数を超えて修得した場合，選択科日の単位．として説みか

えられます。

✓ 選択科日は，カリキュラム表で◎やOが付されていない科・ll,必嬰単イ立数を超えて

修得した選択必修科日です。この他に， 2. に記した他学科で開講されている専門

教育科日を 4叶叶立まで， 1. にポした）店盤共通教育科Hの「コミュニケーション・

スキル l及び 2」の科日を合計4単位まで含めることができます。
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4. 研究室配属について

建築・デザイン学科では， 3年次に進級する 5学期から卒研着手のための研究室配属を

行います。上記の 3. (2)及び (3)の韮盤共通教育科日及び専門教育科日に関する進級

（研究室配属）条件をよく読んで，必要な科目を修得してください。

5. 取得可能な資格

建築・デザイン学科では，所定の要件を満たした場合，教育職員免許状（高等学校教

諭一種免許状（＾［業） ）を取得することが可能です。詳細は，各種資格の「 I.教育職員

免許状について」を参照してください。同様に，所定の要件を満たした場合， 級・ニ級・

木造建築に一級・ニ級建築施―l二管理技士の受験資格及びインテリアプランナーの登録資

格を得ることが可能です。詳細は，各種資格の「III. 骰女建築l:等について」を参照して

ください。なお，記載内容には変更が生じる場合があるので，注意してください。変更が

ある場合には，オリエンテーション・掲示衿でお知らせします。
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建築。デザイン学科専門教育科H及び単位数表

開講期及び週時間数
必

修
区 教

単
1 2 3 4 5 6 7 8 職 担当教員

授業科 日 名 位 選
科 （備考）

ノ刀＼ 
数 学学学学学学学学 択

日
(/) 

期 期 期 期 期 期 期 期
別

ii改積分解法 2 2 大槻・非常勤溝師

機械―［学韮礎 l 2 2 責 機械システム l汀^学科教員

機 械L学基礎 II 2 2 責 機械システム［学科教員

数学C 2 2 小島・非常勤講師

1散積分解法〔補習］ (2) (2) 再履修クラス

建築学概論 2 2 ◎ 冒A 永 :JI: 

デザイン概論 2 2 ◎ 建築・デザイン学科教員

日本建築史 2 2 ◎ 責 永 )j: 

i_ll 木質構追概論 2 2 責 . 辻 濱

図学 2 2 

゜
責 永 井

l"l ）店礎設計製図 2 4 ◎ 食 ・→々 心辻・永）ト・濱

新材料）JIUー・_学 2 2 唸 ll ーfHn・] 

教 西袢建築史 2 2 

゜
永 ) j: 

建築一般構造 2 2 

゜
改 ＿．． 辻 濱

育 建築法規 2 2 責 ;JI, ;i;? ~ リ~Mli'l'lili

測械学 2 2 JI_: 、/1¥ 崩リ~ ,l背 nm 

科 測贔学実習 2 4 非＇ 常勤 溝師

述動と力学及び演宵 2 2 ＊ 機械システム L,.芹科教員

l~l 環境rり学 2 2 ◎ 責 fl 高

{tM+Hl・Hljj"f: 2 2 ◎ 責 佐 藤

建築構造力学 2 2 ◎ 玄 辻 濱

建築設計製図 l 2 4 ◎ 食 永）ト・ニ辻・濱

建築 CAD梱習 2 2 

゜
責 永 Jj: 

建築設備 2 2 責 ll 仙'-・ 

建築材料学 2 2 

゜
責 辻 濱

インテリアデザイン論 2 2 齋 藤 （ ） 

ユニバーサルデザイン論 2 2 責 佐 藤
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開講期及び週時間数
必

修
区 教

単
123456 78  職 担当教員

授 業 科 日 名 位 選
科 （備考）

ノJJ＼ 
数 学 学 学 学 学 学学 学 択

目
0) 

期 期 期 期 期 期 期 期
別

建築設計製図 II 2 4 ◎ 責 竹：藤・永井・―—ー:_辻・濱

住環境論 2 2 

゜
責 佐 藤

施設計画 2 2 

゜
責 佐^ 藤

耐震構造 2 2 

゜
責 辻

建策材料学実験 2 4 

゜
玄 辻 濱ー^~• 

木質構造デザイン 2 2 責 -- . 辻 濱

建築環境エネルギーテザイン 2 2 責 ll 蘭

建築環境リサイクル 2 2 責 ll 樹,J. 

建築史演習 2 2 
専

責 永 井

住まいと庭園 2 2 ff,~ 藤

建築設計製図m 2 4 

゜
責 佐藤・永）ト・ こ辻・濱

11'] 
れII市・地域計画 2 2 ◎ 宜_A_ 佐 藤

地盤じ学 2 2 

゜
辻

教
建築施i: 2 2 責 辻

賊観謁汁 2 2 宜A 佐 藤
育

木質構造デザイン梱習 2 2 責
ー.

辻 濱

建築構造デザイン 2 2 責 辻
科

地震L学 2 2 辻

建築環境エネルキーテサイン実験 2 2 責 11 -fEl n' ] 

ll 
建築環境実験 ＊ ~l• ー口n,_ _ J 2 2 ll 

建築設計製図IV 2 4 責 竹藤•水井・ミ辻・濱

振動論 2 2 ＊ 辻

・［業英語・ 2 2 11 _fE _ r,_ rJ 

デザイン）店礎 2 2 A 木

地域デザイン論 2 2 建築デザイン学科教員

地域デザイン演習 2 2 建築デザイン学科教員

デザイン油習 2 2 )¥. 木

インダストリアルデザイン 2 2 非 常勤講 師
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間講期及び週時間数
必

区
修

教
単

1 2 3 4 5 6 7 8 職 担晋教員
授業科 目 名 位 選

科 （備考）
ノ刀＼ 

数 r'--4 子 呂+ 心-f今— 学 ＇-？fら— ?'1, -{• 戸+≫ 戸ゾfァ・ 択
fl 

0) 

期 期 期 期 期 期 期 期
別

オープンデスク 2 2 建槃・デザイン学科教員

専 ゼミナール 2 2 建築・デザイン学科教員

卒業研究 10 建築・デザイン学科教員
Ill―J 

学外実料（インターンシップ） 2 建築・デザイン学科教員

教 建築・デザイン特別講義 〔2〕 建築・デザイン学科教員

育
単｛立h.換科H

確率統計学 2 2 大 1規

科 米沢キ
安全［学 2 2 責 "本><" ^  名ャンパ

11 
ス開講

数値解析 2 2 食 ネljl 谷
才斗 H

灰111'1り！甘Jlfi1'fliり既，；命 2 2 JI, 'i1『 りリJ ii翡ti'l1li 

;Jヽ11!- 132 
(13~) 

$~ 
r. 業技術概論 2 2 ＊ 各学科担‘り教員

職業指導 l 2 各学 科担 胄教員必

胄
＊ 

(i乳どIIIi岡交Iiiこ闘り闊翡1嘉， 嘉}jli必修骨）l 職業指導n 2 

H ;Jヽ ,ti・ 6 2 

138 
合 ,n (1~0] 4 4 211 30 30 26 16 2 

［注］◎:必修科 11 (修得が義務付けられている科日）

〇：選訳必修科II (設定された科II枠から，各目選択O)I・., ・ 定巾位数の修得が義務付け

られている科日）

空欄：選択科H (修得が各自の選択に任されている科I―I)

責：免,1午科H 「「業」の教科に関する科 II

＊：免許：科 I—1 「［業」の教科に関する科日（必修）

[ J : 4寺矧l講'J魔単伶：髪父

（）：再履修クラスi且位数
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6学期 7学期 8学期

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

I
 

ヽ
ヽ

~ 

』INNB処Jり！（）よI,梱）

運動と力学及び

演習
--=-=-------------------------------
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システム創成工学科教育目標とカリキュラム





システム創成工学科の教育H標

［教育目標］

山形大学及び工学部の教育目標を踏まえ，教育プログラム（システム創成工学）では，機

械工学に関する駈礎的な知識を持ちながら，関連するさまざまな専門領域の知識を横断的に

カバーし，これまでの工学分野の枠組みに収まらない課題に対して，その本質を見抜き，柔

軟に対応できる輻広い教養と汎用的技能並びに専門分野の知識と技能を韮う教育を行います。

これにより，新たな課題に対して挑戦する意欲を持ち，広い視野のもとで解決できるプロフ

ェッショナルとしての能力を育成することを「l標としています。

【学位授与の方針（デイプロマ・ポリシー）】

山形大学及びL学部の卒業認定・学位授仔の方針（デイプロマ・ポリシー）のもと，教育

プログラム（システム創成T.学）では韮盤共通教育及び専fll]教育を通じて，以ドのような知

識態度及び能力を獲得し，修得した単位数が見準を満たした学生に I学 l―: （―[学）」の学位→

を授与します。

1. 既かな人II—lJ↑生と社会収I:

(1) キャリア形成に関する知識，社会と））信業の発展に貢献する意識及びllil題解決に果敢に

取り糾む挑戦意欲を身につけている。

(2) !'I然との共lj:_という健令な価値観に韮づいた技術者倫刑観をもち，地球的視点から多

lllf的に物事を捉えられるリーダーとしての素義を身につけている。

2. 輻広い教捉と汎m的技能

(1) T学の）店礎としての数学，物則学，化学並びに情報処郎の）店礎知識及びものづくりに

大切な機械L学の）店礎知識を身につけている。

(2) 社会の員として協働的に仕事を迎めるための，協調性，計ji!Jl収l:, 自札性及び自ら考＾

えて行動できる））を身につけている。

(3) グループ発表・討論を通して，グローバル化が進む現代社会に通川するコミュニケー

ション）店礎力を坑につけている。

3. rJ;i:111―lク｝里fの欠nl識と技能

(1)機械システムl二学，梢報・エレクトロニクス学，高分子・行機材料＿ー［学，化学・バイ

才―]二学，建築・デザイン学，ものづくり技術経党学等に関する専門知識を身につけてい

る。

(2) (l) の知識を応｝廿できる実践能力を身につけている。

(:3) 計1UU1'1りな行動））と協調性，論理的な思考））・記述））をもって，進／］せ薯しい最先端の分

野を自じ的・継続的に学習できる能力を身につけている。

［教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）】

山形大学の教育課程の編成・実施）j針（カリキュラム・ポリシー）に沿って，教育プログ

ラム（システム創成［学）では，システム創成［学科の学!J:が休系的かつじ体的に学習でき

るように教育課程を編成し，これに従って教育を行います。
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1. 教育課程の編成・実施等

(1)基盤共通教育科目及び専門教育科目の専門基礎科目として，工学の基礎と しての数学，

物理学， 化学及び「青報処理の基礎知識を身につける科目を配置する。

(2) 専門教育科目の専門科目 に，基盤教育科目および専門基礎科目で培った知識を発展さ

せて，応用力を養うため機械システム工学，情報・エ レクト ロニクス学，高分子 ・有機

材料工学，化学 ・バイオ工学，建築 ・デザイン学，基礎製図並びに力学に関する講義，

実験，実習及び演習を配置する。

(3)論理的な思考力や記述力，発表と討議の能力及び国際的コミュニケーション基礎能力

を身につけるため，卒業研究，エンジニア リング創成及びイノ ベーションに関する演習

外国語の科目を配置する。

(4)健全な価値観と倫理観を身につけるため，キャリアデザイン，技術者倫理， IT産業諭

等の科目 を配置する。

(5) 生涯自己学習能力を養うため，最先端科学及び工学の教育を取り入れ，継続的な学習

を促すキャリ アパスセミナー，価値創成の基礎，システム創成基礎及び新産業創出人材

実践研究を配置する。

2. 教育方法

(1) 生涯を通じて主体的に学び続ける能力としての，多様で学際的な知識と技能が身につ

くスター トアップセミ ナー，キャリ アパスセミナー等の初年次教育を展開する。必要に

応じて，基礎学力の定着を目的とした PBL教育・イノベーション演習を行う。

(2) 問題や課題に対して，グループで計画的に考えをまとめ，解決に導く能力を身につけ

るため，協働による実験，プロジェク ト実践演習及び PBL教育を行う。

(3)社会的・職業的に自立する意識と職業選択を自主的に行える能力を育むため，工学と

社会のつなが りを意識した教育を行う。

(4)社会の状況と将来社会の要請を的確に捉え，これに応えて社会の幸幅に貢献できる素

簑を身につけるため，優れた知識・技能・倫埋観・ 価値観・思考力を融合させるための

教育を行う。

(5) 卒業時に到達すべき学修目標を学生が的1碓に設定し，達成できるように，各科目 で習

得される知識・能力を明示したシラバスと各科目の関係性を可視化したカ リキュラムマ

ップを策定する。

3. 教育評価

(1) 学習到達度を確認できる明確な成績評価基準を策定し，これに基づいて厳格に成績を

評価する。

(2) 教育課程を組織的に点検し，常に改善を続ける。

(3) 学生，外部からの評価及びア ドバイザー教員からの意見を真摯に受け止め，改善の原

動力とする。
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システム創成I学科履修心得

1. 基盤共通教育科目

(1)授業科日について

見盤共通教育科日は，表 1に示すように，導人科目，見幹科目，教養科目，共通科日

の4つの科目区分からなり，主に 1年次に修得します。晶幹科目・教養科目及び共通科

日は，鉗年度いくつかの科目が開講されます。各年度に開講される科目については，授

業科日時間割を参照してください。

表 1 t店盤共通教育科目の授業科日の例

科日 領域名等 授業科目 栢週の授業時

廿11姿父と単位数

導人科日 スタートアップセミ ー スタートアップセミナー

晶幹科ll
人間を考える・共生を考える （例）市民法における人間と裁判

山形から若える （例）山形 過去・現tEー・未来

文化と社会 （例）日本神話（文学）
週 2ll、『IMJ

教捉科II 自然と科学 （例）物理枯礎（物理学）
1学期 2単イ立

応川と学際 （例）地域におけるものづくりと行政（学際）
又は

サイエンス・スキル （例）微分積分学1(数学A) 集 l・ド講義

健康・スポーツ （例）スポーツ科学（健康・スポーツ科学）

キャリアデザイン
I'! 己則解・社会狸解

共通科目 キャリアパスセミナー

情報科学 情報処則

コミュニケーション・ 週 21lが間

スキル 1 (英語）

-央Hーニ晶•• . 
1学期 l単位

コミュニケーション・ ドイツ語 週41l、li'II廿

スキル2 (初修外国語） Iド国訊I 1学期 2単位今

注：（例）の授業名は必ず間講されるものではないのでit揺してください。

(2) 授業名について

恥盤共通教育科日の授業名は，「授業テーマ」と［授業科目名］からなり，次のよう

に表記されます。

[000000 (X X X  XX)] 

［授業テーマ （授業科目名）］

［例］［日本神話（文学）］

授業科H名には，必要に応じて識別記号 (A, B等）を付す場合があります。

［例］［笑いと逸脱の文学史（文学A)]
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(3)授業時間帯について

授業は，主に 9・10校時， 11・12校時及び13・14校時に行われます（集中講義を除く）。

(4) 甚盤共通教育科日の要件

）店盤共通教育科日に関する卒業要件は28単位で，履修にあたっては表 2の条件を満た

すことが必要になります。また， 4年次に卒業研究に着手，またはエンジニアリング創

成を履修するための条件でもありますので，計画的な履修を心掛け，早期に必要単位数

を満たすようにして卜さい。履修計画に白信がない場合はアドバイザーとよく相談し，

後述する専門教育科llも含め計1111/的な履修を心がけて卜さい。

表 2 ;Jよ盤共通教育科日のI役修方法

科日区分 領域名罫 卒業に必要な最低修得単イ立数

導人科「l スタートアップセミナー 2単位^

）よ幹科II 人 1―/lj を考える・共~j:_ を考える 2単位

山形から考える 2単位

教捉科日 文化ど社会［システム創成技術者倫理］ 2単位

文化と社会（システム創成技術者倫理以外）

目然と科学

応川と学際 ,.. 10単位以l二l/11]

共通科日 サイエンス・スキル

健康→ ・スポーツ

キャリアデザイン［キャリアパスセミナー］ 2単．位

、情報科学 2 ijt位

コミュニケーション・
英語・1 4単位

スキル I(英語）

英語 2□2 J 2単｛立

英語 31注：l] 〇単位

コミュニケーション・スキル2(初修外［叶語） [!IA] 〇単位

合計 28単イ立

［注l] 最低修得単位．数10lli1立を超えて修得した単位は， 10単位までを，専門教育科l=lの選

択科「lとして卒業単位．に数えることができます。

［注2] 最低修得単位数 2l¥J. 位を超えて修得した単位は， 4単位までを，専門教育科日の選

択科I―lとして卒業単位に数えることができます。

[1t3] 修得した単位は， 2単位主でを，専門教育科日の選択科日として卒業単位に数える

ことができます。

［注1] 修得した単位は， 2単位主で（いずれか 1か且l語）を，専[ll]教育科I―lの選択科日と

して卒業単位．に数えることができます。

※L記 cn1J c注2] [ r主3] [注4]の単位のうち，専fll]教育科日の選択科目として卒業単位
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に数えることができる単位数は，合計で最大10単位までです。

(5) 見盤共通教育科目の履修上の注意

① 【導入科目】：授業科目名［スタートアップセミナー］

この科目は，必ず修得する必要があります。 1年前期に開講される科日を修得し

て下さい。

② 【某幹科日】：領域名［人間を考える・共生を考える〕〔山形を考える〕

この科日は，どちらの領域とも必ず修得する必嬰があります。 1年前期に開講さ

れる科日を修得して下さい。

③ 【教養科日】：領域名［文化と社会〕［自然と科学〕［応Jljと学際〕【共通科日】：領

域名［サイエンス・スキル〕［健康・スポーツ〕〔キャリアデザイン］〔、情報科学〕

a. 【共通科 1」】［情報科学］は必修科日であり， 1年次に修得しておくことを強

く推奨します。

b. [教捉科日】［文化と社会］のうち，［システム創成技術者倫狸］ は必修科 l:::l

で， 2年前期に間講されます。

C. 前記b.を除く【教捉科ll】［文化と社公〕，［日然と科学〕，［）ぷ川と学際］，［共

通科IJ] [キャリアデザイン「自己狸解・社会則解J〕，［サイエンス・スキル〕，

［健康・スポーツ］から， 10単イ立以卜を修得することが必要です。これを超え

て修得した巾付数は， 10単位までを，専門教育科IJの選択科llとして卒業単

位ーに数えることができ主す。ただし，）よ盤共通教育科IIから1);i:1111教育科llに窮

人できるのは合計-10単位＿までです。

d. 【教捉科LI】［自然と科学〕のうち，［線形代数）よ礎（数則科学）］，［線形代数

応川（数理科学）］， ［力学の）店礎（物Jfj¥学）］、［物則）店礎（物則学）］を修得す

ることを推奨します。

c. 【共通科「l】［サイエンス・スキル〕のうち ［微分積分学I (数学A)J' [微

分積分‘学II(数学B)] を修得することを推奨します。

f. 【共通科日）〔キャリアデザイン［キャリアパスセミナー］〕は， 1年後期にl}f.l

講され，必ず修得することが必要です。

④ 【共通科「l】：領域名［コミュニケーション・スキル 1J [コミュニケーション・

スキル 2]

コミュニケーションスキル 1 (英語'.)は，「英語'.1」「英filt2」「英語 3」で構成さ

れます。「英語 1」は 1年次，「英語 2」「英語 3」は 2年次に開講します。単｛立は，

いずれも， 1学期 15週の授業で 1単位です。

a. [コミュニケーション・スキル l〕［英語 lJ 

「コミュニカティブ英語」，「総合英語」という＾＾種類の授業から構成され， l 

年次に間講されます。前期と後期のそれぞれの学期に「コミュニカティブ英語」

と「総合英語」をそれぞれ 1つ受講し，前・後期合わせて合計4単位 (jq1j期 2巾

位ふ，後期 2単｛立）履修することになります。

b. 〔コミュニケーション・スキル]J [英語2]

2年次に開講されます。この科日は， 2単位修得する必疫があります。これを
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C. 

d
 

越えて修得した単位数は， 4単位までを専門教育科目の選択科日として，算入す

ることが出来ます。ただし，基盤共通教育科目から専門教育科目に算入できるの

は合計10単位までです。

［コミュニケーション・スキル 1〕［英語3]

2年次に開講されます。この科目を修得すると， 2単位までを専門教育科日の

選択科目として，算入することが！廿来ます。ただし，基盤共通教育科目から専門

教育科日に算人できるのは合計10単位までです。

［コミュニケーション・スキル 2] (初修外国語）

コミュニケーション・スキル 2 (初修外国語）は， 1年次にドイツ語，中国語が

それぞれ 2単位分間講されます。修得すると 2単位まで（いずれか 1か国語）を

専門教育科日の選択科日として算人することができます。ただし，』闘盤共通教育

科 IJから専I―111教育科ijに算人できるのは合計10単位までです。

(6) じ要工学系授業科I]

専jllj教育科日との関述が深いじ要＿ー［学系授業科日を表 3に示します。

表 3 専門教育科目との関連が深い屈盤共：通教育科I―l

科日 1メ分 授業科 !I

教捉科I]

共通科El

線形代数仙礎（数理科学）
-- -

線形代数応用（数則科学）
一—--- -- ----

微積分肌礎（数則科学）
． ． ．  

プログラミング人門（応川）

物且JU店礎（物狸学）
- - - -- -

システム創成技術倫理
- ------------ ----

微分積分学 I (数学A)
．．．  

1散クH責ク〉学：II (姿文学：B) 

力学の見礎（物刑学）
．．．．．，．．．  

情報処刑
，．．．  

キャリアデザイン

「キャリアパスセミナー」

「必修・選択の別」欄の記号は次のようになります。

◎ ：必修科目，口：推奨科日，無印：選択科Fl

91i

↓
!
文
-
2

＼

米

―

ー

‘ーー・
ヽ
ー
．
，

1
；
…
~

間講

学期

l学期
．．．．．．  

2学期
- -

~-L_1学期

2
 

2
 

2
 

2学期

必修
， 

選択

の別
- -

ロ

2 2学期 □ 2h学期1ー◎
．． ． ー・・・

2 I 1学期
．．．．  

2学期
＾^＾^＾^  

1学期

1 学期 I―—◎

2

2

-

2

 

担,_11教員

2学期

□

[口

◎
 

木俣・粟野

廣 瀬・ 粟野

近 藤・ 秋山
．．．． 

武田・

加藤 OE)
..... 

保久

飯

堀

III 

塚

Ill 

奥1J1 • 中西
＾^ 

. . 

松 艇・小池

システム創成

ー一・［学科教員
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2. 専門教育科日

(1) 専門教育科日について

専門教育科目は，カリキュラム表（「システム創成工学科専門教育科日及び単位数表」，

各履修分野の「履修可能科日及び単イ立数表」）に従って間講されます。履修にあたって

は，履修心得に留意して学習の計両を立ててください。また，カリキュラム表中の科日

は，事情により多少変更されることがあります。この場合には，褐ホ等により周知しま

す。

(2) 専門教育科日の区分と指定

カリキュラム表中の記号の説明は，表 4の通りです。

表4 カリキュラム表l中の「指定・推奨の別」， 「必修・選択の別」の欄の見）j

区分 表中の記号 定義

必修科[I ◎ 修得が義務付けられている科IJ

選択必修科日

゜
各日選択のL, 定叶：i付数の修得が義務付けられてい

る科 I—l (※) 

選択科II 修得が各白の選択にまかされている科ll

必要り叶立数を超えて修得した選択必修科1しおよび定

なし められた）店盤共通教育科11 (10 litィ立主で）を靡人でき

ます。選択科 llの!jlには，分野別の必修指定科II,選

択必修指定科日，推奨科Ilも含まれます。

※ 選択必修科llは， ド記のように）復修する必要があります。

. [)よ礎介機化学], [J;(礎板動r.学及び油習］から 1科IIを）役修すること。

・［卒業研究］，［エンジニアリング創成］から l科11を履修すること（ただし， 1,l,i)f

の科日は履修できません）。［エンジニアリング創成］を）復修するには、アドバイザ

ーの許可を得る必疲があります。

また，教育職員免許状（高等学校教諭種免許状（「業））の授りを受けるには，教職

必修科II ([t業技術概論］，［職業指導1または日］：科II表中の＊）と，「教科に関す

る科II」（科II表中の食）から所定の1¥1.位数を修得する必要があります。ただし，教職

必修科日は進級および卒業に必要とする単位．に数えることは出来ません。詳細は，各種

資格欄0) 「I. 教介職員免許状について」を参照してください。

(~-3) [卒業研究］及び［エンジニアリング創成］

［卒業研究］は，原則として各屈修分野ごとに指定された研究室におしヽて行い，｝且位

修得には 1年以上の研究期廿廿を要します。［エンジニアリング創成］は， システム創成

上担門教員の研究室において行い，単位修得に要する期1廿lはアドバイザーと相談の l—:.,

半年あるいは 1年以上とします。
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(4)他分野開講科日の履修

他分野で開講されている専門教育科日は，選択科日として修得することができます。

ただし，屈修制限がある科日もあるので，履修を希望する場合には，アドバイザー及び

当該授業担刈教員の許可を得なければなりません。

3. 履修分野・チャレンジコースについて

(l)履修分野

システム創成上学科の学生は， 21ド前期から，

a) rl½'i 分[- . 1'f機材料［学分野

b) 応川化学・化学］一汀→学分野

c) バイオ化学工学分野

d) 、情報・知能l口学分野

c) 電気・電子通信l二学分野

f) 機械システム~[学分野

の 6つの履修分野に分かれて授業を受けます。各分野で，分野別指定科日が定められてい

るので，必ず履修することが必嬰です。

(2) チャレンジコース

システム創成r学科では， 1年次から，指導教員の許I―りを得て希惰する研究室で学習

することができるチャレンジコースがあります。チャレンジコースを希哨する学生は，

システム創成T学科担'Vi教員による審査を半1ドごとに受ける必9梃があります。チャレン

ジコースの学,ij:_O)卒研着手・エンジニアリング創成／復修条件及び卒業要件は，その他の

学生と j;f]じです。また，チャレンジコースで希惰する研究室と， 2年前期から選択する

）復修分野とは関係ありません。

また，チャレンジコースの学生は，本学大学院進学を見枷｝えて授業科IIを履修すると

ともに，研究室指導教員が担‘りする［ラボ・ゼミナールI-VI] を履修することが求め

られます。

4. 卒研着手・エンジニアリング創成履修条件

ド記の条件を満たした者は， 7学期から［卒業研究］または［エンジニアリング創成］

の）役修ができます。［卒業研究］または［エンジニアリング創成］のいずれか方を選択し

て履修しなければなりません。 ([,I,j)Jを）役修することはできません。単位数が違うので留意

してくださし‘。)

なお， til'Vi教員の許可のもと， lj¥,J溝時!ti]以外でもいずれの科I―Iも指導を受けることがで

きます。

(1))店盤共通教育科「l

導人科「I(スタートアップセミナー） •••••••••••• , •• , •••••••••••••••••••• 2_1且位^

）店'i玲科・IJ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4単イ立

教養科日 （文化と社：会［システム創成技術者倫則］） ・・・・・・・・・・・・...2 j札位ふ

教義科日（文化と社会（システム創成技術者倫罪以外）、自然と科学、応川と学際）

- 94 -



及び共通科目（キャリアデザイン［自己理解・ tL会理解］、サイエンス・スキル、

健康・スポーツ） ......................................................... 10単位

キャリアデザイン［キャリアパスセミナーJ.............................. 2単位

情報科学..............................................................................2単位

コミュニケーション・スキル 1 (英語 1) ................................. 4単位

コミュニケーション・スキル 1 (英語2) ................................. 2単位

の合計28単位以上を修得している。

(2) 且lll111孝文｛ 日

（内訳） システム創成人門

システム創成韮礎

物理学実験

駈礎製図

基礎材料力学

屈礎有機化学，韮礎振動 l・→学及び旗習から

陥礎化学

機械―［作実習

悲礎流休））学及び演習

韮礎熱力学及び旗背

価値創成の駈礎

マーケティング論

2単位

2単位

2単位

2単位

2単位

2単位^
j 24単位

2単位^

2単位

2単位

2単位

2単位

2単位

上記以外の選択科H・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・60単位以L:

84単位

以I:

「J―＿ー＿記以外の選択科H」の中には，各履修分野の学l_j::_が，修得する必要のある指定科1,1

（分野別指定科日）が定められています。分野別指定科日を 6学期までに修得しない場

合は，［卒業研究］の着手または［エンジニアリング創成］の履修ができないので留意し

てください。分野別指定科日は以ドの通りです。

【分野別指定科目（卒研着F・エンジニアリング創成履修条件）】

◇靡分子・イi機材料工学分野

・専修コース共通

特別講義（高分子・有機材料―L学韮礎） 1単位，

スキルアップセミナー 1単位，

高分子・有機材料［学実験 2単位， 研究開発プロポーザル 6単位

・専修コース別

ー合成化学専修コースー

合成化学輪講 I 2単位， 合成化学輸講TI 2単位，

合成化学実験 l 2単位， 合成化学実験 II 2単位

光・電子材料専修コースー

光・電子材料輪講 I 2単位， 光・電—f材料輪講 11 2単位，
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光・電子材料実験 I 2単位， 光・電子材料学実験II 2単位

ー物性工学専修コースー

物性工学輪講 I 2単位， 物性工学輪講II 2単位，

物性―L学実験 I 2単位， 物性工学実験II 2単位

合計18単位

◇応用化学・化学工学分野

・化学・バイオL学見礎演習 2単位， 化学翡礎実験 2単位，

化学実験 I 2単位， 化学実験Il 2単位，

化学・バイオ工学実験 4単位， 化学・バイオl二学英語 2単位

・数物系科目群（月！エ系の物理学（システム創成間講科日），多変数の微積分学，

jin]I廿本の力学（システム創成開講科II), 化学数学）から 2単位．

・イ［機化学系科日群 (1T機化学 I, 有機化学II, ff機化学III) から 2単位

・無機化学系科目群（無機化学 I, 無機化学11, 分析化学）から 2単位△

・物則化学系科llil羊（物則化学 I' 物則化学Il, 物理化学III) から 2単位

・化学［学系科Fl群（化学L学駄論，移動現象 I, J又）ぷL学）から 2単位

• 発展科IIi詳（エネルギー化学，環境化学，マテリアル化学，移動現象11

移動現象III, 分111ftプロセスL学，粉粒1本］口学，機器分析学，無機「業化学，

イ叶幾「．党化学）から 6りi{立

・演習科II群（物岬化学演習，イi機化学演習，無機化学演習，化学工学演習）

から 2りi位

鬱総介系科 I~ 群（安全r学，＇情報処則概論，品質管則）から 2111.位

合計311単．位^

◇バイオ化学「．学分野

・実験科日 （必修10単位）

化学）店礎実験 2単イ立， 化学実験I 2 l¥'i. 位， バイオ実験 2単位:,

化学・バイオ［学実験 4単位^

・必修科H (必修4ljtイ立）

化学・バイオl汀甚礎屈習 21且位， 化学・バイオ］―-冴^ 学英語 2単位

・物則化学系科I―l(ド記 3科IIカヽら 4単位）

物則化学I 2 lit位， 物則化学11 2単位， 物理化学Tll 2単位

・無機化学系科日（卜記 3科目から 4lp. 位）

無叶幾化学I 2 l且位， 無機化学II 2単位， 分析化学： 2 l札位

・イ子機化学系科日 （下記 3科日から 4単位^）

flt幾化学l 2単イ立， 布機化学11 2単位， 行機化学IIl 21且位

・バイオ系科日 (f記4科目から 41札位）

糾lJl包lj・〗刈勿＇、ドI 2叶叶立， 糸111/l包lj:::_4勿＇学 II 2単イ立，

It{ヒ,c;::i 2 J:p.{_¥_t ,j三．^ィヒ＇学':11 2 Lii.{1t 
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• 発展科目（下記 12科目から 12単位）

機器分析学 2単位， 無機工業化学 2単位， 有機工業化学 2単位，

食品工学 2単位， 医薬品化学 2単位， 化粧品学 2単位，

医用細胞工学 2単位， 遺伝子工学 2単位， 微生物工学 2単位，

牛理学 2単位:, 再生医工学 2単位， 感覚細胞工学 2単イ立

・演習科日（下記4科日から 4単位）

物理化学演習 2単位．， 無機化学油習 2単位， 有機化学禎習 2単位，

バイオ演習 2単位

合計46単位

◇情報・知能L学分野

システム創成―・・［学特別講義(・情報科学演習） 21¥1. 位:,

'情報数学 I 2叩立， 計算機韮礎 2単位:,

データ構辿とアルゴリズム 2}札位， ・I青報則論 2叩立，

プログラミング(:'『語 2叶叶立， ＇情報科学実習 I 2単位^’

情報科学実粁 II 2単位，プログラミング演習 I (情報・知能） 4 l¥J. 位，

プログラミング梱習 II (情報・知能） 4単位，プログラミング狐習Ill 4単位

PLB祖計{~l II 2 l:ji.{立， PLB; 復計州 I (、情報・知能） 2単位

合計32恥＇立

◇電氣・電［通伯[''ード分野

・電磁気学韮礎（システム創成l]l,J講科日） 2単位:, 理L系の物理学（システム創成11廿

講科I=!) 2叶t位， 電気阿路 I 2単イ立， 電気Jii]路 l派習 2単位，

屯［物ャI:I 2 lji位＾，プログラミング演習 I ('f膨気・屯f通伯） 4単位，

プログラミング演習 II(1屯気・ iじf通信） 4単イ立，エレクトロニクス実験 I 2巾位:,

エレクトロニクス実験II 2り叶立

・屯f物t生演習，線形システム）i耀礎，屯磁氣学II' 屯磁気学JI油習，屯気j11]路II'

屯気I口］路II演習， PBLI (システム創成ll廿講科ll),, 信「物ltll,計算機ハードウェ

ア，電臼11]路 I'英語セミナー I (電気・屯［通佑），伯乃処理，センシングl二学，

ディジタル1口］路，半導休L学，エレクトロニクス特別講義，英語セミナー II(電気・

屯f通伯），制御システムー［学， PBLII (システム創成開講科目），電気電子材料，

電磁波l二学，屯臼11]路u,電気機堺学，パワーエレクトロニクス，

エレクトロニクス実験III' 通信システム，集積1r1J路，＇屯力「．学，軍）j 伝送］一-~学，

電気法規及び施設管刑 から28ljt位

合計50単位

◇機械システム［学分野

・システム創成―［三．学）証礎及び実験（システム創成開講科fl) ~3 叶叶立，エンジニアリン

グ創成l ~-3 単位．，エンジニアリング創成 II 3単位，機械システム設計及び製図 l
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（システム創成開講科目） 3単位，機械システム設計及び製図II (システム創成

間講科日） 3単位，テクニカルイングリッシュ 2単位

・工業力学，剛休の力学，基礎材料力学演習，工業材料，材料力学，流体工学，工業

熱力学，メカトロ制御，機械要素設計， ロボティクス，マイクロマシンと微細加::r.
（いずれもシステム創成開講科日）から10単位

合計27単位△

5. 卒業要件・

(1) 専門教育科日の最低修得単位．

表 5のように，卒業に必嬰な専門教有科目の最低修得単位を修得しなければなりま

せん。

表 5 -;,、作業に必嬰な専111拷］教育科日の最低修得単位数

区 ノJJ＼ 単位数

専門教育科日 必修科日 21 

選択科日 62または 67(注）

選択必修科II 12または 7~,- 98 

(tU [卒業研究］を選択した場合は621¥i{立，［エンジニアリング創成］を選択した場介は67

単位となります。「選択科 11」の中に， 7・8学期にIJ廿講される指定科「1を定めている履修

コースがあります。その指定科I―I(分野別指定科「I) を修得しない場合には，卒業要件を

満たすことができないので，留意してください。

また， 7・8学期に1胤溝される分野別指定科 I―、lを定めているので，修得する必嬰があり

ます。

［分野別指定科日（卒業嬰件）】

◇応）Ii化学・化学L学分野 輪講 I 2単位．， 輪講II 2単位

合計4単位

◇バイオ化学［学分野

◇情報・知能r.学分野

(2) 卒業要件のまとめ

1屑転怖 I 21¥t{立， 輪，溝Il 2 JjJ. 位．

合計 4単位

庫倫請¥'(↑打点艮・矢n介巨） 2 lli.1立

肌盤共通教育科日，専門教育科日を含めた卒業嬰件を表 6にポします。本学科に 4年

以上在学（休学期I川等を除く） して，表 6に示す必要な最低修得単位数の条件を満たす

ことが，卒業に必嬰です。
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表 6 卒業要件

区-分--------------―-----------------------学-----科-------
システム創成

T学科

導入科目 スタートアップセミナー 2 

基幹科日
人間を考える・共生を考える 2 

山形を考える 2 

文化と社．会［システム創成技術者倫理］ 2 

教養科l"I ぎ化と社会（システム創成技術者倫罪以外）
自然と科学

------------------------------------------------------------------------------------

応用と学際 10 

サイエンス・スキル--• ・.-----------------------------・・・---------------------四 - - - - - 四 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

健康・スポーツ

共通科ll キャリアデザイン［キャリアパスセミナー］ 2 

情報科学 2 

コミュニケーション・スキル 1 (英;UO 英語 l 4 

英語<z 2 

専門教育 必 修 T-+ II 21 

禾斗• H 選 択 f斗 H 62または57(注）

選 択 必 修 科 11 12または7

ノr-:i＼ ;H- 126 

（注）卒業研究を選択した場合は62単位，エンジニアリング創成を選択した場合は67単位となりま

す。「選択科日」の中に定められている，各履修分野の指定科11(分野別指定科ll)を修得しない

場合には，卒業要件を満たすことができないので，留慇してください。

6. 取得可能な資格

システム創成l二学科では，所定の要件を満たした場合，教有職員免I許状（高等学校教諭

種免許状(]ニ業））を取得することが ~1・［能です。詳細は，各種資格欄0) 「 I . 教育職員免

許状について」を参照してください。

7. その他

(1)選択必修科I」の単位を，必要単イ立数を超えて修得した場合，その単ぶ［数を選択科l,lの

単位とみなします。ただし，［卒業研究］と［エンジニアリング創成］はいずれか l

科日しか履修できません。

(2)選択科日の修得単倅数には，他分野開講専門教育科日の修得単付数が含まれます。

(3))店盤教育科日の単位を卒業要件28単イ立を超えて修得した場合，その単位数をIOl¥5. 位ま

で専門教育科日の選択科llの単位数とみなし主す。

(4) 教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間その他特定の時11¥J又は11が期にお

いて授業又は研究指導を行う＾窮の適~な）］法により教育を行うことがあります。
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システム創成工学科専門教育科目及び単位数表

開講期及び週時間数 必
教修

区 単 職
授業科目名 位 1 2 3 4 5 6 7 8 選

科
担当教員

ノ刀＼ 数

羞雷
邑子 巫子 邑子 ,,u子—. ,,,_,_ 子 学 択

期 期 期 期 期 期 の 目
別

システム創成入門 2 2 ◎ 真 壁

工業力学 2 2 汝・ ランジェ ム

多変数の微分積分学 2 2 唸 神 谷•田中

専
理工系の物理学 2 2 合 安達 ・廣瀬（文）

剛体の力学 2 2 女 秋 山

,~I] 微分方程式 2 2 八 塚

複素解析 2 2 * 早 田

基 物理化学入門 2 2 唸 真 壁

電磁気学基礎 2 2 松 下
礎

高分子材料入門 2 2 杉木 （昌 ）

科
システム創成基礎 2 2 ◎ 久 保 田

物理学実験 2 4 ◎ ＊ 安達 ・小池ほか

目 確率統計学 2 2 古 久 保 田

科学と技術 2 2 野 田

特別講義 [3] 工学部担当教員

;Jヽ 計 28 
2 6 10 6 4 [31] 

基礎製区l 2 4 ◎ ＊ 南 後

基礎材料力学 2 2 ◎ 森 村・ 澤

基礎有機化学 2 2 01 '白古’

基礎化学 2 2 ◎ 木 俣

機械工作実習 2 4 ◎ ＊ 機分械野シ担ステ当ム教t旦学

工業数学 2 2 唸 上 原

専 基礎材料力学演習 2 2 ＊ 村・ 澤

基礎流体力学及び煎習 2 2 ◎ ＊ 李 鹿 ・篠田

門
基礎熱力学及び演習 2 2 ◎ ＊ 赤 松・古 川

材料力学 2 2 唸 里‘’‘‘ 田

工業材料 2 2 ＊ 村・ 澤

科 ベンチャービジネス論 2 2 i lヽ 野

基礎振動工学及び旗習 2 2 01 唸
小 沢山 ・
ラ ンジェ ム

目 流体工学 2 2 ＊ 李 鹿

工業熱力学 2 2 ＊ 赤 松

ロボティクス 2 2 唸 多 仕I 隈

PB LI 3 4 担シスプ当ム創成剃工学科呂

メカトロ制御 2 2 古 水 戸 部

高分子物理学入門 2 2 香 田・瀧本

材料設計化学 2 2 鵜 沼
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開講期及び週時間数 必修 教

氾期+ 巫期--f— 甍期-f 氾期-f— 畠 目

- --•- -~~ 

電気回路基礎 2 
ロ ー 一 ーし

機械要素設計 2 
... - ----

価値創成の｝占礎
--------- --- --

情報システム

生体情報］＾学

マイクロマシンと微細加T 2 

システム創成[':叫瓢双験口

*I峯 l廿

* I I学打II担‘り教n
機械システム設訃及ぴ製I叉II 
.. ―----- - --

高分f物性
バイオ資源とiu本材料

専~---- -
1~/j クJf と成形加L I 2 

3
 

2
-
4
-
4
 

2
 
2
 

化 r→プロセス）店礎 2 
-- - ----

熱および物質移動 2 

IりII 論剛~i路人1••1-―-I 2 

2
2
2
-
2
-
2
2
-
2
 

責L悩田
. . . 

栗山（卓）
・-・'.... ん＇多賀―..―谷●.. ・-;-― 

佐 J淋（力）
I • ―,- - -

伊祁（翡）
．．．．^ 

Ill] 111・ 
. ・-- - -p 文

ヽノ

上

’4
ー
・

9
-

マーケティング論 2
 

機械シスアム成訃及び製I叉!III 3 4
r
 

PB Lil 3
 

4
 科

I'/: 外実fl(インターンシ刃） I (It) 2 1 
・・・・・・------- ---------一

--- . 

1 ''f: 外）清（インターンシッ7)11(/1)1 1 

lji_位圧換科日（注），｝
--- -

日 1システム削成1摩特別講義 [4] 

汎:i即解牡別溝義 \~[2] 
.. --- ----

キャリア形成特別溝義 I[2l 
ー- ---

ラホ・ゼミナールI(lt)1 j 0. 5 J 
----―-----------—— L 

柳 ru

◎ ［賣］ー］●|常勤溝~
ふ

k N  

凶 條 I! I 
システ1,削成I胃．学科:
担 ％ 教 員

9―ジズデム創成［芹学科―
れl'11 教 n

・---・---・-・ •·····~-,-―ジズ凡囁l成 r.字杜――

れl IヽI 教 n
一ー ・・^^^^一^

ラボ・ゼミナール11(注）・1 I 0. 5 
．．．．． 

ラボ・ゼミナール]]](注） 4 I o. 5 

ラホ・ゼミナールJV(注） 4 I o. 5 

ラボ・ゼミナールVUU・1 0. 5 

8
 

＋
 

2
 

[

I

 
4
 

，
 .

-

―

 
7
 

—— 5
-
5
 o
'
9
0
 

0

'

1

9
ー―― 

-

_

-
．

一

"

-

―

―

 

9
4
-

ー、

!

/

-

］

-

ー

一

t
l
l
-

、
1

月

―

(

ゞ

-

｛
•4 

ー
ク
＿

凶

ン

ー

計

ー

―

-・リ

l

-

1

9

-

、

4
/
-
-
J
E
―
ー
＇

ー

グ

}

-

I

ニ

f

ミ
ヽゼ

―
ジ
机

．
―
-
業
―

ーベ↓

ド
ー
ン

-
1
 

ラ
エ
一
，
入
|
-

-

＿

”

 

ジスデ1く創成1万Tr
担 ''1 教 ti

-一

、JI';常勤 ，溝 師
....... ---- ---

非常勤，溝師

システl,削成1万噂―
れl 'ヽ, 教 ii
ジヌテム利賊 l―,'叶I・
担 ''1 教員

_______ , ージズテム則成 r.7杵―
れl , り教 H

＇システム削成― l図苧科―
担,,, 教 且

―+―ーシスーテム111J成 1 万：科•
担 ''1 教員

--—•• ジステ広訓成 r_,汀 I・
担,,, 教員

---←万ンヌデ―ムtllJ成 1内可平

担 ''1 教 n
-' -- ・・ ・  巫

16 I 24 I 26 

6(1U s 02 

10・-・-l--02 l・:"芹乳l¥tll'ヽ1孝女 ti

T. 業技術概論（注） 1 I 2 

職業指導1uu 1 2 
- --

職業指導II (注） I t 2 

2
 

'ー、
一、1,ls/ 

f
噂ヽ

．
 

•
一

ス-
f
-

ジ
阻

l

~\J-

ノ＿

K
ゾ
-
―｛一

iit” 贋ビ
一

-
＊
＊
-
*
 

↓
 

↑
 -＿ 

＋
 

合 至
＂

133 
[144] 

7 I 17 I 21 I 21 I 31 I 23 

-101 -



（注）！ 教育職員免許状取得のための科目であり，取得した単位は卒業に必要な修得単位に含まない。

（注） 2 学外実習（インターンシップ）は， 3年次(5学期または 6学期）の希望者を対象とする。

(rt):, 「単位互換科目」の詳細については，巻末の「単位互換」を参照のこと。

（注） 4 チャレンジコースの学生のみ履修可能な科目である。

（注） 5 エンジニアリング創成の履修期間は，担肖教員との話し合いにより， 4年次 (7学期ま

たは 8学期）の半年あるいは 1年間とする。

◎ ：必修科日、 0:選択必修科日（同じ番号のついた科日の中から 1科日を選択）、無1叩：選

訳科日を表す。

［］：特別講義単イi'/数
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高分子。有機材料工学分野履修可能科H及び単位数表

開講期及び週時間数
轄コース籠り

区
贋憎恨闊I

単
3 4 5 6 7 8 合 光 物 担当 教員

授業科 目 名 位

数 学 ヽ-竺f,•, 学 ＇-さfら- ,-"fら• ,-"cfら— 成 電 性 （備考）
ノJJ＼ ＋ 化

且
]'. 

期 期 期 期 期 期 学 四+9 

スキルアップセミナー 1 1 ◎ ◎ ◎ 裔分 f-・l有機ヽl'J材教料丁．
学科れ 員

屈礎専門英語 1 1 Sukumaran 

キャリア形成論 2 2 非 常勤講 師

有機化学 l 2 2 ロ ロ 口 木オホ

イ］機化学演習 l 2 2 ロ ロ 口 オ木木< 

物則化学 l 2 2 JI I ロ

物則化学旗習 l 2 2 JI I ロ

化学・バイオ［学概論 2 2 化科学れ・バイオ．［学
i'り 教 員

N濯エレクトロニクス概論 2 2 情報，工レクトロニク
ス学科担‘り教員

専
非 常勤講 i'liliキャリアプランニング 2 2 

数学IV 2 2 早IH・大槻ほか

P'J 4勿且li'学l [ネ1H・習〕 (2) (2) flf履修クラス

科学英語 2 2 
ニL III r::1 

教 行機化学II 2 2 口 口 口 東 厭

介機化学演習 II 2 2 口 口 口 東 厭

育 物理化学II 2 2 口 口 口 瀧本， 佐野

4勿JIH化学屯灯習 II 2 2 口 口 口 瀧本， 仇・：野

科 合成化学概論 2 2 鳴 洵

光・屯r材料概論 2 2 口 口 口 翡橋（辰）

l―I 物性L心学概論 2 2 西 岡

構造解析・ 分析法 l 2 2 羽 :J:I笏~ 

枯『造解析・分析怯II 2 2 n 桐

高分f. 介機材料r学実験 2 4 ◎ ◎ ◎ 1:';jクH ・イ1機胄材教料 L
学科 N 員

合成化学菰習 2 2 ロ 鳴 洵

光・電—f-材料演習 2 2 ロ 高橋 （辰 ）

物I"卜:~「学演習 2 2 ロ 西 岡

無機化学 2 2 
--Jc.-

田仁1

高分f熱・統計力学 2 2 ロ ロ ロ 松 築
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開謂期及び週時間数
韓コース侮IJ)

区
雑 ')骸(f)glj

単
3 4 5 6 7 8 合 光 物 担 当教 員

授業科 目 名 位

数 ,,o_,.子. 邑子 邑子— ，，，，子—． た子・ 学
成 電 性 （備考）

ノ刀＼ 子化

且
工

期 期 期 期 期 期 学 ,:,.,. 子

裔分子合成化学 I 2 2 禾オ木

圏分子合成化学II 2 2 月‘l’j 山

有機量子化学 2 2 笹 部

光・ 電子材料合成化学 2 2 城 戸 ・東原

有機光・電子物性学 2 2 横 山

専 高分子表面科学 2 2 熊木 （治 ）

レオロ ジ一 2 2 瀧 本

門 麻分子固体力学 2 2 栗 山（ 卓 ）

合成化学輸講 l 2 2 ◎ 
晶分子 ・ 有機材料~
工学科担当教員

教 合成化学実験 I 2 4 ◎ 
晶分子 ・有機材料
工学科担 当教員

合成化学実験II 2 4 ◎ 帥分子・有機材料
工学科担 当教員

育 光 ・電子材料輪講 I 2 2 ◎ 邸上分学子科・担有当機教材料員

光・ 電子材料実験 I 2 4 ◎ 高分子 ・担有当機材料
工学科 教員

科
光・電子材料実験Il 2 4 ◎ 晶分子 ・担有当機教材料

工学科 員

物性工学輸講 I 2 2 ◎ 蘭仇子：：：r 和. 有機材料
工 科担当教員

物性工学実験 I 2 4 ◎ 高分学子f-・L!有当機教材料
目 工科・1・ 員

物性工学実験II 2 4 ◎ 高工分学子科・担有当機教材料員

先端高分子工学 1 1 時 任

環境高分子科学 1 1 岡 田

有機合成化学 2 2 片 桐

分子集合体化学 2 2 夫

無機材料化学 2 2 士 田Iコ

ソフトマテ リアル工学 2 2 ロ D ロ 熊木 （治 ）

高分子計算科学 2 2 ロ ロ ロ 香 田

高分子材料学 2 2 杉 本 （昌 ）

合成化学輪請Il 2 2 ◎ 
晶分子 ・有機材料
工学科担当教員

光・電子材料輪講Il 2 2 ◎ 
晶分子 ・有機材料
工学科担当教員

物性工学輪謂II 2 2 ◎ 高分学子科・担有当機材料エ 教員

研究開発プロポーザル 6 6 ◎ ◎ ◎ 工晶分学子科・担有当機教材料員
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開講期及び週時間数
区

単
3 4 5 6 7 8 

授業科 目 名 位

ノ刀＼ 
数 学 晏子 学 学 氾-f-

期 期 期 期 期 期

知的財産権概論 2 2 
専

高分子経済学 1 1 

flE] 合成化学輪講Ill 2 2 

教
光・電子材料輪講llI 2 2 

物性―［学輪講III 2 2 

育
合成化学輪溝IV 2 2 

科 光・電子材料輪溝IV 2 2 

物性L学輪講IV 2 2 
日

特別講義 [2] 

合 計 143 JG 28 56 26 ， (j 
[M9] (2) 

◎ ：必修指定科日（各分野で修得が義務付けられている科l"l)

口：推奨科日（各分野で修得が推奨される科目）

靡修コース籠(})
闘，麗恨聞I

合 光 物 担当教員

成 電 性 （備考）

子化

且
工

呂+ 学

非常勤講師

非＇常勤講師

ロ 高分 f-・1T機材料
［学科担‘り教員

ロ 高分 f-・ 行機材料
［学科担％教員

[J 高分［・・行機材料
ー［学科担胄教員

「］
高分f.{(機材料
r. 学科担‘り教員

ロ 1'.'.1jク}[・・イ(f;後l、オ牛斗
「．学科担胄教且

ロ 高分 f-. ii機材料
［学科担 ,ji教員

〇：選択必修指定科1::1 (各目選択のI・.,----外定l¥1.位数の修得が義務付けられている科m
［］：特別講義単イ＼＇［数

（）：再囮修クラス単位数
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応用化学・化学工学分野，バイオI学分野履修可能科Hおよび単位数表
指定・

開講期及び週時間数 推奨
必要単~

位数
の別

応 応

区
川 ノ＜ ｝廿 ノ＜

単 化 イ 化 イ
授業科日名 位 ,'ーツ{・ オ 担胄教員 、、;:

才
ノJJ＼ 数

3 4 5 6 7 8 化 化
,'; を

贔贔 学 鳳 学 化 "ヽJ!: 化 ,'芹

期 期 期 ,"[ら・ [ 学 r 
L 学 l→ • 

，ヽrヽ,-, ノJJ＼ 学 ノノJ ＼ 

ノJJ＼ 野 ／ノJ＼ 野

阻f 阻f

情報エレクトロ
2 2 

、1行報工レクトロニクス
ニクス概論 教員

,''ff, ・ 翡分(-科学 2 2 高乃fイi員機材料教

抒リ;)ブンニンク,, 2 2 Jl''i1t りリ~,\µ\'i':ili 2 

際 ：：ヤ＼ャリプク）杉｝戎：It命 2 2 JI,', 附；勤，溝師

ィヒ学数学 2 2 〇 / Jヽ竹・樋11

化 イじ＇、ド Lヽ'Y:lik論 2 2 

゜
松Ill

I 公[,,,・ 

移動現象 l 2 2 

゜
l11Jllj→ 2 

L 

学 反応 L学 2 2 

゜
會川・桑名

物 物則化学 l 2 2 

゜゚
宍）i 

雌
物岬化学II 2 2 

゜゚
堀Ill 2 1j 

化

学 物則化学III 2 2 

゜゚
れj1;i・イiI! I 

1"'1!f' ・ 1! しし機イじ,';t:I 2 2 

゜゚
鵜沼

機
無機化学JI 2 2 

゜゚
JIIJ!: 2 11 

化
心fら・ 分析ィヒ＇、；を 2 2 

゜゚
遠藤

介 イ―f機ィヒ‘ヽ'f:I 2 2 

゜゚
波多野・増｝爪

機
イf機ィヒ,'/II 2 2 

゜゚
佐Ji暴（力） 2 11 

化
"ヽfら- イi機ィヒ学III 2 2 

゜゚
落合

細胞牛物学 l 2 2 （） llnJ i『11

I 
ノ＜

糸111/l包i u勿'、'!=JI 2 2 

゜
但成

イ 4 
11: ィヒ'J".I 2 2 

゜
木，1;,り

才
牛．ィヒ学II 2 2 

゜
今野・真限
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指定・

開講期及び週時間数 推奨
必要単

｛立数
の別

区 応
応

i Jll ノ＜ 用 ノ＜

授業科H名 化 イ 担,11教員 化 イ

ノJJ＼ 'ヽ;を 才
,0f,・ , オ

3 4 5 6 7 8 化 化
,.f-,,, 八,f,-, 

贔
,'f"・ • 学 両

化 学 ィヒ 学
期 期 期 期

,"ff, → C r 
「ム 学 L ,"['・ ・ 
,、立{．・ ／ノJ＼ ,, 吃j ノノJ＼ 

／JJ ＼ 野
ノJJ＼ 阻f

阻f
里f

総 安全―［学 2 2 

゜
桑名

I 品質竹且H 2 2 

゜
1—~ 禾斗• 2 

合 情報処理概論 2 2 

゜
{;! りjfif (':0i1)• fljl/~~ 

環境化学 2 2 

゜
辿J枷

エネルギー化学 2 2 

゜
イ A-l·1'd~

マテリアル化学 2 2 

゜
1公lりli1・{左Ji暴（力）

移動現象II 2 2 

゜
111111 !・ 

移動現象III 2 2 

゜
宍）i 

分離7'p玖 r.学 2 2 

゜
松Ill

粉粒．体L 2 2 

゜
木俣・小竹

機器分析学 2 2 

゜゚
落合・神保

発 無機L業化学 2 2 

゜゚
¥'[,//:::. 伊）怜（智）

イi機 l業化学 2 2 

゜゚
波多野 (j 12 

展 食1¥/1r学 2 2 

゜
野々村・贔畑

医薬品化学 2 2 

゜
今野

ィヒ粧r¥11学 2 2 〇 野々村

灰川細胞 L学 2 2 

゜
阿部

遺伝(I 心〗学 2 2 

゜
黒谷

微II::_物 L学 2 2 

゜
矢野• 閲畑

it理学 2 2 

゜
111本・齊Ji慕

jlf!l:_i炭l・．学 2 2 

゜
山本

感就細胞L学 2 2 

゜
'IH成

ィヒ学I~学演習 2 2 〇 小竹・樋II

演 物則化学演習 2 2 

゜゚
ン:~J ; • I巾J; ・J/:1¥ Ill・ 』i

I JI 

無機化学屈習 2 2 

゜゚
遠祁・，松1if)• Jll)j: 2 1! 

習 介機化学訊料 2 2 

゜゚
fl,」i暴（力） ・（）り紺 （和） ．冷

合・増I泉

バイオ演料 2 2 

゜
l1U&・、'.UZi-・クミ阻f.'/斧）iが
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指定・

開講期及び週時間数 推奨

の別

区
応

悶
用 ノゞ

授業科目名 化 イ 担胄教員
ノ刀＼ 数 学 才

3 4 5 6 7 8 化
だJが・ 

贔 鳳 鳳 学 学 化
期 期 期 -ヽ,f,,.• ]→▲ 

L ,+ .,,. 
,+ "'・ ノ7)＼ 

ノ7J＼ 野
野

化学韮礎実験 2 ,1 ◎ ◎ 化学・バイオ教員

実 化学実験 l 2 4 ◎ ◎ 化学・バイオ教員

化学実験II 2 1J ◎ ／ 化学・バイオ教員

験 バイオ実験 2 1 ／ ◎ 化学・バイオ教員

化学・バイオlー・・
4 8 ◎ ◎ 化学・バイオ教員

学実験

化学・バイオ「学
2 2 ◎ ◎ 化学・バイオ教員

枯礎飢習
必

化学・バイオr●

2 2 ◎ ◎ 化学・バイオ教員
がf1,-火H・・:ユn・,ri-

修 輪講 1 un 2 2 2 ◎ ◎ 化学・バイオ教員

輪講II OU 2 2 2 ◎ ◎ 化学・ バイオ教員

共 数学IV 2 2 り叶II・人1規ほか

通 知11'1りJUiJ信朴j\~既扁命 2 2 Jl'-'W; 附リ~ii箭Jlili

126 
合計 30 30 32 36 2 2 

[130) 

◎ ：必修指定科Il (各分野で修得が義務付けられている科H)

〇：選択必修指定科日（各I'●l選択のL -. 定lf位数の修得が義務付けられている科II)

［］：特別講義単付数

0主） 2 卒業研究着手条件を満たした者に対して開講される。
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必要単

位数

応
用 ノ＜

化 イ
心-rら 才

化
化 巴f・・ 
がfJ-事 ]二
[. 学
心f,-. ／JJ ＼ 

／)j ＼ 野

野

10 10 

8 8 



情報・知能工学分野，電気・電f通信I学分野履修可能科H及び単位数表
指定・

開溝期及び週時間数 推奨 担胄教員
区

単
の別

授 業 科 日 名 位 3 4 5 6 7 8 塁闘
ノJJ＼ 

数 氾+ 心-f今• c-‘J‘;一’• • ，寸ヽ"乙・ 学 屯
知 ( 

期 期 期 期 期 期
能 姐

f;t 

キャリア形成論 2 2 :JI, ; 常勤 rill'/¥':rji 

数学III 2 2 小 , I I' 』l) ほ /）、

数学IV 2 2 口 口 早川・大槻ほか

物狸学II 2 2 ;J ヽ I也， JI'ii~ 刑J,i翡印Ii

キャリアプランニング 2 2 非‘，点；勤，溝 i':1fi

化学・ ノしイオ「学概論 2 2 
化,'t. /¥イオ
r: 'f: t・斗 教 It 

1; り： I心i分 f-f'I・,'芹 2 2 ｛翡斗分(-. 1教[機材判I.学n 

'IN報数学 l 2 2 ◎ /1j1 谷

111―l マルチメ ィア人fllj 2 2 ，、；；：科教 i¥l'V-中］

、I、1'/ヤfU斗"'f:/iif'1し1 2 2 ◎ ※!ti'け、JI能教且

,nmJ、授）,Ui給 2 2 ◎ 多 Ill 
教

屯磁氣学 l 2 2 柳 Ill • 1―(ij 策

礼りi妓久＼＇‘芹 IiJ.if 11~1 2 2 稲 艇

育 屯氣111]路 l 2 2 ◎ 水）j: ・足、ゲ．

礼i久(111]『各 l礼i(やl 2 2 ◎ 足 、』/

l'-l 屯［物性 l 2 2 ◎ 州¥'Ji暴・此it屈．散1Wfi 

屯 f物性狐料 2 2 0 'fら怜・ 崩§

11 
プログラミング紐附 l情報・知能） 4 4 ◎ 小 坂

フIJグラミン）/演習I(',li気，虚［通位） 4 4 ◎ 近 祁

PBL/り［怜'II Ch'/ヤ札・ク、：ll1i巨） 2 2 ◎ 111 内 • 水）j: 

l'BL油習 I('I膨氣・屯（通に） 2 2 

゜
H;(Ill 南谷

データ構沿とアルゴリズム 2 2 ◎ 小 111 

情報則論 2 2 ◎ 安 Ill 

-ti'i報数’‘芹II 2 2 Ill rji 

r,t,;J廿(i'(H"ぉ，；命 2 2 小 坂

オートマトンとは語雌論 2 2 内 澤

ソフトウェア［学 2 2 水 Jj: 
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指定・

開講期及び週時間数 推奨

区
単

の別

授 業 科 日 名 位 3 4 5 6 7 8 虞 担当教員
闘

ノ)J ＼ 
数 戸f-≫ ,"--4 + 学 学 学 電

知 {-

期 期 期 期 期 期
能 ~ 

線形システム）［礎 2 2 

゜
/-' n、-J 野

フログラミングrJrn1n (情報・知能） 4 4 ◎ 111 内

7日グラミング演召II(鷹気・慮［通｛丘） 4 4 ◎ 奥 ,1, 

屯磁気学II 2 2 

゜
1f1 ,I°n'J -

礼計i妓久¥'学：IIMW-1 2 2 

゜
叶L , I "I ' 

屯気11,J路II 2 2 

゜
-閏,- 谷

屯気!11]路11梱背 2 2 

゜
南 谷

専
屯［物性II 2 2 

゜
屈ょ，

橋

エレクトロニクス実験 l 2 4 ◎ ※ 2電気教員

1―llj ベンチャービジネス論 2 2 小 阻f

,1、1'i報科学実習 l 2 4 ◎ Jj: I: ・Jit Ill・)J111i暴

教
プログラミング屈習III 4 4 ◎ ;Jヽ 111・Jj: 1・. 

プログラミング， i語 2 2 ◎ ;Jヽ 111 

村濯化社会と職業 2 2 I I I 1J、）・深見
..llゞl 

数｛直解析 2 2 神 谷

,ti岱びI!論 2 2 内 、I、！ゃ親

f斗 認知科学人門 2 2 111 内

テキストマイニング 2 2 鈴 木

II 叶節機アーキテクチャ 2 2 多 ILL 

叶窮機ハードウェア 2 2 

゜
稲 艇

，,じ (-[11]路l 2 2 

゜
柳Ill・ 足立， !J;しIll

英晶セミナー］（梢報・知能） 2 2 神 谷

英詣セミナー I(', じ気・電［通i丘） 2 2 

゜
足 立・成 Ill

frt ¥}処岬 2 2 

゜
翡 野

データ通1,} 2 2 翡野・伯知能教且

センシング］→→学 2 2 

゜
ft 祁

ディジタル'")路 2 2 0 近 ｝枷

半導体r.学 2 2 

゜
奥 ill 

エレクトロニクス特別講義 1 1 （） JI';;1『'.iVJri岡i':1ji
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指定・

開講期及び週時間数 推奨

区
単

の別

授業 科 目 名 位 3 4 5 6 7 8 悶 担当教員

数 闊
ノ刀＼ μ子, ,c.,子. ,,,..,子, ,,,.,子, ,u,子. ,,,..,子, 電

誓 子

期 期 期 期 期 期 腐

エレク トロニクス実験II 2 4 ◎ ※ 2電気教員

利学と技術 2 2 野 田

情報科学実習 II 2 4 ◎ 多 田 ・加 藤

英語セミナーn(情報 ・知能） 2 2 鈴 木

英語セミナー[I(電気 ・電子通信） 2 2 

゜
高 橋 ・山 田

情報計画工学 2 2 安 田

知識情報処理 2 2 野 本

専
データベース論 武田 • 井上2 2 

情報システム設計とOS 2 '2 学科教員［平 中］

門 マイクロプロセッサとインタフェース 2 2 学科教員［田 村］

制御システム工学 2 2 

゜
野 本 ・佐 藤

教 ディジタル画像処理 2 2 深 見

Pl3L演習Il 2 2 ◎ 

゜
※l 情電知気能教員教員
※2 

育
電気電子材料 2 2 

゜
中

'自"' 

電磁波工学 2 2 

゜
奥 山

科•
電子回路II 2 2 

゜
近藤 • 原田・［松下］

電気機器学 2 2 

゜
杉 本

パワーエレク トロニクス 2 2 

゜
南 谷

目
エレク トロニクス実験m 2 4 

゜
※ 2電気教員

知的財産権概論 2 2 非常勤講師

パターン認識と機械学習 2 2 1]ヽ 坂

暗号と情報セキュ リティ 2 2 内 澤

情報ネッ トワーク工学 2 2 小 山

情報科学特別講義 2 2 非‘常勤講師

通信システム 2 2 

゜
近 藤

集積回路 2 2 

゜
廣 瀬

電力工学 2 2 

゜
杉本 ・［八塚］

電力伝送工学 2 2 

゜
杉 本

電気法規及び施設管理 1 1 

゜
非常勤講師
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区

ノ刀＼ 

専．
111] 

>
H 

開講期及び週時間数

単

授業科 目 名 位 3 4 5 6 7 

数 学 ，+ 込 ,'-子''4, ,-'-'-, , ら 学

期 期 期 期 期

輪溝（情報・知能） 2 2 

輸溝uじ気・ iii:{-通似） 2 2 

特別講義 [2) 

合 計
186 

34 1J(j 53 38 21 [188] 

◎ ：必修指定科日（各分野で修得が義務付けられている科II)

口：推奨科I□I (各分野で修得が推奨される科II)

指定・

推奨

の別

8 

闘 塁 担当教員

,一,子,,, 
虜

知 子

期
能 門

◎ ※l 情知能教員

口 ※ 2 軍気教員

非＇常勤講師

〇：選択必修指定科II (各自選択の lこ， 外定単位数の修得が義務付けられている科 jcj)

［］：特別講義単位数

※1・I胄知能教員：柏報・知能コース教員全員

※2屯気教員： 電気・電—f通伯コース教員全員
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機械システム工学分野服修可能科H及び単位数表

開講時期及び週時間数
贋

単区 :-i 4 5 6 7 8 
授 業科目名 位 悶 担刈教員

／JJ ＼ 

数 学 学 ,'芹 学 ,,[,,・ , 学
0) 

期 期 期 期 期 期 別

化学・バイオL学概論 2 2 ｛屈ハイオl芋刊教員

付情艮こEレクトロニクス概論 2 2 

専 キャリア形成論 2 2 J('常勤溝師

門 キャリアプランニング 2 2 JI→ ‘常勤，溝師

陥 数学IV 2 2 口 いIll・大槻ほl）、

礎 機械計測怯 2 2 口 奥 山

科 屯気・電臼nj路 2 2 Jj: I: 

II 翡分［・｛斗.,•;を 2 2 むI¥―IHAI/ii 

'""''""'、
" " 

特別溝義 [2] 

小叶
16 

6 6 1J 
(18] 

エンジニアリング削成 1 3 tj ◎ 11/:H教1l

テクニカルイングリッシュ 2 2 11n+教I¥

エンジニアリング訓成！！ 3 1¥ !'ill教[l

材湘I・｛斗? 2 2 口 I-.)泉，久米

機構学 2 2 ［］ IY',J - 後

生休0)力学 2 2 羽，［ふ， 測

伝熱l学 2 2 ［］ 赤 松

専 材i4H芥II 2 2 ,!j,、l＜ Ill 

機械 r.作法 2 2 口 近 祁

1111 ,n-閲t}J"/: 2 2 口 ’'’H ‘‘ Ill 

機械システムプログラミング 2 2 杖 木

才:1・ H: 糸Iiiヤ!:¥Jfd1く））＇‘芹 2 2 介/'F( Ill 

エネルギー変換 r.学 I 2 2 鹿 野

II 航布'i→:Hi r学 2 2 乍鹿，古川

述続体の板動学 2 2 口 小 沢 Ill 

,;1-1算烈＼祉計本）)'芹 2 2 qi 西

エネルギー変換 r学Il 2 2 A伯・A月・ 田

知能システム,:学 2 2 湯浅 ， 姿

バイオロボティクス 2 2 Jj: I: 

似川システム I.学 2 2 湯浅， i馬

ディジタルにサ処刑 2 2 渡 rm 
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開講時期及び週時間数

区 単
授 業 科 日 名 位 3 4 5 6 7 

／JJ ＼ 

数
学＇ヽ芹

,,,f,→ , 

学 学

期 期 期 期 期

メカトロニクス 2 2 

C!¥D/CNvl/C1¥I: 2 2 

専 知的財廂権概論 2 2 

1111 機械システム［学特別溝義 [3] 

科 ),~ 礎熱力学及び演習〔fill習〕 (2) (2) 

日 見礎流体力学及び演習〔補習〕 (2) (2) 

), 騒礎振動 l汀学及び油習[itll習］ (2) (2) 

,jヽ ,; f・ 50 
4 
， Jtl 

2:l 
[57] (11) (2) 

合 ,H 66 10 15 18 
23 

[75] (4) (2) 

◎ ：必修指定科n(各分野で修得が義務付けられている科Fl)

口：推奨科I―l(各分野で修得が推奨される科11)

［］：特別溝義単位数
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唱
8 贋 担刈教員

学 0) 

期
別

水）i部，介我

大 !Hf 

Jt,'/it 崩リj~背i'lili

非柑；勤溝師

再履修クラス

再履修クラス

再履修クラス



システム創成工学科における履修の流れ
重要科目

1年 2年 3年

二
4年

1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期

基盤共通教育科目

専門基礎科目（昼間コース，フレックスコース）

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
—

ス
選
択
(1
1
3

年
ま
で
半
年
毎

）

I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 

三
I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 

専門科目
（昼間コース）

研究室配属（チャレンジコース）→博士前期課程進学

卒業研究

（エンゾニアリンゲ創成）

輪講，専門科目

飛び級•海外留学
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単位互換



単位互換科目の履修について

I 単位互換について

山形大学と他大学との相互交流により，学生に多様な教育を提供することを目的として

単位互換を行っている。単位互換科目の履修は，次の協定に基づくものとする。

1. 「大学コンソーシアムやまがた」の包括協定に基づく単位互換

「大学コンソーシアムやまがた」において，山形大学，東北芸術工科大学，山形県立保

健医療大学，東北公益文化大学，山形県立米沢栄簑大学，山形県立米沢女子短期大学，

東北文教大学，東北文教大学短期大学部，羽陽学園短期大学，鶴岡工業高等専門学校，

放送大学及び山形県立農業大学校，山形県立産業技術短期大学校（オブザーバー参加）

が「単位互換に関する包括協定」を締結している。単位互換科目の履修については，覚

書及び規程を参照のこと。

2. 5大学間交流協定に基づく履修科目

5大学とは，山形大学，群馬大学，徳島大学，愛媛大学及び熊本大学であり， 「教育

・研究の交流に関する協定書」が締結されている。単位互換科目の履修については，覚

書を参照のこと。

3. 学術交流協定に基づく単位互換

学術交流協定を締結している海外の大学で単位互換制度を利用できる場合がある。

締結している機関は，山形大学ホームページ「国際交流一学術交流協定ー」を参照の

こと。

II 単位互換科目の履修について

単位互換科目の履修を希望する者は，学生センター教務課学務担当（小白川キャンパス

在学生）又は学生サポートセンター教育支援担当（米沢キャンパス在学生）に申し出るこ

と。



単位互換

1' 「大学コンソーシアムやまがた」の包括協定に基づく単位互換

単位圧換に関する包括協定書

この協定に参加する各大学（短期大学・高等専門学校を含む）は，相互の交流と協力を振

興し，教育研究の活性化及び教育課程の充実を図りつつ，学生に多様な教育を提供すること

を目的とし，次により単位互換を行うことに合意する。

（対象学生）

第 1条 本協定による単位互換制度の対象となる学生は，本協定に参加する各大学に在学す

る学生とする。

（受人学生の呼称）

第 2条 本協定に見づき，各大学が受け人れる他大学の学生は，単イ1i:T1撒．換｝復修生と称する。

（受人学Jん．—:数）

第 3条 各大学が受け人れる単位互換履修生の数は，受人大学が決定する。

（履修方法）

第 4条 単イ立互換屈修生の科日登録，単位の認定等の履修）j法については，受人大学の規則

の定めるところによる。

（授業料等の費用）

第 5条 単位互換履修生の受人に係る検定料，人学料及び授業料は徴収しない。ただし，放

送大学が受け人れた単位圧換／復修／じ及び放送大学の全科履修生で放送大学以外の大学が受

け人れた単イ立互換屈修生の授業料については，受人大学の定めるところによる。

（運慇組織）

第 6条 本協定苫に翡づく単位互換を円滑に実施するため，本協定に参加するすべての大学

の代表者による運腐糾織を設ける。

（改廃）

第 7条 本協定に参加する大学の変更及び本協定薯の改廃については，学長間の協議による

ものとする。

（その他）

第 8条 本協定薯に定めるもののほか，単位九換の実施に関する細日は，覚害により別に定

める。

附則 この協定は，平成 18年 4月 1日から施行する。
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単位互換実施に関する覚書

「単位互換に関する包括協定書」による単位互換については，下記の事項に基づいて実施する。

（授業科日の範囲）

1 本協定に参加する各大学（短期大学・高等専門学校を含む）は，各年度ごとに，単位互

換履修生が履修できる授業科日を単｛立互換科日として指定する。

（単位数）

2 単位圧換履修生が修得できる単位数は，学生の所属する大学において認められた単イ立数

以内とする。

（履修期間］）

3 単位」［換／役修ljこの｝｛砂修期間は， 当該学生が履修する単イ立互換科IJの開設期I―IXJとする。

（／復修間始年次）

4 単位五換｝役修生として履修を開始できる年次は， 1年次以上とする。ただし，高等専門

学校においては， 4年次以上とする。

(ll~f f/rj',l;-1J) 

5 単位互換科日の時間割は，受人大学の時IUj卯lに従うものとし，特別の時間剖は糾まない。

（学生数）

6 各大学が受け人れる単位―ff換履修~lこの数は，授業に支間のない範間とし，必要に応じ各

大学間で調瞥を行い，受人大学が決定する。

（受人手続）

7 単イ,r.互換／復修生の受人手続きは，次のように行なうものとする。

(1)開設される単位互換科「Iのシラバス及び時mi割は，完成後速やかに，各大学に通知する。

(2)派遣大学は，各学期ごとに履修希望学生の履修願を取りまとめ，受人大学に申請する。

(3)受人大学は，派遣大学へ受人許可の決定通知を行うとともに，派遣大学を通じて履修希

望学生．に受人許可苫を交付する。

（成績評価及び単位の授与）

8 単位／圧換履修生の成績評価及び巾位の授与については，受人大学の定めるところにより

実施する。ただし，両大学の試験11が車複した場合には，派遣大学の授業科IIについて，

追試験等の措附を講じるものとする。
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（成績の通知及び単位の認定）

9 受入大学は，派遣大学に対し，単位互換履修生の単位互換科目の単位授与に係る合否並

びに成績評価の結果を通知し，派遣大学は，受人大学の通知に晶づき，単位の認定を行う

ものとする。

（単位圧換履修生に係る通知等）

10 単位7i換履修生に休学または退学等の異動があった場合には，派遣大学は速やかに受人

大学に通知する。また，授業罫に係る単位―圧換履修生への諸連絡事項については，受人大

学が派遣大学へ通知することとし，両大学で周知する。

（施設の利）TJと規則の遵守）

11 履修lこ必要とする施設・設備の利）廿については，受人大学：の定めるところにより便＇在を

供りするものとし， ljj_位 7j~換履修牛は，受人大学の規則憚を遵‘、『するものとする。

（各大学の内規）

12 本協定に参加する各大学は，本協定及び本党苫に則り，各大学ごとに単位］［換を実施す

るにあたって必要な細日を内規として定める。

（連'/玲糾織）

13 本牝態に定めるもののほか，本協定の実施に関し必要な~Jr項は，連闘糾織における協議

により定める。

（その他）

14 本覚苫は，本協定に参加する各大学の合意の下に，必要に応じて見直すことができる。

附 則 この覚翡は，平成 18年 4月 lI」から施行する。

附・ 則 この覚；片は，平成 20年4月 lIIから施行する。
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山形大学における単位互換実施に関する規程

目次

第 1章総則（第 1条）

第 2章受入（第 2条ー第 5条）

第 3章派遣（第 6条ー第 10条）

第 4章 放送大学との単位在換（第 11条・第 12条）

第 5章雑則（第 13条・第 14条）

附則

第 l章総則

（趣旨）

（平成20年4月18)

第 1条 「単イ立在換に関する包括協定翡」による単位―ff換を 1ザ滑に実施するため，山形大学（以

ド「本学」という。）における規程を定めるものとする。

第 2章 受 人

(l¥1. 位ff換履修牛の身分）

第 2条 本学が受人れる単位．圧換履修牛の身分は，特別聴講学牛とする。

(1¥i. 位 lf換科日の範IJJ:lと指定）

第 3条 単イ,tOLI換科日は，本学で開講される屈盤教育科[]及び各学部で開講される専P11教育

科日とする。単位り換科Hとして提供する授業科日は，）店盤教育科日にあっては山形大学

）よ盤教育院，専門教育科llにあっては開講する各学作IIが指定するものとする。

（受人学生数）

第 4条 本学において[jM講する単イ立:7T.換科 H に受人れる単位7-j~換腹修I卜の数は，｝原則として

l授業科I―lにつき 5名以内とする。ただし，履修可能な受人れ人数については，‘り該授業

科 I'!の担渭教員の判断による。

（履修手続き及び成績i評価）

第 5条 本学において間講する単位］［換科IIの履修下続き及び成績評価に関しては，本学の

諸規則に韮づき実施する。

第 3章脈遣

（単位―圧換履修IぃTー：ーの範間）

第 6条 単位互換制度の対象となる学牛は，人文学部，地域教育文化学部，理学部，医学部，

工学部及び農学部の各学部に在籍する学生とし，大学院に{E籍する学If':を除くものとする。

（履修間始年次）

第 7条 単位7L換履修Iートとして履修を間始できる｛ド次は， 1年次以卜.とする。

（修得できる単位数）

第 8条 本学から派遣する単位ff換履修生が履修登録して修得できる単．位l-j心．換科目の単イ立数

は，各年度ごとに 8叶i位以内，崎該学生の在学期間を通じて 24単位以内とする。
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（成績の評価）

第9条 本学から派遣した単位互換履修生が他大学等において履修した授業科日の成績は，

「認定」として累加記録簿に記載する。

（単位の取扱い）

第 10条 本学から派遣した単位互換履修牛が他大学等において修得した単位の取扱いは，各

学部が定める。

第4章 放送大学との単位互換

（派遣）

第 11条 本学から放送大学に派遣する単｛立庄換履修／じの授業料については，放送大学の定め

るところによる。

（受人）

第 12条 本学が放送大学から受人れる単位圧換履修生は，学部全科履修牛に限るものとし，

その授業料については，本学が別に定めるところにより徴収する。

第 5章雑則

（業務の所管）

第13条 本協定に基づく単位―圧換の所管業務は，小白川キャンパス事務咋IIにおいて担喝する。

（その他）

第 14条 この規程の見直しは，山形大学学牛委員会において審議の上，学長が決定する。

附且LJ

この規程は，平成 20年4月 1日から施行する。

附則

この規程は， 平成 20年 7月 30日から施行し，平成 20年 7月］日から適川する。

附則

この規程は，平成 22年4)]1日から施行する。

附則

この規程は， 平成 23年4月 1日から施行する。

附則

この規程は， 平成 27年 4月 1日から施行する。

附則

この規程は， 平成 27年 4月 1日から施行する。

附則

l この規程は，平成 29年 4月 1日から施行する。

2 改正後の山形大学における単位斤換実施に関する規程の規定は，平成29年：度人学者から

適用し，平成28年度以前の人学者については，なお従前の例による。
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2. 5大学間単位互換

山形大学，群馬大学，徳島大学，愛媛大学及び熊本大学の

各工学部間における学生の単位互換に関する覚書

この覚書は，山形大学，群馬大学，徳島大学，愛媛大学及び熊本大学（以lご「 5大学」と

いう。）の間での「教育・研究の交流に関する協定薯」が平成 8年 11月 21日に締結されたこ

とに伴い， 5大学［学部及びL学系の大学院研究科（以lご「工学部等」という。）間における

学Iー・トの単位.ー圧換を行うに崎たっての必要な事項を定める。

記

（派遣時期ぐりの協議）

l 叩立n換を行う授業科日とそのシラバス，大学院で行う研究指導の内容，派瑣の時期，

派遣学生数，受人学lj:_数等の協議は，実施訓年一度に 5大学T学部長会議を開催して行い，

派遣又は受人学生の選拷節の詳細については，派遣大学［学部賞と受人大学工学部節で行

。
ぷ
ノ

（派造T：続き及び受人「：続）

2 '11該大学の学則節の規定による学長の派遣願及び受人許iiJは，派遣大学工学rm等と受人

大学l●汀．学部宵との事前協議の結果に韮づきりうものとし，そのIj1-f11j協議は派遣及び受人J'

定llO> lか月前までに完了しなければならない。

（学牛の派附の願出）

3 派追を希望する学Ifこ．．は，別紙様式第 1号又は第 2妙の 5大学―[学部節学11-:交流派遣願を

脈造を希望する学期の始まる 2か月前主でに提出しなければならない。

（学生の身分）

4 受人大学［学闊噂における学:lj—•::.の身分は，学部学l.jこ：の場合は「特別聴講学牛」とし，大

学院学生で授業科目を履修する者にあっては「特別聴講学生」，研究指導を受ける者につい

ては「特別研究学牛」とする。なお，これらの学生を以lご「派遣学生」という。

（＇学ゾlー：J1E0)3谷1了）

5 受人大学「＾学部憚が受人れを許PJした場合は，学牛］証を発行する。

（履修できる授業科日）

6 5大学L冴弩111ぐ窄におしヽて屈修できる授業科目は，専門教育科日とし，実施廿fJ年度の 12

月主でに公表する。

(}履{1各Jリrnm
7 5大学l―・.,芹部等において履修できる期1札］は，原則として 1年以内とする。ただし，特別

な｝胆j―lがある場合は，協議の上，更に 1年を限り延長することができる。
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（成績評価）

8 受入大学工学部等は，当該大学の学則等の規定により受入学生の成績評価を行い，別紙

様式第 3号の 5大学工学部等派遣学生（特別聴講学生）単位修得報告書により派遣大学I

学部等に報告する。

（単位:o)認定）

9 派遣大学l二学部等は，前項の報告に見づき，単位の認定を行う。

（研究指導の終r報告）

10 派遣学生のうち特別研究学生は，所定の研究が終了したときは別紙様式第4号の 5大学

工学部等派遣学生（特別研究学生） -iiJF究終了報告書を受人大学の［学研究科長袴に提廿iし

なければならない。

（派遣大学への報告）

11 受人大学の］―-~学研究科長等は，前項の報告に）店づき脈遣大学のIー・→学研究科長等に別紙様

式第 5号の 5大学―l□学部等派遣学,!Jこ（特別研究学作J研究指蒋報告，irにより研究指導の終

了の報告をする。

（授業料_/等）

12 受人大学における検定料，人学料及び授業料は，徴収しない。ただし，実験，実習憚に

関する費川は徴収することがある。

（施設等の利JTJ)

13 派遣学生は，受人大学の施設・設備を‘り該大学の学J.jこと同様に使川することができる。

（学則悴の違反者の措附）

11 受人大学［学部憚は，派遣学生が,LI11亥大学の学則等に違反したときは特別聴講学~t又は

特別研究学生としての身分を取り泊すことができる。この措附を講じたときは速やかに派

遣大学工学部憚に通知しなければならない。

（学生^ の異動通知）

15 派遣大学工学部等は，派遣学~tに休学，退学賞の許Ii]又は処分を行ったときは，速やか

に受人大学[学部等に通知しなければならない。

（覚苫の改廃）

16 この就書の改廃は， 5大学L学部長会議の議を経なければならない。

（実施 Il) 

17 この覚苫に屈づく学生の車位―Ii:換は，平成 11fド4月 1日から実施する。
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別紙様式第1号

5大学工学部等学生交流派遣願（特別聴講学生用）

ふ り が な 性別 男 女

l=ll 写真貼付
氏 名 年 月 日生

4 cmX 3 cm 
翅

... . ....  . ...  雫 雫 . . . . . . . . .. . 雫讐 . ..  . ..  讐雫·· • 雫. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ... . . . . . . . . ... .. . ..  . ..  

脱岨上半身正而現 住 所
... 曇.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ... . . . . . . . . . .. . . . . . . ... . . . . . . . . . . . ... . . . . . . . 

匹市外局番 （ ） 

， 所属の学部又 大学工学部

は研究科 大学大学院 研究科 （博士前期・後期課程）

学科・ 専攻 学科・ 専攻 年次： 学籍番号

指導教 官等 職名 l l氏名 l 印

氏 名 （本人との関係 ） 

I 璽

現住所 壺

電話 匹市外局番 （ ） 

勤務先・住所

勤務先の電話 匹市外局番 （ ） 

大 子、四—． 名

履修期間

.............. ···• •·. ······ • •··. ····•••······ ·• • ··········· · ••··· ·····••··. ··••·· ............ ·····••··...................................... 

派遣希望理由
. . ..  · • • ·· ····· • •· . . . . . . .  ...  雫響● 雫雫雫雫● ● ● 響雫● 響● 響● ● ● 雫響雫雫...讐讐． ．．．． 讐讐 讐● . . ....  讐 雫雫雫● ● ●● ● 響讐● 讐響 ● ● . . . . . . . .. 曇.. 讐 ...  ... ... 曇 ..... ● 曇曇.... .. 讐. . 曇..

派
授 業 科目名 単位数 前期・後期 開講学科・専攻 担当教官氏名

遣

履
希

修
望

希

大

望

学
科

目

備考 規格は， A4とする。
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各種資格 ー
I . 教育職員免許状について

II. 電気主任技術者

皿 ー級建築士・ ニ級建築士・木造建築士受験資格の

ための履修方法等

IV. インテリアプランナー登録資格取得の

ための履修方法等

V. ー級・ ニ級建築施工管理技士受験資格の

ための履修方法等





各種資格

I . 教育職員免許状について

1 本学部の卒業生で所定の単位を修得した者は，次の教育職員免許状の授けを申請する

ことができる。

た-f• 科 免許状の種類 免許教科

高等学校教諭一種免許状 L業
----------- - --- - - --- --- -------- ----------------- --

L業

高等学校教諭牙重免許状 ［^業

高等学校教諭・悧種免許状 [業
-- ---------- --------------------

高等学校教諭一種免許状 ［業

高等学校教諭・屯種免許状 ――・・［業

2 上記の免許状の授与を受けるためには，教育職員免許法及び教育免許法施行規則に定

める次にポす単位．を修得しなければならない。

教科に関する科II 教職に関 教科又は教職
免許教科

する科H に開する科廿
,_ 

[業 ・「業の関係科IJ それぞれの科 Hについ

・職業指導 ］て 1甲位以 □I・20単位^
23単位 16単イ立

なお，本表は法規・トの単位数であるので，実際の腹修）j法は次によること。

(1) 免許教科「［業」の「教科に関する科日」，「教職に関する科日」及び「教科又は

教職に関する科目」について

「教育職員免許法附則第11」により，「教職に1見lする科Fl」についてのりi位数の全

部又は一部の数の単位の修得は，‘り分のI札J,T業の l教科に1関する科IJ (「業のI関
係科ll)」についての単イ立修得をもってこれに替えることができる。このため，各

学科のカリキュラム表に示した「教職科日」欄に責印がある科日から， 57単イ立以1.

及び職業指導 2単位（職業指導 J • IIいずれか l科 LI2叶叶立）を修得すればよい。

(a) ]こ業技術概論について

免許教科「工業」の免許状の授与を申詰する場合，—r贋．業技術概論は必修科目である。

工業技術概論は，学科により開講学期が異なるため，各学科専門教育科日及び単イ立

数表を参照すること。

(b) 職業指導について

免許教科「］口業」の免許状の授りを巾請する場合，職業指導は必修科I□1である。

職業指導 l及び職業指導IIは， 3年・次以卜の学生を対象にして集中講義で隔年間講

される。間講科日と開講年度は，次表のとおりである。詳細については，別に指示す

る。

平成31年疫 平成321ド度 平成33年度

職業指導lII職業指導 IIー職業指導IT
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(2) その他の必要な修得科目について

免許教科「工業」の免許の授与を受ける場合，上記のほかにも，次の科日を必ず

修得しなければならない。

(a) 「日本国憲法」（見盤共通教育科目） 2単位

米沢キャンパスでも毎年集中講義で間講するが，受講対象者は 31ド次以上に限定

しているため，小白川キャンパスで修得しておくことが望ましい。

(b) 以卜の①又は②から 2単位．

① 「健康・スポーツ科学」及び「スポーツ実技」（）店盤共通教育科日）

② 「スポーッセミナー」（駈盤共通教育科日）

（「健康・スポーツ科学」 2単位のみや「スポーツ実技」 2単位のみでは取得で

きません）

(c) 「コミュニカテイヴ英語」（）店盤共通教育科目英語 1) 2単位．

(d) 「情報処剛（悲盤共通教育科目） 2単位

3 教育職員免許状の授り叶l詰手続

教育職員免許状は，都道府県の教有委員会が授りする。したがって，教育職員免許状の

授りを申請する者は，所定のljl詰苫類を準侃iしたI文＾で，当該教育委員会に111請手続を行わ

なければならない。

なお，本学部を卒業と同II炉にlれ訥F続を行う場合は，学生サポートセンター教育支援i廿
‘りで山形県教育委員会に対し， ．^括して ljl請手続を行う。申訥f：続の詳細については，掲

ぷにて）r1i]知するので，見落としのないように1分留意すること。

4 教育実践実習（：（教育実習）について

(1) ~3 年次以卜の学Iートの内，次年度に卒業する見込みがある者で，次の条件を満たす場

合，当該学科長の承認を得た者は，次年度の教育実習を中込むことができる。

① 21ド次後期終［までに 60り仏＇［以卜を修得していること。

② 3年次後期に「生徒指導・進路指導」を／復修していること。

③ 3年次後期終［までに「教科の指導法」に関する科IIを21札位以卜修得しているこ

と。

④ 41・ド次前期に「教育実践実習事前・事後指導（事前）」を履修すること。

(2)免許教科「1悶悶業」では，教育実習の屈修は必要ありませんが，教有実習の履修を希

惰する場合は，学牛．サポートセンター教育支援担当に1廿lい合わせてください。

(3) 教育実習を履修しようとする者は， 2 年次の春休みに 1'1 分の廿—i身校(!ード学校又は高

等学校）へ願い出て内諾を得る必疲がありますので， 21:: ・ド次の後期になったら学~J:.サ

ポートセンター教育支援担当に叶lし出て，指示に従ってください。

- 126 -



「教職に関する科目」の専門教育科目における授業科目及び単位数表

単 開講期及び週時間数

1 2 3 4 5 6 7 8 
授業科目名 位

i"-1-, 子 ,,:,..,. 子 邑子 ,,,.,. 子 ，，，，， 子 序子 呂子 邑子
備 考

数 期 期 期 期 期 期 期 期

教職論 2 2 

教育原論 2 2 

学習心理学 2 2 

教育社会学 2 2 

教育課程編成論 2 2 

工業科教育法 2 2 
] 1科目選択必修

工業の教材分析 2 2 

特別活動諭 2 2 

教育方法・技術 2 2 

生徒指導・進路指導 2 2 

教育相談 2 2 

教育実践実習事前・事後指導 1 1 

教育実践実習c 2 2 

教職実践徊習（中学校 ・高等学校） 2 2 

（注）上記の科目の一部は，夏季，冬季及び春季休業中に集中講義で行われることがある

が，その詳細は別に指示する。
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II . 電気主任技術者（電気事業法参照）

情報・エレクトロニクス学科電気・電子通信コースの卒業生で，工学部在学中に必要な科

目の単位（卜表）を修得し，卒業後 5万ボルト以上の電気工作物の工事，維持又は運用の経

験が 5年以上ある場合は，第 1種電気主任技術者， 1万ボルト以上の電気工作物の工事，維

持又は運用の経験が 3年以上ある場合は，第 2種電気主任技術者免許状を取得する資格が得

られる。 （主務省庁：経済産業省）

表 電気ーじ任技術者免許状の取得資格に必要な科日と単位数

区分

1. 電気・電子［学ぐ加の）店礎に関す

るもの

l 7}jt位以上

授業
- -

合電磁気学 l

合電磁気学 I; 演習

合電磁気学II

合屯磁気学Il油習

森軍気回路 l

合電気I口）路 l演習

合屯気回路II

合電気回路IO貨習
合センシングL学

線形システム屈礎

屯臼cl)路 l

屯子回路II

集積IP)路

屯f物性 l

屯f物1・1t11 

屯子物I生油習

科

l¥'i. 位 合計

仁 単位．
- I —●●●●●一．．．．．．．．．．

数

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

2

2

2

2

2

%

 

区 ノ＼
刀 授

--

屯気電子材料

合屯）J]-. 学

森電力伝送］．． 学^

半導休J:学

機械システム概論

合電気法規及び施設管ml
技術者倫理（電気）

単位＾合計

佐・
9
)

＼
オ 科 日 ,

I―
 

一
．
（
一

ヽ

l- 位 数

2. 発電，変電，送電，配電並びに

屯気材料及び電気法規に関す

るもの

8単位^ 以上

2

2

2

2

2

l

l

 

12 
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区 ノ刀＼ 授 業 科 日

3. 電気・電子機器，自動制御，電 合電気機器学

気エネルギーの利用及び情報 合制御システム工学

伝送・処理に関するもの 食パワーエレクトロニクス

データ通信

10単位以上 計算機韮礎

化学・バイオ工学概論

通信システム

伯号処班里

単位合計

区 ノIJ＼ 授 ォ'/1/ミ: 科 日
---- ---------- ----------------- ------------------------- ---

4. 電気・電子工学実験及び電気・ エレクトロニクス実験 l

電子―「学実習に関するもの エレクトロニクス実験II

エレクトロニクス実験III

6単位以上 単位．合計

区 ノJJ＼ 授 ノ'IY‘; 科 日

5. 電気・電子機器設計及び製図に 翡礎製図

関するもの

2単イ立：以L 単位合計

11-: 1) 区分 1,,___, 5の合計が49単イ立以_jこになること。

注 2) 森印の科llは，免許の必要条件なので必ず取得すること。

汁:~3) 「電気怯規及び施設管列」は，隔年に講義が行われる。
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単 位数
~~ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
... 

16 

単位数

2 

2 

2 

6 

Iー単位2 数

2 



皿．ー級建築士・ニ級建築士・木造建築士受験資格のための履修方法等

（建築・デザイン学科）

指定科目の分類（単位＾数） I二’学’：音II開講科目

二級・木造 ー級 科目名 履修学年 必修・選択 単位数

基礎設計製図 2 必修 2 
--------, . 

図学 2 選択 2 
. -

①建築設計製図
建築CAD演習 2 選択 2 

実務0~2年(5l¥1.位以卜)
①建築設計製図

建築設計製図 I 2 必修 2 
実務'.-3~5年(3単位以!-.)

(71¥i-位以 u - - - --------- ---- --------------- ---- 心ふ'、

建築設計製図 II 3 必修 2 

建築設計製図皿 3 選択 2 

建築設計製図w 4 選択 2 

日本建築史 1 必修 2 

西洋建築史 2 選択 2 
. ぃ ------- - ---- - . .  

②建築計Ulii 住居計画学 2 必修 2 
""  ．＂ 

②～① 
(71札位．以 IJ 住環境論 3 選択 2 

建築計両、建築環境 r学又 施設計画学 3 選択 2 
は建築設備 '"  

" . 心 心ふ 心

実務0~2年(7単位以1-.) 建築史演習 3 選択 2 

実務:1~5年(21邸＇！：以 u
③建築環境 r学

(2単位以 I:)
環境工学 2 ・必修 2 

④建築設備
建築設備 2 選択 2 

(2単位以1J

建築構造力学 2 必修 2 
⑤構造）)'学

-ぃ"" " 

耐震構造 3 選択 2 
(1! 単位以 L)

地盤工学 3 選択 2 

⑤～⑦ 建築一般構造 2 選択 2 

構造力学、建築•般構造又
⑥建築•般構沿 木質構造デザイン 3 選択 2 

は建築材料
(3 lj¥. 位．以 1-.)

実務0~2年(G単位以!・.) 木質構造デザイン演習 3 選択 2 
" -

実務:3~5年(:Jl閻＇［以 u 建築構造デザイン 3 選択 2 

木質構造概論 1 選択 2 
⑦建築材料

(2単｛｛［以 I:)
建築材料学 2 選択 2 

建築材料学実験 3 選択 2 

⑧建築生／附 ⑧建築11:,附
建築施工 3 必修 2 

(! l且位以 J-.) (2単位以 u

⑨建築法規 ⑨建築法規
建築法規 2 必修 2 

(I単位以 u (I単位以 u

建築概論 1 必修 2 

ユニバーサルデザイン論 2 選択 2 

インテリアデザイン論 2 選択 2 

⑩その他 ⑩その他 都市・地域計画 3 必修 2 

（適't'O （適YO 住まいと庭園 3 選択 2 

景観設計 3 選択 2 

地震工学 3 選択 2 

振動論 4 選択 2 

総単位数 70 
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上記の表中の各分野から、指定科日の単位数以上を修得してください。

修得した単位数により、受験資格取得までに必要な建築実務の経験年数が変わります。

級建築I: : 60単位以上 ＝ 実務経験 2年

50~59単小＇［ ＝ 実務経験 3年

40~49単位 ＝ 実務経験 4年

二級・木造建築士： 110単位以I・. = 実務経験〇

30~39単位 ＝ 実務経験 l年

20~29単イ立 ＝ 実務経験 2年
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IV. インテリアプランナー登録資格取得のための履修方法等 （建築・デザイン学科）

※履修に当た っては、 下記の認定基準を参照のこと。

区分 授業科目名 履修学年 必修・選択 単位数

日本建築史 1 必修 2 

デザイン概論 1 必修 2 
イ

西洋建築史 選択ン 2 2 

ナ デザイン基礎 2 選択 2 

リ インダストリアルデザイン 3 選択 2 
A ア

関 都市・地域計画 3 必修 2 

連 デザイン演習 3 選択 2 
科

建築史演習 3 選択 2 
目

住まいと庭園 3 選択 2 

景観設計 3 選択 2 

建築学概論 1 必修 2 

木質構造概論 1 必修 2 

住居計画学 2 必修 2 

ユニバーサルデザイン論 2 選択 2 

環境工学 2 必修 2 

建築設備 2 選択 2 

建築環境実験 2 選択 2 

図学 2 選択 2 

建築材料学 2 選択 2 

建築構造力学 2 必修 2 

建築一般構造 2 選択 2 
イ

新材料加工学 選択ン 2 2 

7― 建築法規 2 選択 2 

リ 建築CAD演習 2 選択 2 
B ア

専 基礎設計製図 2 必修 2 

門 インテリアデザイン論 2 選択 2 
科

耐震構造 3 選択 2 
目

建築施工 3 選択 2 

建築環境エネルギーデザイン 3 選択 2 

建築環境エネルギーデザイン実験 3 選択 2 

住環境論 3 選択 2 

施設計画 3 選択 2 

地震工学 3 選択 2 

建築構造デザイン 3 選択 2 

木質構造デザイン 3 選択 2 

建築材料学実験 3 選択 2 

建築設計製図 II 3 必修 2 

建築設計製図IV 4 選択 2 

設 建築設計製図 I 2 必修 2 
C 

計 建築設計製図m 3 選択 2 

- 132 -



※認定基準

1) A+B+C 36単位以上

2) B+C 24単位以上

3) C 2単位以上

上表に見づき、認定基準を満たすように単位数を修得したインテリアプランナー試験合格者

は、卒業後、インテリアの移管する実務経験年数 0年（不要）でインテリアプランナー登録資

格が得られます。
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V. ー級・ニ級建築施工管理技士受験資格のための履修方法等

（建築・デザイン学科）

授業科目名 履修学年 必修・選択 単位数

木質構造概論 1 必修 2 

西洋建築史 2 選択 2 

住居計画学 2 必修 2 

ユニバーサルデザイン論 2 選択 2 

図学 2 選択 2 

建築材料学 2 選択 2 

建築一般構造 2 選択 2 

新材料加工学 2 選択 2 

建築法規 2 選択 2 

建築CAD演習 2 選択 2 

インダストリアルデザイン 3 選択 2 

建築史演習 3 選択 2 

住まいと庭園 3 選択 2 

耐震構造 3 選択 2 

建築施工 3 選択 2 

施設計画 3 選択 2 

振動論 3 選択 2 

木質構造デザイン 3 選択 2 

木質構造デザイン演習 3 選択 2 

建築材料学実験 3 選択 2 

建築設計製図IlI 3 選択 2 

建築設計製図IV 4 選択 2 

認定）よ準として、 し記の表叶lの科日から合計 10l札位以履修してくださし＼認定）よ準を満た

すようにlf位数を修得した者については，卒業後， 1汀記の実務経験年数で級および゜級建築

施L'l空J'I!技 l:の受験資格が得られます。

級：受検しようとする種日に関し指況監督的実務経験 l年以卜を含む 3年以い）実務経験

流及： l汀記表の通り

種目 受検資格を認める者

建設機械施工 1受検しようとする種別に関する6ヶ月以上の実務経験を含む1年以上の実務経験

その他の種目 受検しようとする種別に関し1年以上の実務経験
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学生生活案内

※建築・デザイン学科 2年次以降の小白川キャンパスにおける各種連絡手続の窓口等につ

いては， 2年次の年度始めにお知らせします。

I. 学生生活の心得

1 . 自動車・バイクによる通学の自粛

米沢キャンパス構内への白動qr.バイクの乗人れは，騒音による授業等の妨げにもな

るため自粛してください。なお，自動車による通学は， !.!Jl汀p:場も少ないため，構内駐車

許11J申請により特に許可された場合を除き禁止します。

小白川キャンパスでは，学生の日動rj{の乗り人れを禁止しています。

2. 掲示板

皆さんへの通知・連絡・呼出し憚は，すべて褐示によって行われますので，掲ぷ板は

節日汁＾．底して見る習慣をつけ，重要な掲示を見逃して自己に不利益な結果を招くことの

ないよう心がけてください。

0米沢キャンパスの掲ぷ板は， 5号館 1階ピロティに設附してあります。

0小白川キャンパスの学!J:のためのl汀弩rnからの迎絡は，学生センター西側人「l外のL

学部掲ぷ板に掲示します。

:L 掲示・ポスター憚

米沢キャンパスでは掲ぷ・ポスターぐりは， :i-Jr.前にl―心．学部学生支扱担‘ーりに）111け出て許11r

を受けた後，学生川掲ぷ板 (4り餡1階， 2階， 7号館脇）に掲ぷして卜さい。それ以

外の場所には掲ぷしてはいけ主せん。主た，期限を過ぎたものは速やかに取り除いてく

ださし＼

なお，小白川キャンパスにおける掲ポ板の利川方法については， J店盤共通教育案内を

ご覧くださし＼

4. 喫輝

キャンパス内は，決められた場所以外は全面繋坪となっています。喫坪できる場所で

も，他の人への迷惑にならないよう 1分気を付けてください。

5. 交通事故について

本学部では学生が当事者となった交通事故が毎年多数発生しており，特に死亡事故等

の悲惨な人身事故も毎年数件発生しています。ひとたび事故が起こると学業への支障

ばかりでなく，精神的・経済的にも多大な負担が生じます。

自動車バイク等を運転する際は，自己本位の姿勢は捨て，交通ルールを厳守すると

ともに無謀な運転は厳に慎み，安全運転を心がけてください。

また，交通事故の胄事者となった場合は，被寓者側，加'i打者側の如何にかかわらず，

直おにrJi:件事故勺り報告書をL学部学生支援担当に提出してください。帰省先憚で発牛し

た"W故についても同様に提！廿してください。（届出川紙はL学部学it支援担刈及び小白

川キャンパス学生センター学咋企l)llj担‘りにあります。また， 「学部IIPに様式が掲載さ

れてしヽます。小白川キャンパスの 1年次学生については，学牛センター学生企uni担渭に

提出してください。）
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6. その他

日頃の学生生活において，警察に検挙（交通法規違反等を含む）された場合は，速や

かに事件事故等報告書を工学部学生支援担当に届けてください。（届出用紙はエ学部学

生支援担当及び小白川キャンパス学生センター学生企画担当にあります。また，工学部

日 Pに様式が掲載されています。小白川キャンパスの 1年次学生については，学生セン

ター学生企画担冑に提出してください。）

IT . 授業料について

1. 授業料の納付）］法

授業料は，希望に応じて以下の 4つのパターンから選択して「l/座振替により納付

してください。この方法は，本学指定の銀行口座（学生本人または保護者名義）を届け

ていただき，選択されたパターンに応じて本学の指定日にその口座から引き落としによ

り納付していただくものです。申込手続は， I折定の依頼曹により直接銀行・郵便局に屈

け出をしてください。当該預貯金「l座を変更する場合も同様の手続を行ってください。

なお，変更手続きは，学期間始の袖々月末までに行わなければなりません。

預貯金口座への人金は，遅くとも預金引落月の20日頃までにお願いします。

(l) 年 1日払い 1年間分（前期十後期）の授業料を 4月に「l座振替

(2) iート 2回払い 前期を 4月，後期を10月に「l座振替

(;~) {j'. 10!~1均節払し、 前期左 4月,---..,g月，條期左10月,---..,2月に「l)枢振替

(4) 年10日ボーナス併用払い年lO[rij払いで前期を 8月，後期を 1月にボーナス分を

加算して振替

2. 授業料の免除について

授業料の納付が困難！な場合に，願い出により選考の上，前期・後期節に，その期の授

業料の全額又は半額を免除する制度があります。

経済的.flj¥由による免除：経済的.fl]¥廿lぐ卒によって授業料の納付が困難であり，かつ，学

業成績條秀と認められる者

特別な事情による免除：授業料の納期前6ヶ月（新人学者については 1年）以内にお

いて，学牛の学資をじとして負担している者が死亡し，又は

学生若しくは学資負担者が風水害等の被害を受け授業料の納

付がl小l難と認められる場合

授業料の免除等に関する諸手続は，米沢キャンパスでは工学部学生支援担胄（学生サ

ポートセンター①番窓1:::1) で，小白川キャンパスの 1年次学牛：については，学生センタ

一奨学担当で取り扱います。

（注意事項）

〇 申諮手続き，提出書類，期 I]等については，その都度掲示により周知しますので［じ

意してください。

〇 授業料の免除の願い出をした者は，判定結果の通知があるまで，授業料を納付しな

しヽ でくださし＼
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皿．奨学制度について

※履修地が小白川キャンパスの学生は，基盤共通教育案内をご覧ください。

1. 日本学生支援機構

手続きは，工学部学生支援担当（学生サポートセンター①番窓口）で行います。その

都度掲示により指示しますので注意してください。

詳細については，「学生生活ハンドブック」の奨学金についての項目を参照してくだ

さし＼

2. その他の奨学団体

地方公共団休等の奨学生騨集は，大学を経由するもの以外に，公報などで周知し本人

から直接出願させるものなどがあります。募集通知があり次第，その都度褐示しますの

で注意してください。

IV. 諸手続きについて

※小白川キャンパスの 1年次生ば基盤共通教育案内をご覧ください。

1. 学生証について（上学部学生支援担当）

・学生証は，人学当初のオリエンテーション時に配布し、 4年間有効です。

・学牛証は，学ltとしての身分を証明する爪要なものですから必ず携幣してください。

定期試験の時は学生証がないと受験できなくなります。

• I—I—I席管Jill も学lj一:_証で行います。

・学IJ:証は卒業，退学，除籍又は行効期間が経過した場合は，直ちに返納してください。

・学牛証を紛失したとき又は使川に耐えなくなったときは，速やかに11f発行願を提出し

てくださし＼（学部学牛のみ， lり発行に2,lGO円かかります。）

2. 諸証明苫の発行について

証明料の発行は， 自動発行機によるものを除き，）原則として 1れ込 l=lの2IJ後に行いま

す。

なお，証明書自動発行機により発行する証明料は，在学証明翡学業成績証明苫，卒

業見込証明翡，学割証及び健康診断証明苫です。

(1) 学生旅客運賃割引証（学胄lj 証）•••••• 自動発行機

年間 1人当たりの発行枚数に限度（年llfJ1 o枚）がありますから布効に使川してく

ださし‘。なお，他人に譲渡したり，不1Eに使）廿したりしないでください。また，乗

車券の購入及び旅行の際は，必ず学!J:証を携行してください。

(2)列車の通学証明胄(―-「学部学生支援れ1当）

列車の通学証明苫を必要とする者は，学生証を持参し， ljlし出てください。

(3) 健康診断証明翡•••••自動発行機

4月の定期健康診断を受診した場合は白動発行機で受け取れます。

(4)在学証明翡・・・・..自動発行機

(5) 学業成績証明鳥・・・…自動発行機

(6) 単位修得証明翡 (L学部教育支援担胄）

交付願に所要事項を記入し，窓口で申し込んでください。

(7) 卒業見込証明害・・・…自動発行機
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3. 諸届出について

(1)連絡先等変更届について（エ学部学生支援担冑）

学生本人の住所等（住所・電話番号， E-mail, 本籍，氏名）又は保護者（帰省先）

（住所・電話番号，氏名）に変更が生じた場合は，速やかに届け出てください。

(2)欠席届について（工学部教育支援担‘身）

病気，忌引き，教育実習，インターンシップ等の理由で授業を欠席する場合は，

所定の川紙にその事由を記入し，証明する翡類等を添えて，授業担当教員に届け出

てください。

4. 転学科・転学部・休学・復学・退学・除籍につしヽて

(1)転学科 (T学部教育支援担渭）

転学科を希望する者は，転学科顧を保証人迎署の1ー，学科長及び指導（アドバイ

ザー）教員の許i1rを得たうえで提出してください。

願い出の受付は，転学科時期の前学期 (2学期終ni炉及び4学期終了時）の 1月

20日から 1月末日までとなっています。

なお，詳細は教育支援HI'りで確認してください。

(2)転学部 (r学介II教育支扱担‘月）

i転学部を希望する者は，転学部願を保証人連署のlこ，学科長及び指導（アドバイ

ザー）教員の許11Jを得たうえで提出してください。

願しヽ出の受付は，転学部時期の前学期 (2学期終Jプ IL『及び4学期終了時）の 1月

20 I=! から 1月末日までとなっています。

なお，詳細は教育支援担‘ーりで確認してください。

(:3)休 学 (1汀^ 学部学生支援担刈）

病気その他の則由で2ヶ月以上修学できない場合は，願い1廿により休学すること

ができます。休学しようとする者は，休学願を保証人連署の上，指導（アドバイザ

ー）教員及び，教育プログラム長の許I―りを得たうえで提廿¥してください。病気の場

合は、医師の診断位を硲付してください。

休学期間は 1ヵ年以内です。ただし，年、『別の則由により引き続き休学する場合は，

改めて願い出なければなりません。（期I札］を延長する場合は，休学期間満r前に休

学願を改めて提出してください。）なお，休学期間は通算して 3年を超えることは

できません。また，休学期廿りは在学期間に靡人しません。

学期間始の月の末 I! (nff期は4月30日，後期は10月311二l) までに休学を許rirされ

た場合は，月‘青lj叶算によって休学する翌月から復予する前月までの授業料は免除さ

れます。

したがって，学期間始の月の末日後に休学が許:1」［された者は，全額納付しなけれ

ばなりません。

(4)復 学 (I汀噂II学牛支援担,11)

休学期間中にその則山が泊滅した場合は，復学願を保証人連署の1ご，指導（アド

バイザー）教員及び教育プログラム長の許可を得たうえで提廿iしてください。なお，

休学：期間悩i了に伴う復学の場合には，休学期nn満「前に復学届を提廿iしてくださし＼
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(5) 退 学（工学部学生支援担当）

退学しようとする者は，退学願を保証人連署の上，詳細な理由を記人し，指導（ア

ドバイザー）教員及び教育プログラム長の許可を得たうえで提廿iしてください。

退学する場合には，その納期に属する授業料は納付しなければならないので，授

業料納付月の当初（前期は 4月 1日，後期は10月 1日）から退学を希望する場合

は，授業料納付前月末（前期は 3月末日，後期は 9月末日。末日が上・日・祝日と

なった場合はその前日）までに願い出てください。

主た，退学する者は学牛瓜正を返納しなければなりません。

(6)除籍

在学期間が修業1ド限の 2倍を超えた者，病気その他の理山で，成業の見込みがな

いと判断された者は除籍されます。

また，授業料の納付を怠り，督促を受けてもなお納付しない者も除籍されます。

なお，他にも学則の定めるところにより，除籍の措岡が取られることがあります。

V. 健康管理について

※ 小白川キャンパスにおいては，基盤共通教育案内をご覧ください。

よりよい学生~t活の）店盤は何といっても健康です。主た，紅欲的な学業修得の第ム条件

も，心身ともに健康でなければなりません（）それを令うするためには，白分の心身に日々

留意し，あらゆる機会と施成を利川して， ',.Ji;にl'l分の健康はi'l分が進んで保1寺し，増進す

るよう心がけることが健康管則の第•歩であり， ＾番大切なことです。

l . 保健管頂g室

保健管狸室では， I l; 常の軽いけがや大学内における1I二＾．課，課外話動中，またはその他

において負傷または怠病ぐ箪Hかの疾病の場合， 1り1室中であればいつでも診療や応氣処附

を行いますので利川してください。

2. 健康診断

(1) 定期健康診断

学生の定期健康診断は，学校保健安全法に）よづき1厨f-4, 5月に11い， n-:揺を＇梃

するものについては精密検査を実施し，療捉に1関する注謡や適切な助，了指導を行っ

ています。

健康は， 「l分でつくり出すものであるという認識にたって，病気の日坊， 1礼期発

見のために，積極的に健康診断を受診してください。

定期健康診断を受診しないと，就職等に必要な健康診断証明書は発行できません。

(2) 学校医（専門I仮）による健康相談

内科， 眼科の各科Hにつしヽ て， fo:J l 1~2 !11!, 学校医が学Iーートの健康相談に応じて

います。詳しい Il 11:、『は，前もって褐ぷ板に褐ぷし主す。

(3) スポーツ 1関係者健康診断

対外試合出場学生宵に対して，随II、]'行います。

3. 飲洒について

アルコールの多量飲酒や、未成｛「飲酒は、がん賞臓堺障害やアルコール依存症、さら

には暴力や飲酒運転にもつながるかもしれません。
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本人のみならず、家族や大学にも深刻な事態をもたらす、お酒にまつわるさまざまな

間題をきちんと理解してください。

• お酒は20歳になってから

・「いっき飲み」は絶対にしない・させない

体調の悪いときや服薬中は飲まない

・飲んだら、中：・バイク・自転車を絶対に運転しない

VI. 学生相談室について

※小白川キャンパスにおいては、基盤共通教育案内及び学生生活ハンドブックをご覧くだ

さい。

工学乳IIでは，学IJ.:の心の悩み，学習上の悩み，またはセクシュアル・ハラスメントやキ

ャンパス・ハラスメントの間題について気軽に相談してもらうことを 1」的に学生相談室を

設けております。あなたのI廿］題解決の第一歩として是非利川ください。相談の秘密は厳ぐr
され主す。

場所は，保健管理窄内にあります。お気軽にお吟ねください。

窓11: 〒992-8510 米沢1li城南4-3 -16 

山形大学］こ学部保健管則室電話： 0238-26-3034 

IIPアドレス http://www2. yz. yamagaLa-u. ac. jp/studcnL/counsel/indcx. html 

VII. キャンパスハラスメントに関する相談

キャンパスハラスメントではないかと息われる］『動・行為を受けた場合には、一人で悩

まずにキャンパスハラスメント相談員、または学生相談室 (VI.学生朴l談窄参照）へ1廿談し

てください。キャンパスハラスメント相談員は山形大学のホームページで公開されており、

誰iにでも相談出来主す。

(https://www.yamagata-.ac. jp/jp/univcrsiLy/opcn/compl iancc/camhara/) 

キャンパスハラスメント相談員やキャンパスハラスメント防LL対策委員会委員には守秘

義務がありますので、相談したことが外部に訓れる心配はありません。ハラスメントに限

らず悩み事がある場合は学仕才廿談室がありますので、遠慮無く相談してください。

珊学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険について

保険請求の手続きは，米沢キャンパスでは保健管廿胆室で，小白川キャンパスでは学生セ

ンター学牛企両担喝で行っています。

詳細につしヽては「学生生活ハンドブック」を参照してくださし＼

IX. 就職について

就職を希哨する学生には，小,,1川キャンパスキャリアサポートセンター（学生センター

内）、米沢キャンパスキャリアサポートセンター (5号ifri2階）及び各学科において就職支

援を行っています。
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小白川キャンパスキャリアサポートセンターホームページ

(http://www. yamagata-u. ac. jp/jp/employment/) 

米沢キャンパスキャリアサポートセンターホームページ

(http:/ /www2. yz. yamagata-u. ac. jp/ career/ career_indexl. html) 

X. 図書館の利用について

米沢キャンパス内に［学部図苫館が設けられています。貸出しを希惰する場合には学生

証を提示して利川してください。

利用時間 平 11 s : 11s,.____,22 : oo 

+: 曜 II 9:00,.____,17:00 

ll・t兄日 1:3 : 00,--.__, 17 : 00 

ただし，学:~jこの休業期における期間中は平日のみで， 8 : ,15,--.__,17 : 00です。

日Pアドレス http://www. lib. yamagata~u. ac. jp/ 

※ 小白）II図苫館につしヽ ては、学牛:)_!:話ハンドブックをご覧くださし＼

XI. 厚生施設

※小白川キャンパスにおいてば学生生活ハンドブックをご覧ください。

学生の憩いの場，学生相11:1111, 学生と教職員との親睦を図るための施設として「．学部会

館があります。また，大学牛話協詞糾合が経党している食党購買部等があります。

〈工学部会館使用心得〉

(1) 13廿 ftHII—、『 !Iii

平II: 9時から2011、『まで。

ただし，朴季，夏季及び冬季休業期廿りは， 1711炉までです。

(2)休創'.f 11 

土曜 ll, llll1W日，国民の祝 ll及び年末年・始 (12月28日から 1月4日まで）。

XII. 課外活動

本学部は，学生全員が会員となる学友会があり，正課のほかに諸村の人格を高め情操閥：

かな社会人を育成するため，各種の運動部，文化部，研究会等があります。進んで課外訴

動に参加し，課外活動を通して，各日の自じ的創造的能力を発押して，社会収!:(規律遵守，

責任感，指導｝）と協調性，礼儀，奉仕の精神）をもった教義股かな人となることを希望し

ます。なお，課外活動を行うに‘りたっては， j]ー：課の妨げにならない範llEIで，常に規fjl:_j]ー：し

く，貨任ある行動をしなければなりません。

〈サークル活動〉

本学部には多くのサークルが糾織され，多数の学生が参加し話動しています。また，近

くの大学と交流をはかり成果を上げています。なお，サークルの結成・縦続のためには、

各サークルの貞任者は以卜のような諸手続きや，物品の管.rm,部屋の消掃等責任をもって

行うことになっていますから，部員は自主＿的に協力してください。

(1)新規にサークルを結成するときは，サークル登録届を]・.学部学生支援担‘り（学itサ

ポートセンター①窓Il) (小白川キャンパスにおいては，学Iトセンター課外話動担胄）
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に提出後，登録団体として 1年以上活動した後，サークル結成願と活動報告青を学生

支援担崎に提出してください。

(2) サークルを継続する場合は，毎：年4月末までにサークル継続届を［学部学生支援担

当に提出してください。期限までに届け出ないサークルは，廃止とみなします。ただ

し，サークル結成の登録を屈け出てから 3月末時点で 1年未満の登録団体については

この限りではありません。また，サークル（会）員の変更宵があった場合は速やかに

届け出てください。

※ なお，サークルの結成・継続の）店準及び作成が必要な様式悴については，以下のホ

ームページから， 「サークル結成とその）よ準」及び関係苫頻をダウンロードしてご確

［忍くださし‘。( h Li : / /www. yama rata-u. ac. ・J/ j J/ l i fo/ club/ rocedurc/ ) 

C3) 学外において，合術・試合宵クラブ活動を行う場合は，顧間の爪認を得たうえで「—

学部施設外課外活動）1T1をl・→学部学生支援担‘りへ提出してください。

(4) 施設使Jl-lについて

0米沢キャンパスにおける1本#f附，課外話動施設，此道ii'(f, テニスコート，グランド

の借）IJについては，使川する1)/jJJ 0)20日（休みの場合は休み明け） 811、『30分以降に

[学部学生文扱担‘りに巾し込み訊Flりを受けてくださし＼

0備品憚の借川を希惰する場合は，所定の）ll紙に記人じ‘；を生支援担‘片にljlし込み借川

の許:,りを受けてください。

※ 米沢キャンパス諜外訊動共川施設，休行餡節の使）lJ心得は後頁を参照してくださ

し‘。

※ 小白川キャンパスにおける課外活動施設利）―!]ぐ窄につしヽては、学生センター課外話

動担‘りへお間しヽ合わせくださし＼

xm. 学外研修海外渡航・留学届

1 . 学外でHわれる研修・学会ぐ硲に参加する場合け，学外研修）If! を，学牛支援担,11へ提II¥

してください。移動は，）爪則公共交通機関を利川してください。やむを得ず「l家川 ,,1動

11ぴ序を使川する場合はi'l家川「1動1j(使JIJ,p出，杯もあわせて提出してください。

2. yfij: 外渡航及び留学を1}J-i1l1jしている学牛は， Yiり外渡航・留学f1llを渡航前に必ず，学生支

援担''1へ提出してくださし＼

XIV. アルバイト求人について

l贔企業からのアルバイト求人については，山形大学4話協同糾合（生協）が行っており，

以ドのH Pで紹介を行っています。

また，携幣屯語からの閲覧も可能です。

アルバイトをiJl込む前に，注慈事項をよく読んでください。

H Pアドレス hLLps://www. yamagatc1. u~coop. or. jp/arbeiL/ 

2. 米沢キャンパスにおける個人からのlれ込みによる家庭教i'lrliのアルバイト求人は， L学

打15学lj:_叫尉且‘り（学生サポートセンター①番窓11) で紹介を行っています。
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XV. アパート等の紹介について

アパートなどの紹介は，山形大学生話協同糾合（／卜協）で行っています。

なお， ：［学部学生寮（白楊寮）は，経年による老朽化に伴い建て杵えを検討しており，

現在は人寮騨集を行っておりません。

※ 小白川キャンパスの学生寮については，学生生活ハンドブックをご覧ください。

XVI. その 他

(1)火災防止

① 火災防ILについては特に注，性を払い，災害の起こらぬよう心がけてください。

② 設備に不完全な，i~;( を認めた場合は， ii'(ちに臀務員室又は施設管則に連絡してくだ

さし＼

③ 指定の場所以外で喫岬しないでください。

④ 実習，実験罫で火氣を使川する場介は，その取扱い及び後始末は4仔にn:紅してく

ださい。また，木辿の施設を使）llする場合も，火の後始木は 1分分に1L唸してくださ

し‘。

⑤ 屋外での焚火はしないでください。

(2) 追失，拾得物

構内，教室悴におしヽて，追失，拾得したときは，速やかにL学部学生支援担,11へJ1li

け出てくださし＼，（小白川キャンパスでは、学lj::センター学生企fJIJj担,11へ）rnけ出てく

ださし＼）

(3) 盗難の予防

学内で盗難がII;、!]'々発ILしてい主すので教室内，研究‘脊内，課外訊動共）廿施設等にお

いて被‘心のないよう，また， !'I転1j{節にも鍵をかけ忘れないよう卜分気をつけて，盗

難r,防には特に留怠してください。

(4) 緊忍時の連絡について

地震，風水古，火災節の災寓に被災しだ学生は，自分及び友人の安否，被災の捏度

について，速やかに「学部学生支扱担‘りとアドバイザー教員へ連絡してください。

緊伽!,『連絡先（［学咋II腎務員室）

叶tit舌： 0238-26-3027 

平日日中連絡先（「＾学部学生支援4且'½)

電話:0238-26--3017 F A X : 0238-26-<~406 

メールアドレス： kougakusci@jm. kj. yamagata-u. ac. jp 
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XVII. 願出・届出手続一覧

1. 願出事項

種別
． ． ． ． ． ．  

学 生 証
．．．．．．．．．  

学生証再発行願
休学 IJ禎

復学）廿i
退学願

転 学 科 願
．．．．．．  

転 学部 願
．．．．．．．．．．  

f l : ''t ,iII: I・・リJ ,J;: 
，込｛：〗竺）戊奇翡訂E 明，＂．

．．．．．  

卒 業 見 込証明翡

健｝翡診断i1iE明翡
卒．業証明，.I}

成 紹 証明翡

h胄1)、]翡J:1!(許:fff iJl 1/訂書：
．．．．．．．．．  

サークル結成）1!1 

授業料免除願
．．．．．．．．．．  

授業料徴収猶刊禎
人 寮 （ 退寮）願

術 術 料 免 除 願

｝歳I汀])寮使川願
借川願

学4旅客迎賃W1JiJl,i1E 

奨学 -'I~ 願

‘攣キャンパスに
おける机当窓~]- -

① 

① 
① 

① 

① 

② 

② 
② 
② 

② 
① 
② 

② 

施設

① 

① 

① 
① 

① 

① 

① 

① 

① 

期 「l
--

褐ぷ
事山発生のll]j,

II 

II 

II 

l月20I lから 1月末まで

＂ 
・Ji: 11! 発生のIIか

II 

II 

II 

事甘l発生のIIこit-
II 

掲ぷにより周知する

·+i:111発~tの II 、lf

掲ぷにより周知する

II 

•11:111発IJ:のll、『

II 

使川開始IIO) 1ケ）●|前から15日前

借川のllli11まで

・JHl1発生の時

掲ぷにより周知する

考苗，ー

4年間］有効

「1動梵1「機
II 

II (が業年次学生対象）

II 

蔵 E」Li寮使川細則参照

i'I動発行機

2 . JIIH l¥'Jl頂

種 別
．．．．．．．．．  

迎絡先憚変更屈
- - -- -ー・• ー ・

1叶牛・tr故ぐ1-i#刷仔Hil
サ ー ク ル 継 続Ml

． ． ． ．  

サークル役員変更Jill
掲ぷ Ail
学 外 研 修 Jijj

＇攣キャンパスに
おける机胄窓11

① 

① 
① 

① 

① 

① 

期

:qr11i発J:_のll、IJ'
．．．．．．．．  

4;: 廿l発牛のll、if
4月末まで
．．．．．．．．．．．  

'll山発~I::のIIか
II 

集会の111J日まで

11 

・［学 ffll施設外

課外活動届
① '}¥: ill発生の時

- - - -- - - - - - -- -

洵外渡航・留‘学）i1l ① 渡航の前日まで
--- ------ ---

体育施設使川）ill ① II 
．．．． ． ． ． • ー・

欠），t¥り）1H ② II 

※ ①学生サポートセンター①窓1:1:_L学部学!J〗~支扱担'~

②学生サポートセンター②窓 1-l: J口学部教育支援担当

考止

Illり

掲ポ物を持参しi1午Iりを受ける

}}f前）m出が必要

必要に応じて
自家川 1—<1 動 1j{使川申出翡

体育施設使川心得参照

授業を欠席する場合

・-)1111 



米沢キャンパス体育施設使用要領

l . 授業時間外に休育施設を使）廿するときは，所定の使用願を」心．学部学牛支援担刈（学生サ

ポートセンター①窓口）に提出して許11]を受けなければならない。

2. 休育施設での活動は， 8時30分から20時までとする。また，建物からの退去は22時まで

に完rすること。

3. 体育施設使用の場合の鍵の借川，返却は卜表のとおり行うこと。

月曜 l"l~金曜 1—l (休日を除く。） i学生支援担当屋内体育施設 I s : 30~11 : oo 
（休育館・
武道館） Iート記以外 瞥務員室

月ll1WI],..__, 金耀 I=! (休IIを除く。）
学生支援担渭

屈外休有施設 I s : 30,.._.._, 11 : oo 
（テニスコート・
グラウンド）

1 上記以外 I iif•災·l 吹1ノ1H＇二＇已"'Tミ.• 

4. 合術，純習節のため長期1―i廿継続使）llするときは，使）廿願にその出1llj,りを硲えて提出しな

ければならなし＼

5. 使川者は，使川の権利を譲渡したり又は第＿＿叶一行に使川させてはならない。

6. 休育施設での喫賄は厳禁とする。また，火災日切には使川者が）j全を期すること。

7.)詮内休育施設内の I:足は厳繁とする。

8. テニスコート内は）爪則としてテニスシューズを着川すること。主た，コート内に人ると

きは，シューズ節に付着した泥や異物がコート内に人らないように注，籾すること。

9. 故怠又は過失によって施設鼎具を破担したり紛失したときは，これを）爪形に復するか，

あるいは弁｛賞しなければならない。

10. 使川後は情掃，整頓（テニスコートはブラシでコート瞥備）をI・分に行い，また，休行

施設は確実に泊灯し）糾錠すること。

11. テニスコートの夜間照明灯を使）廿するときは，「テニスコート夜間照明灯使）廿卜の注意」

を遵守すること。

12. この「休育施設使川要領」を遵守しないときは，使川の許Iりを取り泊すことがある。

13.)聡外休育施設（テニスコート・グラウンド）は， 12月"';:3月まで使川禁ILとする。（冬期

II廿閉鎖）
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テニスコート夜間照明灯使川上の注意

l. 夜間照明灯を使川するときは，専用カードを必要とするので所定の使用願を学／トサポー

トセンター学生支扱担‘りに提Iiiし，許11]を受けること。

2. 専川カードは，次のとおり学~tサポートセンター学生支位担‘りで「テニスコート（夜廿廿

照明灯）使川許可証」を提示して借り受けること。

＊月 llli!日～金nwi「l

*'—：・「l IIW1「l

＊休 11

911―、『,...__,1711、『まで

金II蘭日（金llt1/tllが休日の場合はその前 II) の9時,...__,1711、『主で

前11 (前 11 がl—: ・11 111¥I 11又は休日の場合はその前日と繰り I・.げた

11) O) 9 ll、『,...__,1711がまで

:3 . 廿（｛明装附盤の鍵の借川 rn午11]'証を提バーミ）曇返却は，次のとおり行うこと。

* Jl Ill間日～金ll釦 I(休日を除く） 811、1]'30分,...__,17時00分まで：学Iじ姐笈担,11

1塙』以外 ：悴務員室

4. 夜間照明灯はそれぞれのコート別に点灯するので，照明装i悦盤の鍵をIJMけ照明灯盤に＼り

川カードを尼し込み，巾し込んだコートの選択スイッチを押し，照叫装附盤を枷錠するこ

と。

5. 使川者はlヽリJ廿カードを譲渡したり又は第：．者に使川させてはならない。

なお，使）llしなかった「！｛川カードは迎やかに学生サポートセンター学11.-_支抜担,11へ返却

すること。

6. 仮11¥J!! 罰）］灯は 1ヽ り川カード終(5分前又は19時55分に，終rr州戸臀告灯が:30秒肛点灯し，

＼り川カード終(>くは2011かになると白動的に泊灯するので，その前に後片付けを済ませるこ

と。

なお， 20分後に残附灯も泊灯する。

7. 仮11¥J照明灯を・度、,,'、［灯させると，迎中で泊灯できないので注，立すること。

また，泊灯後すぐにはflf ,i'.;、（灯しなしヽ ので往，立すること。

8. 故意又は過失によって施設，設備，＼り川カードを破担したり紛失したときは，これを｝爪

形に復するか，あるいは弁俯しなければならない。

9. テニスコートは， 12月から＞閏年 3月まで使川繁ti::とする。（冬期間閉鎖）
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山形大学工学部課外活動施設等使用要領

山形大学＿［学部課外活動共用施設（旧サークル棟），課外活動サークル作詞苔（新サークル棟）

（以下 2つを合わせて「課外活動施設」という。）は，山形大学学生規程第 6条の規定により

許可されたサークル（以下「公認サークル」という。）の課外活動を助成するために設置した

ものです。

各公認サークルは，課外活動施設の使用に‘りたっては，設i悦0)趣旨を踏まえ， 下記の事項

に留意のL使川願います。

記

1 . 使用の手続

(1)課外話動施設の使川下続きは，学生サポートセンター学牛文扱担‘りにおいて行う。

(2)課外話動施設の使川を希峨する公認サークルは，長期使川施設についてはM年 4月

木 Hまでに，短期使）n施設については使川 IIの:311 I泊までに，定められた使川願を学

!_j:_サポートセンター学牛支援担‘りに提出し許 Iりを受けること。

(3) 短期使川施設については，登録1ヽJ・j休にも貸し出しを許吋する。

2 使用時間及び休業日

(1)課外話動施設での祈動ll、『I札lは， 811―、fj:30分から20時までとする。また，建物からの退

l~ は2211N主でに完（すること。

(2)課外活動施設の休業 IIは次のとおりとする。

ア. 1111祉II及びIIf]民の祝Flに関する法祁で規定する休11

イ. 12月28llから翌年 1月4llまで

(3) 特別のMT山があると認められる場合は， ljlし出により，使川II―、『間の延長又は休業 Il 

の使川罫を認めることがある。

3 鍵の取扱い

(1) 課外訊動施設の鍵の取扱い及び保竹は，学牛サポートセンター学牛支援担‘りにおい

て行う。

(2) 短期使川施設の鍵は，課外話動施設を使川する公認サークルの責任者が学If~サポー

トセンター学!J:支援屑りにljiし出，その都度借り受け，使川後は，胄該責任者が枷錠

の上直ちに返還すること。

ただし，平IIの17時以降， I: ・ll111¥1 ll及び休業 Il O)鍵の借り受け及び返還は腎務員

室で行うこと。

(3) 長期使川施設については，公認サークルのみ使川11Jとし，部屋の割‘りは学友会で行

う。サークルが廃ll:された場合は，部室の返却を学友公に巾し出たうえで窄内を）爪状

復帰し，施設の鍵を直ちに学牛サポートセンター学牛・文扱担当に返還すること。
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4. 使用上の遵守事項

(1)使用許可を受けた目的以外の使用及び転貸をしないこと。

(2)許11Jされた使川時I礼］を厳：『すること。

(3)掲ポその他これに類するものは，所定の場所にて行うこと。

(4)使用後は，施設内の泊灯，清帰及び整頓を行うこと。

(5)火気の取扱い及び火災予防に「分注紅すること。

(6)施設内での飲洒及び術泊をしないこと。

(7)施設，設備を許可なく造作， )Jfl「及び移動しないこと。

(8)施設の使）廿に胄たっては，係員の指ポに従うこと。

(9)施設，設備の管Jr!!I・. の必要から，教職員の施設への立人りに協力すること。

5 損害の弁償

課外活動施設を使川する者が，故謡又は過失により施設曇設備を担壊又は滅失したとき

は，その担＇古を弁伯しなければならない。

6 使用許可の取消し

課外話動施成の使川を許可された者が，使川 l刃）遵'、,r•Jr瑣怜に違反したときは，その使

川,t午11Jを取泊すことがある。
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山形大学工学部構内交通規制に関する実施要領
（昭和61年 6月10日制定）

1. この要領は， L学部構内における自動車の交通規制及び駐車について必要な事項を定め

る。

2. この要領において「自動車」とは，道路交通法（昭和35年 6月25日法律]05号）に規定す

る自動I―ド rn1動哨伽ドを除く）をいう。

;3. L学郎の構内においては，w「11JされたIii、If間以外の時廿廿及び所定の駐I―ード場以外の場所には，

切！『l汀ドすることを禁止するものとする。

4. :r. 学部の職員及び学ljc:のうち，構内に駐lドできる者は，次のいずれかに該当し，工学部

長から計Fiりを得た者とする。

(l) 通勤又は通学の距離が片道3km以上の者

(2) 身休111佑古：者節の特別の刑山がある者

5. 駐 Iドの,t午可を得ようとする者は，所定の手続きにより，あらかじめ［学部長に巾請苫を

提出し，許可を受けるものとする。

6. 交付された許 1ij屑正は，迎転席1)1J1(1j 0){立附で，外,・IIから容易に識別できるように，必ず表

/)ミしなければならなし＼

7. 駐巾五午 11Jを受けていない者又は外来者怜が臨llかに駐lドを必嬰とする場合は，人構の際に，

腎備11窄に q1し/J¥て｝その指ぷに従わなければならなし‘。

8. 腎備員勺やは，違反ij(O)幣理に‘りたるものとし，注怠をりえる⑳適切な措附を溝ずるもの

とする。

9. 構内における盗難及び巾：故あるいは駐巾違反による机害憚については， 「^ 学部は， 切

の責任を負わないものとする。

10. この要領に1見lする'll務は， ［学部市務部において処則する。

11. この1艇領に定めるもののほか，必嬰な事瑣は， L学部長が別に定める。

附 WJ

この嬰領は， ll麿 1161:'rート 6月10日から）舶I° し，昭和6]年 6月25IIから適用する。

附- WJ 

この要領は，平成 7年4月1811から施行し，平成 7年:4月 1日から適）廿する。

附 且IJ

この疲領は，平成11年'1月25日から施行する。

1外l Wl 

この要領は，平成22年'7月20日から施行する。

11什 且lj

この疲領は，平成23年 7月19日から施行し，平成23年 4月 lI lから適用する。
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山形大学工学部配置図
（構内駐車場・自転車・バイク配置図）

化グ'.1///~ 学生用駐車場

脳爾綴嶺闊自転車置場

I眉111:~i『『爛層11111111111』111ヽii バイク罹場
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【講義棟・実験棟の教室】

4号館講義棟

5号館講義棟

1階：大示範、中示範A、 1 1 1、 1 1 2、 1 1 3、 1 1 4、

1 1 5、 1 1 6、 1 1 7の各教室

2階：中示範B、中示範C、21 1、21 2、21 3、21 4の

各教室

ゼミ室 1

［各学科の教室］

電気電子工学科 7号館4階： E教室 (7-401)

情報科学科 7号館3階： 1教室 (7-320)

システム創成工学科 5号館2階： 5-207 

3、セミナー室

1階：学生サポートセンター

2階：キャリアサポートセンター

3階： 3 0 1、302、303の各教室、ゼミ室

4階：オープンスペース（製図室）
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山形大学工学部屋外運動場

サ打釦如易

9
ー

1
1
1
1
1
J

日トー二n-

□

日ロ日ス
口
旦
豆8
 

＿
ー

1
1
1
1
1
1
9

m

山
国

至
白
布
↑
県
道
（
米
沢
猪
苗
代
線
）

↑
 

至
米
沢

—ー竺竺□一
至
坂
町

↓
 

↓
至
米
沢
市
内

- 151 -



3倦館

システム創成工学科

ゼミ室 1

システム創成

工学科

ゼミ室 2

大示範教室

直．り渡

中示範c教室

R 
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北門

正門 東門

テニスコート
陸上競技場

野球場

南門 ※ 1 Fに掲示板
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